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第一章　悪夢無限





　覚かく醒せいは一瞬の事だった。

　微睡まどろみの時間は無い。夢と現実の距離感が縮まっている――というよりも、すぐ隣り合わせに存在する場所に視点が切り替わる様な感覚であった。覚醒と睡眠の境がまるで薄壁一枚であるかの様に。

　単に眠りが浅いのか。あるいは夢があまりに緻ち密みつなのか。もしくは現実があまりに不確かで馴な染じみにくいからなのか。

「…………」

　省しよう吾ごはゆっくりとシーツから頭を出した。

　ここ数日――夢から醒さめればいつも考える。

　シーツから顔を出したら、そこはいつもの自分の部屋で、役目を果たさなかった目覚ましがやばい時間を指している。自分の名前を叫びつつ、小生意気な従姉妹いとこがどんどんどんどんと足音をたてながら階段を駆け上がってきて、母親が言いそうな文句を怒鳴り散らす。そして普段通りの毎日が始まる。

　全ては自分が睡眠中に描き出した妄想で。眼が覚めればいつもの変わり映えしない毎日が始まるのではないかと。あれだけ自分が疎ましく思った平凡な日々が、英雄とは何の関係も無い世界が、そこに広がっているのではないかと。

「――はは」

　省吾は力無く笑う。

「そんな都合の良い話がある訳無いよな……」

　何度瞬まばたきしてみてもベッドの周りの情景は変わらない。

　自分の部屋を構成する物は何も見当たらない。

　あまりに広過ぎる天てん蓋がい付きのベッド。あまりに広過ぎる――二十畳にも達しようかという部屋そのもの。高価そうな壁紙。同じく高価そうな絨じゆう毯たん。木製の家具。いずれもが省吾の知るどの文化様式にも当てはまらない。強いて言うのならばゲームやアニメでしばしば見掛ける独自の――『異世界ファンタジー』な雰囲気の品々。

　やはりそこはどう考えても省吾が慣れ親しんできた『香か芝しば省吾の部屋』ではなかった。

　此こ処こは彼の生まれ育った世界ですらない。

　異世界――ソロン。

　省吾は溜ため息いきをついた。

　重く深い吐息。既に今の省吾には騒いだり喚わめいたりする元気も無い。そういう時期は数日前に終わっていた。今の省吾はただただ粘液の様にしつこく身体と精神にまとわりつく疲労に、思考すらも鈍り気味だった。

　だが……………………

「――？」

　ふと気付いて傍らを振り返る省吾。

　彼のベッドの脇わき。

　何の脈絡も前兆も無く――そこにしゃがみ込み、猫の子が窓枠か何かにぶら下がる様な感じでベッドの端に両手を掛けた人影が一つあった。

「――わあっ!?」

　若干間の抜けたタイミングで悲鳴じみた声を上げる省吾。

「こんばんは」

　そう言ってその人影――少女はにっこりと笑って見せた。

　童女の様に愛らしい顔立ちなのだが、何ど処こか小悪魔的な余裕というか、容姿の幼さとは裏腹に手て練だれの娼しよう婦ふの様な、本能に訴える蠱こ惑わく的な雰囲気が漂っている。

　アフィニエ・オトルチ。

　省吾に仕える五人の姫ひめ巫み女この一人。子猫の様に一番小柄で、子猫の様に一番可愛らしい顔立ちや仕草をしてはいるのだが、性格的にはかなり極端――というかやけに積極的であったりする少女だ。

「アフィニエ……？」

　眼を瞬まばたかせて省吾が声を掛けると、第四位の姫巫女は笑顔で省吾の方に身を乗り出した。

「な……なんで？　何してるの？」

「何でと申されましても」

　小さく含み笑いをしながらアフィニエは言った。

　この姫巫女はこうして密ひそやかな笑みを浮かべると途端に妖よう艶えんさが増す。

「ふふ……解わかっておられる癖に」

「ごめん。マジに解らない」

「夜よ這ばい」

「よっ…………」

　絶句する省吾。

　正直……アフィニエの性格や今までの行動、それにこの状況を考えれば、全く想像しなかった訳でもないのだが。実際に本人の口からはっきりそう断言されるとかなり動揺せざるを得ない。

「ショウゴ、さ、ま」

　アフィニエはにっこり笑う。

「お情けをくださいませ」

　まるで友達に「百円貸して」と頼む様な気楽さで姫巫女は言った。

「……いや。あの」

「私は今日か明日かと御指名をお待ちしておりますのに……それとも私では魅力が無いでしょうか？　ショウゴ様がお望みならばどんな事でも喜んで致す所存ですのに」

　ちろりと赤い舌が小さな唇を舐なめる。

　整った容姿の愛らしさに加えて――壮絶な程の艶なまめかしさである。その落差が強烈な性的訴求力を生む。それこそ自制心の少ない奴ならこの場で有無を言わさずアフィニエを押し倒しかねない。

　だが――

「ご……ごめん、そういう訳じゃないけど……今は」

　省吾は呻うめく様に言った。

　とても今はそんな気分になれない。毎晩見る夢が彼の神経をすり減らせている。寝ても覚めても何か――常に何かに追い立てられているかの様な、責め立てられているかの様な焦燥感と罪悪感が脳裏から消えない。

「じゃあ待ちますね」

「……は？」

　困惑する省吾。

　アフィニエはすっと立ち上がり――ようやくこの時点で、省吾は彼女が着ているのが身体の線がそのまま透けて見える様な薄物である事に気付いた。背後から光でも当てようものなら、そのまま産毛まで判別出来そうだった。

　アフィニエは何の躊躇ためらいも無くシーツの端を持ち上げると――するりとベッドの中に身を滑り込ませてくる。

「ちょっと――」

「ショウゴ様がその気になられるまで添い寝を。うふふ」

「いや……だから」

「眠っておられる最中にちょっと悪戯いたずらとかもしちゃったりして」

「…………」

　アフィニエなら本当にやりかねない感じはあった。

　だが――

「……アフィニエ。あんたね」

　ややうんざりした第三者の口調が不意に割り込んできた。

　ぎらりと光る刃と共に。

「抜け駆けはもう今更だから何も言わないけど――あんたも姫ひめ巫み女こなら、せめてショウゴ様の意志をもっと尊重しなさいよ」

　呆ぼう然ぜんとして省吾が刃を――長剣を遡さかのぼり、それを持つ腕を遡って視線を送ると、その先に後頭部で髪を括くくった小柄な少女の姿が在った。

「ペルテア……」

　省吾はその少女の名を呟つぶやく。

　何い時つの間に部屋に入ってきたのか――と思ったが、考えてみれば姫巫女の中でも最も武術に長たけたこの少女なら、気配を殺して部屋に入る事など朝飯前なのかもしれない。

　改めて見てみると何い時つの間にか部屋の出入口の扉が開いている。

　アフィニエは単に寝ていたから気付かなかっただけとしても、ペルテアが入ってきたのは省吾が起きてからだろう。だとすると本当にこの少女は足音もたてず気配さえ放散せず、この部屋に入ってきたらしかった。もしこの長剣の少女が暗殺者なら省吾などは殺されるまで――殺されてもその存在を認識出来ないだろう。

　ペルテア・インペラス。

　元々武家とも言うべきインペラス家の出のこの姫ひめ巫み女こは、他ほかの少女達よりも遙はるかに戦闘術に精通している。アフィニエに次ぐ小柄で愛らしい容姿を見ている限り、とても想像がつかないのだが――省吾の護衛という意味では要にして最大戦力とも言うべき存在である。

　性格的には妙にさばさばしているというか、割とざっくばらんな所が在るので、省吾としては割と気き易やすく接する事の出来る姫巫女の一人ではあった。

「うーん……見つかっちゃったか」

　ペルテアに襟首を掴つかまれ、省吾のベッドから引き剥はがされながらアフィニエは腕を組んで言った。

「そりゃ見つかるわよ」

　呆あきれたかの様な口調で言うペルテア。

「じゃあ――妥協案で。ペルテアも一緒に添い寝するとか。それで見逃して？」

「魅力的な提案だけど、私はショウゴ様に求められない限り、その気は無いの」



    

  
    
      



    

  
    
      　と欠伸あくびを噛かみ殺しながらペルテアは言った。

　よく見ると窓の外の光景が少し白み始めている。未まだ暗いと言えば暗いが――どちらかと言えばもう朝に近い時刻なのかもしれない。

「大体、気付いたのが私だけとは限らないわよ」

「……あ」

　出入口を振り返って声を漏らすアフィニエ。

　そこには……苦笑を浮かべて立つ第三の少女の姿が在った。

「……少々早過ぎる気もしますけれど。お早はよう御ご座ざいます」

　鮮やかな金髪。涼しげな碧へき眼がん。滑らかな白しら膚はだ。

　メリニ・コードランというのがその少女の名前である。

　彼女は美しかった。

　彼女を表すには美しいという一言のみが適している。清せい楚そや可か憐れん、優美、端麗、繊細……、もちろん容姿を讃たたえるいくつもの言葉を連ねる事も出来る。だが、神秘的にまで完成されたその美を表すにはやはり美しいという一言がいい。清楚や可憐といった言葉はそれ自身称賛たるものを指す言葉ではあるが、その中には生身の人間としての俗臭を含んでいる。だが、今ここにいる少女にはその様な俗臭がまるで感じられない。真に完成された美だ。

　それは同時にただ一つの傷で全てを失いかねない危うさも秘めている。その存在そのものがあまりにも脆ぜい弱じやくだ。彼女が彼女という姿で存在し続けている事が既に幻想の中にいるかの様な錯覚すらさせられる。

　姫ひめ巫み女こ達は全員が美しいが――メリニに関しては更に一段飛び抜けている様な印象が在った。少なくとも省吾にはそう感じられる。それが単に省吾の趣味なのか、あるいは一般的な評価なのかは解わからないが……

「寝てたんならともかく……ちょっと耳が良ければ、さっきのショウゴ様の悲鳴位は気付くわよ。今日に始まった事でもないし」

　とペルテア。

　姫巫女達は護衛を兼ねて省吾の側そばに居る。この為にたとえ夜中だろうが早朝だろうが姫巫女は最低一人は不寝番として起きているのだ。

「メリニ……」

　省吾は親に縋すがり付く子供の様な声で姫巫女筆頭の少女を呼んだ。

「…………」「…………」

　アフィニエとペルテアは顔を見合わせる。

　肩を竦すくめるアフィニエの後ろの襟首を掴つかんでペルテアは言った。

「……では不ふ埒らち者は退出致します」

　一礼してからペルテアはアフィニエを促して――というか引きずる様な感じで――部屋を出て行った。

「ショウゴ様……」

　二人と入れ替わる様にしてメリニが省吾の側そばへゆっくりと歩み寄ってくる。

「また……あの夢を見られたのですか？」

「…………ああ」

　胸の奥に残る悪寒に震えながら省吾は頷うなずいた。

　ここ数日間――省吾は同じ悪夢に繰り返し悩まされ続けていた。

　一昨日辺りからはもう、うなされた挙げ句に絶叫して飛び起きる様な事は無くなっていた。慣れたというよりも――ただ単に疲れたと言った方が正しかろう。煩はん悶もんするのにも体力が要る。少し寝不足だからといってすぐに身体を壊す様な事は無いが――既に悪夢のもたらすものは瞬間的な痛みというよりも、深く静かに彼を蝕むしばむ恒常的な疲れへと形を変えつつあった。

「……何度も何度も…………もう勘弁してくれ……」

　恐怖の残ざん滓しが脳裏を過ぎる。

　頼みもしないのに意識は夢の内容を詳細に記憶していた。同じ内容を何日も何回も繰り返されれば覚えざるを得ない。

　おぞましい悪夢。

　忘れたい。思い出すのも恐ろしい。なのに忘れられない。忘れる事など許さぬと言うが如ごとくそれは毎日の様に繰り返される。眠りの中だけでなく、起きてからすらそれは省吾を責め立てる。

　身体は冷たくて手の先や足の先には感覚がないのに、鼓動だけは異常な速さで鳴り続けている。気持ちが悪い。胃から何かが体内を駆け上ってこようとしている。しかし吐き出す様な物は入っていない。昨日の夕食も身体が殆ほとんど受け付けなかった。空腹は感じる事が出来る。だがそれ以上に気持ち悪さが腹の中を這はいずり回っていて、あまり食事をとりたいという気が湧わいてこなかった。

　軽い目眩めまいを覚えてベッドの中で省吾は手で顔を覆う。

　止まらない動どう悸き。言い様のない恐怖感が全身を覆い隠す。

　あれは夢だ。あれは夢だ。あれは夢だ。あれは夢だ。あれは夢だ。あれはゆめだ。あれはユメだ。あれはゆメだ。あレはユめダ。アレハユメダ。

　自分にそう言い聞かせる。しかし、どれだけ人々の怨おん念ねんを夢の領域に追い込んで意識から閉め出そうとしても、護まもれなかったという事実は変わらないし、忘れる事も出来ない。それは省吾自身の後悔と罪悪感に根ざしたものである以上、忘れる事など出来はしない。

「うっ……」

　苦しい。辛つらい。

　こんな現実は――要らない。

「ショウゴ様――」

「……ごめん。心配かけて」

　メリニの、むしろ省吾よりも憔しよう悴すいしたかの様な――それでも彼女は美しかったが――顔を見ていると申し訳なくなってくる。心配してくれているのだ。

　何にしてももう改めて眠れる様な状態ではない。眠りたくない。

　省吾は夢の細かい内容に触れるのを避ける様に、枕元の眼鏡に手を伸ばす。

　その時――

「え……？」

　周囲が陰り――ふわりとした感触が彼を包む。

　メリニが省吾の事を抱き締めているのだと気付くのには一瞬の時間が必要だった。

　驚きに眼鏡に伸ばしていた手が止まり――そのまま力無く垂れ下がる。

「メリニ……？」

「……大丈夫です。大丈夫ですよ」

　声が耳元で聞こえる。

　とてもいい香りがした。

　自分以外の鼓動の音が伝わってくる。

　柔らかい。暖かい。そして優しい。まるで母親に抱き締められた幼子の様に、省吾は安心感と幸福感が自分の中に染み込んでくるのを自覚していた。

　恥ずかしいとは思わなかった。そんな余裕はもう省吾には無かった。

「大丈夫です。大丈夫ですから……」

　メリニがそう繰り返す。

　彼女の抱擁がゆっくりと省吾の中に凝こっていた恐怖を溶かしていく。

「夢は夢です。貴方を傷付けたりは出来ません」

「メリニ……」

　まるで死人の様に冷えていた身体に温ぬくもりが戻ってくる。

　胸を突き上げてくる様な気持ち悪さも次第に治まっていく。癒いやされるというのはこういう気持ちを言うのだと――省吾は気付いた。

　だが。

　人間の身体と精神はひどく現金なもので……気持ちに余裕が出来たせいか、今の今まで意識せずにいられた事が気になってくる。

　耳元を撫なでるメリニの吐息。鼻をくすぐる彼女の香り。そして自分の身体に押し付けられている……彼女の身体の柔らかさ。メリニは華きや奢しやではあるが痩やせてはいない。豊満という程ではなく、そもそも未まだメリニは発展途上とも言うべき年齢ではあるが――衣服越しに省吾の頬ほおに触れる彼女の胸は既に充分な女性らしさを備えていた。

　特に彼女の着る姫ひめ巫み女この衣装は、真ん中に切れ目スリツトが入っていて姿勢によってはその隙すき間まから彼女の肌が直接見える。抱き締められた省吾は彼女の胸の谷間の肌に直接頬を押し付けているに等しい状態だった。

「……あ」

　省吾が小さく声を上げた。

　迂う闊かつにも身体の一部分が元気になってしまったのだ。メリニも、省吾が声を上げたと同時に少しだけ身体を離した所をみると、その変化に気付いているらしかった。

「ご――ごめん！」

　省吾は気まずくなってメリニから視線をそらした。

　自分でも耳まで真っ赤に染まっているのが解わかる。少なからず好意を持っている異性に、自分の性的興奮を知られてしまっても平気な顔をしていられる程、彼は場慣れしていない。むしろその手の経験という意味では皆無だった。

　ついさっきまで悪夢にうなされていた筈はずが――こんなに節操なく反応してしまうなんて我ながら情けない。自分の意志ではどうにもならない下半身を心の中で罵ののしりつつ、省吾はメリニにちらりと視線を向ける。

　こんな事を知られてしまっては嫌われてしまったのではないだろうか。たとえ嫌われなかったとしても、何かしら不快感を与えてしまったのではないか。

　そんな心配で頭の中が混濁する。

　しかし……

「ショウゴ様」

　メリニの表情に不快感や拒否感は見られなかった。

　彼女も省吾同様、少しばかり顔を赤くして俯うつむき加減ではあるが……少なくとも気分を害した様子は無い。単に恥ずかしがり戸惑っているだけの様にも見える。



    

  
    
      



    

  
    
      　ゆっくりと視線を上げたメリニと……眼が合った。

　彼女は恥じらいつつもそれを抑えて優しい笑顔を見せた。

「……っ！」

　省吾は慌ててもう一度顔をそらした。

　解わかっていた。

　そもそもメリニは省吾に身も心も仕える為に育てられてきた少女だ。姫ひめ巫み女こ達は大なり小なりそういう立場に居るが――ペルテアによるとメリニは本当にその為だけに育てられた孤児なのだという。

　だから彼女は省吾の事を拒まない。

　拒めないし拒む筈はずも無い。

　彼を文字通り全身全霊で受け入れる事は彼女の存在理由だからだ。

　恐らくこの場で省吾が本能に従って彼女を押し倒したとしても……むしろ彼女は自分の本分を全う出来たと喜ぶだろう。

　だがそれは……省吾には何か違う事の様に思えた。

　省吾はメリニの事が好きだ。

　初めて出会ったあの時から、殆ほとんど一目惚ぼれだった。他ほかの姫巫女達にも好意を持ってはいるが、どうしてもその中でもメリニは特別な存在と言えた。与えられた屋敷で共に暮らす様になってからは益ます々ますその気持ちは募る。

　だが……

　何か噛かみ合っていない。

　省吾としてはそんな気がするのだ。省吾はメリニの事が好きなのだが――彼女は本当に省吾の事が好きなのか。彼女が好意を抱いているのはイコノクラストを駆る『英雄』そのものであって香芝省吾個人ではないのではないか。省吾の眼はメリニを見ているがメリニの瞳ひとみはまるで省吾を通り抜けて……その背後に在る『英雄』の像を見ているだけなのではないのか。

　そんな不安が脳裏を過ぎるのだ。

　メリニが愛いとしく思えるからこそ省吾は彼女を抱けないでいた。

　しかし……そんな想いとは別に本能的な部分が彼女を欲しているのも事実だ。今までも――現に今も暴走しようとする気持ちを理性が瀬戸際で必死に食い止めている様な状態なのだ。先程の悪夢にうなされていた状態とは違う意味で、苦しく、もどかしい。

　これが普通に出会った相手なら……例えば高校のクラスメイトとか、幼馴な染じみとか、そんな相手ならば省吾は躊躇ためらいもなくメリニの事を抱いていただろう。

　しかし……

「あの……ショウゴ様」

　一人苦く悶もんしている省吾にメリニが呼びかける。

　彼女の声には少なからず緊張の色合いが含まれていた。何かを決めた人間の声。この状況でその意味が解わからない程に省吾も馬ば鹿かではなかった。

「な――なに？」

　上ずった声で返事をする。

　メリニはベッドの側そばで姿勢を正し……両手を自分の胸元に添える。

「ショウゴ様がお望みならば私に否は在りません。私には……ショウゴ様の御ご寵ちよう愛あいを賜る事が何よりの喜びです」

　さらりとした口調で省吾の暴れる本能を後押しする様な言葉を口にする。

　省吾の脳裏を一瞬、甘くて危険な誘惑がよぎった。

　彼女も望んでいるのなら別に何も問題が無いではないか。ちょっとした違和感など気にする必要もない。そんなものは自分の錯覚かもしれないし――

「ショウゴ様」

　頬ほおをほんのりと赤く染めながら切なそうな口調で呼び掛けるメリニ。

　抱きたい。

　メリニの事が愛いとおしい。セックスについては省吾も健康な十代の少年――持て余す位に興味を持っている。

　だが……

「いや……ごめん。今は、いい」

　自分の中のわだかまりを振り払う様に省吾は強い口調でそう言った。心のどこかでまだ未練を持っている自分がいたが――気付かないふりをした。

「……解りました」

　一瞬の事ながらメリニが――拗すねた様な表情を見せる。

　だがすぐに彼女はいつもの美しく穏やかな表情に戻った。以前にも一度メリニの申し出を断っているが……あの時と違って彼女に対して不満が在るとか嫌いであるとか、そういう理由でない事は理解してくれている様だった。そこはかとなく残念そうではあるが、哀かなしげな様子は無い。

　もっとも――どうして省吾がやせ我慢を張ってまで彼女を抱かないのかについては、恐らく理解していないだろうが。

「もう一度お休みになりますか？　それともお召し替えを？」

　早過ぎるとはいえもう朝だ。

　二度寝するにも躊躇ためらいが在る。今の省吾の立場なら昼まで寝ていようが誰だれも文句は言わないが……またあの悪夢の続きを見るのかもしれないと思うととても眠る気にはなれない。

「起きるよ。着替える」

「はい」

　メリニが頷うなずいて省吾の服に手をかけた。

　だが……

「あ。いや……いい。自分で出来る」

　いつも着替えは姫ひめ巫み女この誰だれかが手伝ってくれていた。高二にもなって――しかも同じ年とし頃ごろの少女に着替えを手伝って貰もらうというのはかなり抵抗が在ったのだが、この世界の衣服の着方が今一つ解わかり難にくいという事もあって、今までは着せ替え人形の様に彼女達に着替えさせられるがままになっていた。

　だが――上はともかく下はまずい。

　彼の身体の一部は元気になったままだ。朝だった事に加えてメリニの抱擁の感触が残っていて鎮しずまらない。いつもは適当に五分程他愛ない話をしていると鎮まってくれるので、自分から姫巫女達に話し掛けて時間を稼ぐのだが、今日はどうにも――

「今日は自分で着替えるから」

「え……？　ですが……」

　省吾がそう言うと、メリニは少し困った様な表情を見せる。

「大丈夫。もうここの服の着方も覚えたから」

　さすがに何回も何回も着せられたり脱がされたりしていれば着方も覚える。

「もし解らなかったら呼ぶから。悪いけど外で待っててくれるかな」

「解りました。失礼致します」

　メリニは一瞬残念そうに表情を曇らせたが――それでもそれ以上は嫌がる様な素振りなど一切見せずに部屋を出て行った。

「……はあ……」

　扉が閉まるのを見ながら一人残った省吾は小さく溜ため息いきを漏らした。

　まだ身体の一部分は元気なままだ。動どう悸きも治まりきってはいない。

「…………くそっ」

　胸の奥から自己嫌悪の感情が湧わいてくる。

　助けるべき多くの人を助ける事が出来なかった。それどころか〈イコノクラスト〉で踏み潰つぶしさえした。彼等の事を思えば食事も喉のどを通らない程の罪悪感に苛さいなまれてしかるべきなのに……悪夢を見た直後だというのに、少し女の子に抱き付かれただけで節操無く欲情している自分が居る。

　自分の事を清廉潔白な人間だと思った事は無い。

　だが此こ処こまで身勝手で薄汚い人間だとは知らなかった。

「俺おれは……なんて卑しい……」

　俯うつむきながら省吾はそう吐き捨てた。



　　　

　ソロン――この名を冠された世界は着実に滅亡への道を歩んでいた。

　全ての原因は五百年前に遡さかのぼる。

〈五人の罪人〉と後に呼ばれる事になる者達が神に造反したのである。彼等の綿密な計画は成功し、神はその身を五つに分断されて死する事となったのだが――この際に神が遺のこした呪じゆ詛そにより人類は永えい劫ごうに呪のろわれる事となった。

　神の呪詛。

　それは即ち神罰執行を神に代わりて行う『神罰代行者パニツシヤー』――通称〈代行者〉によって具現化される。〈代行者〉はただただ可能な限りに長く、多くの人を苦しめ罪の味を噛かみ締めさせる為にのみ存在する。それは神によって定められた摂理の一端であり、人間の身では抗あらがう事の出来ない絶対の法則である。故にこの世界の人間は〈代行者〉に逆らう事は出来ない。

　そもそも……この世界の物質全てには神の定めた定義記述――『存在子イグジス』が共通して存在する。例外は無い。そしてこの〈存在子〉に『〈神罰代行者〉は人間に勝る』と規定されている以上、人間は普通のやり方では決して〈代行者〉に勝つ事は出来ない。近付けばそれだけで〈存在子〉の記述そのものを破壊されて消滅してしまう。

　力の強い弱いではない。

　これは摂理であり相克なのだ。

　いや……もしそれが単純な力の強弱の問題であったとしても、人間が〈代行者〉に勝つ事は事実上不可能と言えただろう。〈代行者〉は神により権限委譲を行われた神の『影』であり、その権限によって物質の〈存在子〉に直接干渉し、様々な奇き蹟せきを生み出す事が出来る。それは人間が神の御業を盗んで築き上げた〈奇蹟術〉よりも桁けた違いに強い力であり……神亡き今となってはこのソロンという世界では事実上最強の力と言えた。

　滅ぼす事は不可能。

　防ぐ事すらも不可能。

　故にこそこの世界における〈代行者〉とは『天災』や『運命』の同義語であった。抗っても逆らってもただひたすらに無駄。人々はただ伏して怯おびえ、今はもう亡き神に詫わび、裁きを甘受するしか無かったのである。

　しかし……

　その摂理すらも不服としてこれを覆さんとする者達が居た。

〈レネゲイド〉である。

　この呪われた歴史を生み出した原因たる、神殺しの実行者達『五人の罪人』――彼等の末まつ裔えい達によって結成された秘密結社は、十六体存在すると言われる〈代行者〉全てを滅ぼし今度こそ人間の手により世界に覇を唱えようと画策していた。

　――人の身によりて抗す事が出来ないのならば人以外の力を用いれば良い。

　そう考えた〈レネゲイド〉の者達は祖先の確保していた神の遺体を使い、それを鋼鉄の筐きよう体たいに埋め込む事で擬似的な神――鋼鉄の擬神を造り上げる。百年を越える歳月を費やして開発された最終兵器。奇蹟によって駆動し奇蹟によって制御され奇蹟によって敵を屠ほふる巨大擬神機――〈イコノクラスト〉。

　だが〈イコノクラスト〉だけでは『代行者』を滅ぼす事は出来ない。

　意志を持たない機械人形だけでは奇き蹟せき術を行使する為の『主体』たり得ない。奇蹟術行使の為には〈イコノクラスト〉に組み込まれた擬神装置群全ての核として『意志』の存在が不可欠であり――その為に〈イコノクラスト〉には御者たるパイロットが必要だった。

　ただ……前述の様に人間は〈代行者パニツシヤー〉に近付く事も出来ない。

〈イコノクラスト〉を駆って〈代行者〉と戦う者は『存在子イグジス』の無い物質で構成された肉体を持ち『原罪』を免れた清き人間――即ちソロンの者ではない人間でなければならなかった。

　五百年という歴史の中で既に異世界の存在を知っていた〈レネゲイド〉の者達は大規模な召喚儀式を実行し〈イコノクラスト〉の御者たる『英雄』を異世界から引き込んだ。

　かくして……『英雄』として召喚された十七歳の高校生・香芝省吾は〈レネゲイド〉の者達に乞こわれ〈イコノクラスト〉に搭乗――二度の戦闘を行って〈代行者〉三体を滅ぼした。これは神の死後五百年に及ぶソロンの歴史において初めての事であり――〈レネゲイド〉の悲願の通り『摂理』さえもが人の力によって覆された事を意味していた。

　だが……



　　　

　人里離れた森の奥に甲高い音が響き渡る。

　風に揺らぐ梢こずえのざわめきでも鳥の鳴き声でもない。カン――と固いもの同士がぶつかり合う音は明らかに人為に由来するものであった。

「動きがだいぶ緩慢になってきましたよ」

　更に少女のものらしい声が加わる。

「もう少しですので最後までしっかりと打ち込んできてくださいませ」

「は……はあっ……はあっ……は……ぁ……」

　樹海の真ん中に唐突に出現する切り開かれた土地と――そこを敷地として建つ屋敷が一軒。〈レネゲイド〉が『救世主』たる香芝省吾に与えた住すみ処かである。此こ処こに省吾は姫ひめ巫み女こ達五人と――そして一緒にこのソロンに召喚されてしまった従姉妹いとことの総計七人で住んでいる。

　そして――今。

　屋敷の裏側に設けられた庭で一組の少年と少女が剣を握って相対していた。

　少年は言うまでもなく省吾。

　少女は姫巫女の一人――ペルテアである。

　言うまでもなく、これは真剣勝負などではなく鍛錬の場面だ。省吾とペルテアの手に握られているのは形こそ長剣ではあるが、木製の模擬剣である。もっと簡単に言えば木刀だ。もっとも剣身の形状は西洋剣の様な直線主体のものだが。

　全身汗まみれで息づかいも荒く、ろくに返事も出来ない省吾とは対照的に、ペルテアは平然たるものだ。先の台詞せりふも日常会話でもするかの様な口調であった。先程から省吾を相手にずっと立ち回りを演じているにもかかわらず――だ。

　体格では一回り大きい筈はずの省吾がまるで子供扱いだった。

　その力量差は喜劇的ですらある。もっとも省吾に言わせれば悪夢に近いが。

　そもそもペルテアは姫ひめ巫み女この例に漏れずかなりの器量好よしである。省吾がこれまでの人生で出会ってきた女性の中でベスト10を挙げろと言われれば、間違いなく姫巫女達は全員がその中に入る。

　ペルテアは姫巫女の中でも特に活発で、長い黒髪を全て後方に流しそれを白いリボンでポニーテール状に束ねていた。動き易やすそうな髪型もよく似合うが――それでも体格という意味ではアフィニエに続いて二番目に小柄で決して強そうには見えない。今は剣術の稽けい古こという事で普段よりも活動的な衣装を身に纏まとっており、彼女の健康的な魅力が強調されてはいるが――逆に言えばそれだけだ。

　なのに……全く省吾が文字通りに太刀打ち出来ない。

　省吾はあまり身体を動かすのは得意ではない。それは恥ずかしながら事実である。しかしそれを考慮した上でも信じ難い程の力量差が、この一時間余りの稽古ではっきりと出てきていた。

　省吾の打ち込みをかわすだけならばまだ解わかる。実際、その気になれば彼女はずっと省吾の攻撃を避け続ける事も出来ただろう。だがそれでは稽古にならないからと先程からペルテアは体捌さばきで省吾の攻撃を回避するのを止やめ、手にした模擬剣で省吾の攻撃を受け止めている。

　だが――

「さぁ、最後の一組です。気合を入れて打ち込んできてください」

　ペルテアがそう言って模擬剣を構えなおす。

「たああっ！」

　既に疲労が限界を越え思考力が鈍りつつある省吾は最後の体力を絞り出す様にして、握っている模擬剣を振り上げた。

　何も考えずにただ今まで繰り返してきた動作を再度実行する。

　上、下、左、右とそれぞれの組み合わせからなる更に四箇所、計八方向からの斬撃を二回ずつの、十六回で一組の打ち込みである。一セットの数としてはたいした事は無いかもしれないが、模擬剣自体にもそれなりの重量がある上、一撃一撃を真剣に打ち込めば数セットで体力が底をついてしまう。

　一撃。二撃。三撃。四撃。五撃。六撃。七撃――

「次！　最後の一撃！」

　ペルテアの声に押され、残り全ての力を振り絞って最後の一撃を繰り出す。カァンという甲高い模擬剣同士の激突音が鳴り響き――ようやく静かになる。

　ペルテアは一歩も動かなかった。

　半ば男としての意地で、体重すら載せて叩たたき潰つぶす様に繰り出した最後の一撃すらペルテアは楽々と受け止めて――省吾に労いたわる様な笑みを向ける。

「はい、お疲れ様です」

　その言葉を聞いて、省吾の身体は一斉に身体中の疲労を思い出したかの様に痛み出した。本当に全身が鉛になってしまったかの様に重い。

「はっ……はっ……はあっ……はあ……」

　肩で息をしながら模擬剣を杖つえ代わりにして省吾は身体を休める。正直言ってそのまま座り込んでしまいたかったが――それはさすがに矜持プライドが許さない。

　木製の模擬剣とは言うものの、それは省吾が中学の修学旅行帰りにお土産店で見た様な安物の木刀とはまるで違う代物だった。前述の通り形状が違うという事も在るが……どうやら鉄製の芯しんが通してあるらしくかなり重い。使われている木の種類は解わからないが、重厚な手触りやその堅さから、かなり良質な物を使っているというのは解る。本当は杖代わりにして良い様な安物ではないのだろう。

　だが、高級品にしては飾り気が一切無かった。いや、無いというよりは実用性だけを究極的に追求し、その結果として飾り気は徹底的に排除されたという印象すら受ける。初めてペルテアからこの木刀を渡された際、かつてこの世界を創造した五柱の神々の中の一人が邪神と戦ったときに使用していた剣を模したものだと聞かされたのだが――神様が持っていたものにしてはあまりにも無骨な感じがした。その無駄の無さはまるで殺意だけを凝縮して作り上げたかの様な……そんな禍まが々まがしさに通じていた。



    

  
    
      



    

  
    
      「ショウゴ様」

　ペルテアが少し苦笑しながら言った。

「剣を杖つえ代わりに使われてはいけません。本物の剣は意外に繊細なものですから……体重をかけて寄り掛かったりすると微妙に歪ゆがんでしまいます。些さ細さいな違いですがそれが生死を分ける場合も在るのだとお心得くださいませ」

「う……ご……ごめん……」

　言いながら剣先を地面から抜いて何とか二本の脚で立つ。

「今はまだだいぶきついと感じられるでしょうが、すぐに慣れると思いますよ。先まずは基礎体力作りの段階ですので頑張ってください」

「ああ……」

　激しい呼吸の合間をぬって、どうにか返事をする。これでもだいぶ息づかいが落ち着いてきたほうだ。

「では少し休憩に致しましょうか。私はこの後の格闘術鍛錬の仕度をしてまいりますので、ショウゴ様は屋敷の方でお休みになっていてください」

　言いながらペルテアは自分の模擬剣を腰に差して右手を省吾の方に差し出してくる。

　模擬剣を手渡しながら省吾は頷うなずいた。

「うん……そうさせて貰もらう……」

「それでは次の準備が出来ましたらまたお呼びに参りますので」

　そう言って一礼すると、ペルテアは二本の木刀を携えて屋敷へと戻っていく。

　彼女の背中を見送ったあと、省吾は鉛の様な身体を引きずりながら最も近い木陰に入り――そこでようやく倒れ込む様にして腰を下ろした。

　鍛錬が始まってからもう五日目を迎えているが、全然慣れない。もちろんそんな短期間で体力がつく訳がないのだから当たり前なのだが、日々の疲労が蓄積してきており一昨日よりも昨日、昨日よりも今日のほうが辛つらい気がする。

　全身が悲鳴を上げている。これまで肉体的にこんなにも辛い体験をした事はない。何な故ぜ自分がこんな事をしなくてはならないのか……そんな考えが浮かぶ。

　しかし……

「このままじゃ……駄目だしな……」

　省吾は空を見上げながら呟つぶやいた。

　ラヴィゾンの街での戦いから二十日余り。悪夢にうなされる日々を送っていた省吾にペルテアが肉体的鍛錬――具体的には剣術、格闘術、射撃術といったものの訓練を勧めてきたのは六日前の事だった。

　ペルテアによると……彼女の父親であり〈レネゲイド〉の五氏族会議に名を連ねるインペラス家の長ゼブロンが省吾の戦い方には無駄が多いと指摘しているという。

　元々武家としての側面の強いインペラス家は、一族の全員が大なり小なり武術家としての技能を備えているらしい。そしてその長であるゼブロンは当然の如ごとくに格闘術や剣術に関しては並外れた使い手だ。いくら肉体感覚を同調させて操るとはいえ、〈イコノクラスト〉の制御を単純に人体運用と同列に考える事には問題が在ろうが――それを差し引いても武術家としてのゼブロンの意見には傾聴するに値するものがあった。

　省吾自身……自分の〈イコノクラスト〉の扱いが行き当たりばったりである事は気になっていた。そして二度目の戦いの時に〈代行者パニツシヤー〉が明らかに強くなっている事も。

　このままではいつか負ける。

　そんな不安感が省吾には在った。

　更に――もし省吾が効率的に〈イコノクラスト〉を運用出来るのならば、今後ラヴィゾンの街の様な悲劇を繰り返さずに済むかもしれない。

　そんな風に言われては省吾に断る事など出来る筈はずも無かった。

　こうして省吾はペルテアの勧めに従って鍛錬を開始したのである。

　もっとも……ただ単に身体を動かして嫌な事を極力考えない様にしたいと思ったのも省吾が鍛錬を受け入れた理由の一つだ。くたくたになるまで身体を酷使して眠るといちいち夢も観みずに済む。お陰でこの三日間は、悪夢を観る事も無かった。

「うっ……」

　肉体的な疲労のためか、精神的なものか――省吾は軽い目眩めまいを覚えて呻うめく。

　そこへ――

「……まったく体力付けてるんだか削ってるんだか」

　呆あきれた様な声と共に省吾の頭に柔らかい布が被かぶせられた。

「疲れてるのは解わかるけどせめて汗拭ふいたら？　風邪引くわよ」

　省吾は布を少し持ち上げて視線を声の方向へと向ける。

　まるで姉が年の離れた弟に注意するかの様な口ぶり――このソロンで『英雄』たる彼に対してこんな口のきき方をしてくる者は一人しかいない。

　腰に手を当てて一人の少女が其そ処こに立っていた。

　勅て使し河が原わら花か梨りん。

　省吾と一緒にこのソロンへと召喚された彼の従姉妹いとこである。

　ペルテアやメリニ達の普段着と同じ様な仕立ての衣装を着ているので、知らない者が見れば彼女も姫ひめ巫み女この一人と見間違えるかもしれない。つまりは――彼女等と比較しても遜そん色しよくない整った顔立ちをしている少女という事である。

　黒髪を少年の様に――女の子としてはやや短めに整えているが、活発な彼女には良く似合っている。女性としての色いろ艶つやという点に関しては中学三年生という年齢を考慮してもかなり欠けているものの……彼女について『美少女か否か』と問われれば十人が十人とも即座に頷うなずくだろう。

　歳は省吾よりも二つ程下なのだが、能力面においては勉強、運動共に花梨の方が明らかに上回っている。小さい頃ころは妹の様な存在だったが、今となっては口うるさく横暴な姉といった雰囲気である。

「ああ……」

　省吾は花梨の顔を一いち瞥べつして確認するとそのままぱたりと手を下ろした。

　が――それだけだ。タオルを頭から被かぶったまま動こうとはしない。そもそも汗を拭ふく程の元気すら残っていないのだ。

「ああ、じゃない！　さっさと拭くの！」

　そう叫ぶと花梨は大おお股またに歩み寄って省吾の頭を乱暴な手つきで拭き始めた。

「もう解わかったから、今はちょっと休ませてくれよ。後でちゃんと自分で拭くから」

　拭いてくれるのは有り難いが――小刻みに頭を揺さぶられている様で正直辛つらい。

「省君の『後でちゃんと』ってのは信用ならないの」

「…………」

　事実なので言い返せない。

　仕方無く省吾は花梨のするがままに任せる事にした。とはいえ……姫ひめ巫み女こ達はともかく、従姉妹いとこの花梨にまでこんな事をされては男としても高校生としても立場がない。

「そういえば省君、今朝も朝食けっこう残していたでしょう。やってる事がバラバラよ。体力付けたいんだったらしっかり食べなさい」

「……食べたくないんだよ」

　最も早はや喋しやべるのも億おつ劫くうだが……省吾はぼそぼそと言った。

「解ってるわよ。でも無理してでも食べないと身体が保もたないって言ってるの。ちゃんと寝てる？　眼の下に隈くま出来てるし……。元々少し細めなんだからこれ以上痩やせ細っちゃうと骨しか残らないわよ」

「ほっとけ。元々小食だし、隈は前からずっとある」

　実際、同学年の男子と較くらべてもそんなに食べる方ではないし、隈はオンラインゲームにはまり不規則な生活をする様になってからずっと彼の眼の下に腰を下ろしている。だが、以前と比較すれば今の食事量の少なさも眼の下の隈もより酷ひどくなっているのは事実だった。

「それだけ言い返す元気があるならちゃんと食べなさいよ？」

「へぇへぇ」

　またしても省吾は適当に手を振って答えるだけだ。

「…………」

　花梨はこれ見よがしに溜ため息いきをついた。

（……しかし……）

　省吾としてはここ最近の花梨の行動がよく解らなかった。

　彼女は元々省吾が〈イコノクラスト〉に乗る事に対してあまり好感をもっていなかった筈はずだ。なのにこうしてゼブロン・インペラスの要請に従って省吾が戦闘訓練を受ける様になると何の文句も言わず、こうして省吾の健康面に気を遣ってくれている。見方によってはまるで〈レネゲイド〉の手伝いをしているかの様にすら思えた。省吾としては花梨が下手に〈レネゲイド〉などと摩擦をつくらない事は有り難かったが――彼女の性格を考えると少し腑ふに落ちない所もあった。

「ショウゴ様」

　ペルテアが戻ってくるのが見えた。左右の手には一つずつ格闘術訓練用の簡易防具その他を入れた袋を下げている。

　もう休憩時間は終わりらしい。

「次の準備が出来ました」

　彼女に促され、省吾はゆっくりと立ち上がった。全身の筋肉が悲鳴を上げる。休憩する前よりも身体が重くなった様な気がした。

「お……」

　思っていた以上に身体は疲れているらしい。

　省吾は立ち上がった瞬間にバランスを崩しよろめく。

「しっかりしなさいよ」

　まるで彼がよろめくのを見越していたかの様に、さっと動いた花梨が支えてくれた。

「ちょっとバランス崩しただけだろ」

　少しばかりバツが悪そうに言い返す。

「ならいいけど。じゃあ……無理の無い程度に頑張って。本気で気持ち悪くなったらきちんとペルテアに言いなさいよ」

「ああ……」

　省吾は頷うなずいて歩き出した。



　　　

　薄暗い部屋の真ん中にメリニ・コードランは佇たたずんでいた。

　屋敷の中の一室――姫ひめ巫み女こ達が使う一階の最奥に位置する部屋である。ただし単に部屋というにはそこはあまりに圧迫感が強かった。窓も何も無い箱状の空間。ありとあらゆる外部からの影響を排除した造りは、むしろ牢獄の印象に近い。唯一の造作物である出入口から漏れてくる光だけが室内を照らす灯あかりであった。

　その出入口の脇わきには同じ姫巫女の一人であるハーチェッタ・マブロが立っている。

　美人であるのは最も早はや言うまでもない事だが……姫巫女の中では最も長身で長い麻色の髪も三つ編みにして垂らしている為に活動的な印象を受ける娘だ。一見すればペルテアよりも遙はるかに武術家を想わせる容姿であるが、彼女の専門はむしろ奇き蹟せき術――神の残ざん骸がいの一部を使い、その権威を騙かたって超常的現象を引き起こす技能である。

　彼女の手には擬ぎ神しん杖じようと呼ばれる奇蹟術用の機具が握られている。

　姫巫女の中でも最も奇蹟術の扱いに秀でた彼女の使う擬神杖は、他ほかの姫巫女達のそれよりも明らかに大きく――元々が骸がい骨こつを想わせる筐きよう体たいがその杖つえの先端には取り付けられている為に、一見すると怪物じみた禍まが々まがしい印象さえあった。

「……御願い。ハーチェッタ」

「はい」

　頷うなずいてハーチェッタは聖句詠唱。同時に擬ぎ神しん杖じようを操作。

　発条ぜんまいの音と共に擬神杖が作動――筐きよう体たい内に封じ込められた〈聖遺物〉を真空被曝させ活性化させる。〈聖遺物〉は即座に聖光を放射。擬神杖の誘導路から滑り出た細く白い聖光は空中で複雑に屈曲しながら紋様の様なものを描き出してゆく。

　そして――

『――報告を』

　薄暗い部屋に奇妙にざらついた音が流れる。

　同時にメリニの周りの空間に――何も無い虚空に忽こつ然ぜんと、彼女を囲む様にして五つの図形が浮かび上がる。コードラン。マブロ。ルースポリテ。オトルチ。インペラス。秘密結社〈レネゲイド〉を統べる五氏族それぞれを示す紋章であった。

「ショウゴ様は午前の基礎体力訓練を終え昼食をお摂とりになられました。今はセネカから奇き蹟せき術概論と戦術訓練の指導をお受けになっておられます。訓練内容そのものに関しましては予定通り滞りなく進行していると、ペルテア、セネカより報告を受けております」

　メリニの口調は一切の感情を含まない事務的なものだ。

『結構だ』

　コードラン家の紋章が緩やかに明滅しながら言う。

　言うまでもなく――この紋章が直接喋しやべっているのではない。〈レネゲイド〉の本拠地である〈聖せい廟びよう〉の内部に居る五氏族の長達の声を奇蹟術によって伝えているのだ。紋章は誰だれが喋っているかの区別をより明確にする為のものに過ぎない。

　基本的な報告は書面でも行っているが――姫ひめ巫み女こ達には一日に一度、こうして奇蹟術通信による連絡も義務づけられている。書面の報告は情報の流れが一方的で、漏れ落ちてしまう事柄も在るからだ。

　現在メリニに対して喋っているのは言うまでもなくコードラン家の長にして〈レネゲイド〉を束ねる五氏族会議の議長である。メリニの養父でもあるが――父と娘という言葉から連想される関係は両者の間には無い。親子というよりも二人の関係は所有者と所有物のそれに近かった。

『ふむ……特に問題は無いか』

　むしろ意外そうな口調でメリニの右横に浮かぶ紋章――ルースポリテ家の長パルマスが言ってくる。

『もっと早めに音を上げると思っていたが』

『〈イコノクラスト〉の模擬訓練装置の準備ももうすぐ終わる』

　更に告げてきたのはメリニの左横に浮かぶ紋章――マブロ家の長タイロイドである。

「…………」

　メリニの表情は変わらない。

　しかし内心で彼女はマブロ家、ルースポリテ家の仕事の早さに少々驚いていた。それだけ彼等はラヴィゾンの街の惨劇を重く見ているという事である。それは無論人的被害を悼んでの事などではなく――このソロンの大地に省吾とイコノクラストを『救世主』として印象づける為に、あの街で起こった出来事は相応ふさわしくないと考えているからだろう。

『組み立てなどを含めても夕方までには準備が整うので、本日から早速、仮想戦闘訓練も始める。そのつもりで予定を調整しておけ』

　パルマスの言葉に頷うなずくメリニ。

「解わかりました」

『それから』

　ふと思い出したかの様な口調でバルドが言う。

『昨日の報告書には目を通した。救世主殿には精神的疲労が見えるとあったが。今はどうなっている？』

　一瞬……省吾の顔が思い浮かんだ。

　数日前と異なり、肉体の鍛錬に打ち込む彼には眼に見えて憔しよう悴すいしている様子は無い。肉体の疲労に振り回されていちいち思い悩んでいる余裕が無いのだろう。

　だが……省吾の性格からすればラヴィゾンの街の一件を忘れる事は出来まい。あの戦いの記憶は深く静かに彼の精神を蝕むしばんでいるだろう。それはメリニの眼からすれば間違いの無い事だった。



    

  
    
      



    

  
    
      「まだお疲れの様子は窺うかがえますが、回復の方向には向かっておられるかと」

『希望的観測はこの際必要無い』

「解わかっております」

　メリニは言った。

「少なくともここ数日は悪夢を御覧になる回数も減っている様ですし、悪化の兆候は認められません。今少しの猶予を頂ければ必ずやショウゴ様の御不安を拭ぬぐい去って見せます」

　省吾を救世主たらしめる為に、ありとあらゆる方策を講じるのが姫ひめ巫み女こ達の役目である。だがその救世主たる省吾が不安を引きずるあまり使い物にならなくなっては、姫巫女達の存在理由は消滅する。

　万が一……省吾はもう駄目だと五氏族会議が判断すれば、省吾はただの異世界人となり、〈レネゲイド〉は次の救世主を召喚する事になるだろう。そうなれば次候補の姫巫女五人が再びそれぞれの氏族から選ばれ――メリニ達は省吾共々用無しとして今の立場から追われる事になる。

　人生のほぼ全てを姫巫女となるべくして育てられてきたメリニにとって、姫巫女である事が存在理由の全てだ。姫巫女として役目を果たせなければそれを失う事になる。

『もちろんそれにこした事はない。お前は今まで通り救世主殿に愛情を注いでくだらぬ不安を忘れさせてやると良い。だが懸念事項の一つとしてこちらでも別の対処法を考えておく』

　……別の対処法。

　その言葉にメリニは寒気を感じた。省吾の不安を取り除く以外の対処法。つまり省吾が不安を抱えたままでも無理矢理戦わせる方法、あるいはもっと別の……。

　どちらにしても彼にとってそれが今よりも悲惨な状況になる事は間違いない。

「それは一体どの様な……？」

『現時点でお前が知る必要は無い』

　バルドの言葉はメリニの疑問を切り捨てる。

『ではお前はただ自分の務めを果たせ。以上だ』

「……はい」

　メリニが頷うなずくと――バルドを示すコードラン家の紋様が揺らぎ、そして虚空の中に溶ける様にして消滅する。続いて他ほかの氏族の紋様も次々と消滅し、メリニとハーチェッタは再び薄うす闇やみの中に佇たたずむ事になった。

「……別の……対処法……」

　自分が省吾を完調に戻してやれなければ、省吾は今以上に過酷な状況に置かれる事になるだろう。それを止めるには何としてでも省吾を――

「――メリニ？」

　ハーチェッタの呼び掛けで我に返るメリニ。

　自分は今何を考えていたのか。

　姫ひめ巫み女ことして省吾に尽くす。これは当然の事だ。だが彼に対して捧ささげるメリニの献身はあくまで彼を操る為のものである。目的はあくまで省吾をその気にさせて〈イコノクラスト〉に搭乗させ、『代行者パニツシヤー』を滅ぼさせる事だ。方法の道徳的な是非はこの際関係無い。たとえ『別の対処法』とやらが使われる事になろうと――省吾が救世主として活動出来ている限り姫巫女としてのメリニには特に問題は無いのである。

　だが……それでは今自分が案じていたのは何なのか。

（私は……姫巫女。ショウゴ・カシバを拘束する為の鎖……それ以上でもそれ以下でもない。私の感情は何ら私の責務とは関係が……無い）

　メリニは自分にそう言い聞かせる。

　怪け訝げんそうな表情を浮かべるハーチェッタの存在など、まるで忘れ果てたかの様に、メリニはただ薄うす闇やみに満ちた部屋の真ん中に立ち尽くしていた。



　　　

　午前中は格闘技その他の肉体的訓練。

　午後からは奇き蹟せき術関連の講義と戦術的思考方法の訓練。

　夕食の後は花梨や姫巫女と雑談の後に風呂。

　そして就寝。

　これはここ数日間変わる事の無かった省吾の一日だった。午前中の訓練でペルテアにしごかれている為、体力的にはかなりぎりぎりの日々だったが、時間的にはそれなりに余裕を持ったものだった。

　だが――

「追加訓練？」

「はい。申し訳ありませんが『聖せい廟びよう』へ御移動ください」

　夕食の直後にメリニがそんな事を申し出てきた。

　正直言えば身体を動かすのも辛つらい状態であったが……訓練と名の付くものであれば今の省吾には拒める道理は無い。意識して細かい事は思い出さない様にはしているが、それでもラヴィゾンの街の人間を自分が救えなかった事実は忘れ様が無いからだ。多少きつくても訓練でそれを忘れる事が出来るのならば、むしろ省吾にとっては有り難い話であった。

　で――

「具体的にどんな訓練をするんだ？」

　夕食後即座に『聖廟』内へ蒸気式自動車で移動し――省吾に与えられた屋敷は『聖廟』からすぐ側そばに位置する――『聖廟』内の通路を歩きながら省吾は同行している姫巫女達に尋ねてみた。ちなみに一緒に居るのはメリニ、ハーチェッタ、セネカ、そして花梨である。アフィニエとペルテアは屋敷で夕食の後片づけをしている。

「模擬訓練装置を使って行います」

　答えたのはメリニだった。

「模擬訓練装置？」

　怪け訝げんそうに尋ねる省吾。

　これから実際にその訓練を受ける身としては、自分が受ける訓練内容がどの様なものであるかを知っておきたい。拒む気は無いがそれなりに心構えが無いと辛つらい。

「……〈イコノクラスト〉を使って戦う訓練です。ただし本物の〈イコノクラスト〉を使う訳にはいきませんので、過去の情報と奇き蹟せき術から作り出した擬似的な装置を使って行います」

　それまで一言も口に出していなかったセネカが思い出したかの様にそう言った。

　何ど処こか文学少女然とした物静かな印象の強い少女である。

　小さめの眼鏡を鼻先に引っ掛けており、枯葉色の癖毛を後頭部で二条に括くくっているのが特徴といった所か。口数が少なく表情も乏しいので、何を考えているのかよく解わからない雰囲気がある。ハーチェッタと共に奇蹟術概論や戦術指導をしているのだが、殆ほとんどハーチェッタが講義などを行い、セネカは時折短く補足的な事を口にする以外は、静かに佇たたずんでいるだけだ。

　姫ひめ巫み女こ達の中では一見すれば一番素っ気ない雰囲気でもあるのだが――実際には非常によく気が付き世話好きな少女であるらしく、省吾や花梨の細々とした身の回りの品の管理は彼女がそつなくこなしている。

「擬似的な装置……」

　セネカの説明を聞いていて、省吾の頭にあるものが浮かんだ。

「それって〈イコノクラスト〉のシミュレーターってこと？」

「その言葉が解りません。それは何ですか？」

　ぼんやりとした無表情でセネカがそう尋ねてくる。

「えーっと……」

　考え込んでしまう省吾。シミュレーターはシミュレーターであって他ほかの何物でもない。日ひ頃ごろ当たり前だと思っている事を説明するのは非常に難しい。『偽物』とか言ってしまうとなんだか否定的な印象が在るし『擬似的』とか言っても通じるかどうか。

　そんな省吾を見かねてか、横から花梨が口をはさんできた。

「ある現象を数値的に予測し実物を模して作ったものを使って、実際にそれを使用したときにどうなるのかを体験する装置って所かしら。簡単なものだと、例えば車の運転の練習に使うものとかね」

「……そう。そんな感じかな」

　相変わらず年下とは思えない様な従姉妹いとこの、立て板に水といった説明に追従する形で省吾は頷うなずいた。ちょっと情けない気持ちになる。

「ではそれと同じものだと思います」

　セネカは小さく頷いた。

「……ふうん？」

　花梨は何やら考え込む様子で黙り込む。

　しばらく彼女はしかめ面をしたまま省吾達と歩いていたが――

「着きました」

　メリニが告げる。

　通路の奥――行き止まりの壁。

　そこに鋼鉄製の扉が一枚設けられていた。特に装飾も無く――取っ手らしきものが真ん中に一組設けられている以外には何の凹凸も無い。扉の前には二人の男が立って静かな視線を省吾達に注いでいた。恐らく警備の者なのだろう。腰に拳けん銃じゆうと短剣を吊つっている。

「～～～～」

　省吾には未まだよく解わからない言葉でメリニが何事か告げると、男達は深々と一礼してから左右に退き――扉を開いた。

　男達の一方がハーチェッタに近付いて何事か耳打ちする。

　ハーチェッタは小さく頷いて省吾達の方を振り返った。

「あの……カリン様には申し訳ありませんが、別室にてお待ち頂きますようお願い致します」

「……なんで？」

　花梨は露骨に嫌な顔をして見せる。

「私に見られるとまずい様な訓練でもするの？」

「いえ、決してその様な訳では……」

　花梨に言い返され、ハーチェッタは言葉を詰まらせる。

　奇き蹟せき術に対しては一種の天才的な才能を発揮するハーチェッタであるが――天才であるからこそ彼女は他人への、凡人への事細かな説明を苦手とする所が在る。凡人が何をどう解らないと考えているのか彼女には理解しきれないのである。本人にとって至極当たり前の事をわざわざ説明する程に難しい事は無い。

　代わりに説明したのはセネカだった。

「模擬訓練にはかなりの数の奇蹟術の並行起動が必要とされます。並行起動は相互干渉の問題もあって精密な操作が必要ですので、作業員以外の方の立ち入りはたとえ誰だれであれ許可出来ません」

　彼女の言う作業員とは全て奇蹟師である。

　そもそも奇蹟術は一種の詐術であり――神の権威を騙かたって物質を制御するものである。

　それだけに元より不安定な部分も多く、それを安定させる為にまた奇蹟術の術式を重ねるという複雑極まりない作業を行う。

　故に――

「カリン様に限らず部外者の方がいると非常に危険です。緊急時に対処出来なくなる可能性も高くなってきますので。奇き蹟せき術を用いる以上は万全の体制を整えるのが我々の使命ですから」

　セネカにはっきりとそう告げられ、花梨は言葉を詰まらせる。

　ここしばらく省吾も花梨もセネカやハーチェッタから奇蹟術について学んでいるので、それがどれだけ不安定で、制御に細心の注意を払わなければならないものかは知っている。

　安全性を理由にされればさすがの花梨も二の句が継げなくなってしまう。

「それは省君には危険は無いの？」

「皆無という程に無責任にはなれませんが。事実上は安全と考えて良いかと思います」

　とセネカ。

　やはりその顔には表情らしい表情は無く、何を考えているのか今一つ理解し難い部分が在るのだが――

「……解わかったわ。別室で待ちます。でも状況は逐一教えてね」

　いかにもしぶしぶといった表情で答える花梨。

「ご理解感謝致します。お部屋の方にはこの者が案内致しますので」

　セネカに示された門番の男が花梨を見て一礼する。

「ショウゴ様はこちらへ」

「――省君」

　セネカに促されるまま歩き出した省吾の背に花梨の声が触れる。

　振り返った省吾に花梨は真剣そうな表情で言った。

「くれぐれも気を付けて」

「あ……ああ。解ってるよ」

　殆ほとんど反射的に頷うなずいて――頷いて省吾は扉の中に入った。



　　　

　部屋に入って先まず目に付いたのは直径三メートル程の球体だった。

　これは壁や床から伸びた五本の支柱によって部屋の中央に固定されている。恐らくこの球体が模擬訓練装置なるものの本体なのだろう。

　他ほかには何やら用途不明の機械が壁際に幾つも幾つも並んでおり……妙に物々しい感じがする。いかにも慌てて作った様な雑然とした雰囲気も漂っており、省吾はそこはかとない不安を感じた。

　セネカとハーチェッタは何やら球体の側そばで作業を始める。恐らくは微調整か何かなのだろう。残ったメリニだけが省吾の側で静かに佇たたずんでいた。

「ええと……で。俺おれは此こ処こでどうすればいいのかな」

「こちらへ」

　メリニが示すのはやはり球体である。

　歩み寄った彼女が幾つかの金具を操作すると、金属音と共に球体の一部が浮き上がった。

　近付いて見ると――浮かび上がった球体の一部は扉の役目を果たしているらしく中には省吾が一人入れる位の空洞が在った。

　まるで虚無そのものの様な空くう隙げき。

　吸い込まれそうな気がして省吾は思わず眼を逸そらす。

　よく見れば球体にはあちこちに紋様やら何やらが彫り込まれており、五本の支柱も擬ぎ神しん杖じようと似た形状をしている。この部屋全体が一つの奇き蹟せき術機関として機能するのだという事は省吾もすぐに気付いた。

「この中が〈イコノクラスト〉の主制御室と同じ構造になっております」

　メリニが言いながら球体の一部を操作すると、小さな照明が灯ともり、球体の中にわだかまっていた闇やみを追い払う。そこには確かに〈イコノクラスト〉の主制御室と同じ席が――まるで拷問器具か電気椅い子すの様な拘束帯が何本も付いた席が備え付けられている。

「…………」

　省吾は胸の鼓動が荒れるのを感じた。

「何も難しい事は御座いません。ショウゴ様はこの中に入って――」

　調整作業を終えたのか……セネカが近付いてきてそう言った。

「〈イコノクラスト〉を御する際と同じ事をして頂ければ良いのです」

「…………同じ事を？」

「はい。この装置は〈イコノクラスト〉とは無論繋つながっておりませんが、〈イコノクラスト〉起動の際とほぼ同じ奇蹟術関係の信号の入出力が可能となっております。ショウゴ様は違和感を感じられる事も無いでしょう」

「それはそう……だろうけど」

　シミュレーターなのだから当然ではある。

　しかし……

「どうぞ――中へ」

「……解わかったよ」

　今更――拒む訳にもいくまい。

　省吾は心の中である種の抵抗感を覚えながらも球体の中に身を押し込んだ。

　本当に――模擬主制御室の内部は本当に〈イコノクラスト〉のそれと同じ造りになっていた。そこには何も無い。ただ操縦者を固定する台座が……座席が在るだけだ。

　基本的に〈イコノクラスト〉はその感覚を操縦者と奇蹟術によって直接的に接続するために外部状況を見たり音を聞いたりする為の装置は必要無い。この球体内部にもそれらの装置がないという事は、接続方法まで忠実に再現されたシミュレーターなのだろう。

　つまり……

「…………」

〈イコノクラスト〉に接続される時の感覚を思い出し、省吾は顔をしかめた。

　あれは言い表し難いものだ。強いて言うならば頭とう蓋がいに刃物を差し込まれる様な感覚。痛みとも不快感ともつかない様なものが頭の中に挿入されて脳を掻かき回される。

　当初はそんなにも不快ではなかった。

　恐らくは『英雄』になるという興奮が――そこから発生した脳内麻薬の類たぐいがあの違和感を相殺していたのだろう。だが今の省吾には『英雄』になるという事も、巨大ロボットを操縦するという事も、興奮や喜悦をもたらさない。それがどれだけ恐ろしくて理不尽な事であるのか――断片とはいえ省吾は知ってしまったからだ。

　気乗りしない。

　だが――

「ショウゴ様、どうぞお座りください」

　台座を前に躊ちゆう躇ちよしていた省吾にメリニが声をかけた。

「ああ、ごめん……」

　胸に恐怖感を抱いたままではあるが、省吾は台座に腰を下ろそうとした。しかしまたそこで一瞬身体が硬直する。あまりにも本物の主制御室と似ているその場所は、無理矢理記憶の奥底に閉じ込めた思い出したくない記憶を呼び覚ます。

　省吾は自分の中で膨らむ恐怖感に気付かぬ態度を装って今度こそ台座に腰を下ろした。

「失礼致します」

　メリニが台座のベルトを締め、省吾の身体を固定していく。

　徹底的に本物と同じ構造。もしこの場で実は本物の主制御室だと告げられたら、信じてしまいかねない。よく出来ていると感心するよりも、その偏執的な程のこだわりに省吾は少し気分が悪くなった。

　最も早はや、省吾一人の思惑ではどうにもならない。

　今更――嫌だと言えない。

　全てのベルトが締められると、省吾は完全に身動きがとれなくなる。何度体験しても、全身の自由を奪われるという事は非常に不安で仕方が無い。

「準備終わりました。すぐに模擬訓練が始まります」

　念入りに拘束具をチェックし、メリニがそう告げた。

「――解わかった」

　湧わき上がる不安感がつい素っ気ない返事を省吾にさせる。

　だがその直後、僅わずかながらも横たわる沈黙から、省吾は自分の口調に気付いて――メリニを傷付けてしまったのではないかと別な不安が頭をもたげてくる。慌てて彼は顔を上げてメリニの方を見るが――

「ショウゴ様」

　囁ささやく様に言ってメリニは省吾の手をそっと握った。

「メリニ……？」

「ショウゴ様。大丈夫です。私達が――」

　言いかけて……それから少しはにかむ様に視線を逸そらしてからメリニは言った。

「私がお側そばに居おります。どんな事が在っても私が貴方様を護まもりますから。ショウゴ様は安心して御自分のお務めに専念なさってくださいませ」

「あ……ああ」

　どうやらメリニを傷付けてはいなかった様だ。

　僅わずかに安あん堵どする省吾。

　その隙すきを突く様な形で――省吾の両肩に手を置いたメリニがそっと顔を寄せてくる。

　唇が触れ合う感触は二度目だった。

　だが瞬間的に体温と脈拍が上昇するのが解わかる。そもそも省吾にとってはメリニとの口吻くちづけが初体験――ファースト・キスだ。たった二回で慣れるものではない。

　柔らかい。頼りない。

　省吾はメリニの唇の形に合わせようとして半ば無意識の内に自分のそれを震わせる。

　もどかしい。

　もっとはっきりと触れ合いたい。もっとしっかりと繋つながりたい。メリニの存在そのもので自分の中にぽっかりと空いている不安の虚うろを埋めてしまいたい。甘えて。縋すがって。頼って。身も心も一つになれたら――きっと……

　メリニが身を離す。

「……あっ」



    

  
    
      



    

  
    
      　声を上げてから――省吾は赤面した。

　我ながらひどく物欲しそうな声に聞こえたからだ。

　とはいえ残念がる本能とは別に、彼の理性はメリニが離れてくれて良かったと安あん堵どもしている。このまま後しばらく口吻くちづけしていれば、省吾はそれこそ自分の欲望を抑えられなくなっていただろう。

「ショウゴ様――どうか今私が申し上げた事を……お忘れ無き様」

　己の中で渦巻く感情や本能に戸惑い、恥ずかしくて思わず眼を伏せる省吾に、メリニは優しく微笑ほほえんで言った。

「う……うん……」

　弱々しい返事ではあったが、メリニは満足そうにもう一度省吾の手を握ってみせると、仮想制御室から出て扉を閉めた。

　途端に球体内は闇やみに包まれ省吾の中で不安が再び動き出す。

　しかし――

「…………」

　大丈夫だ。

　メリニが見守っていてくれる。メリニは自分の味方だ。メリニは何があってもきっと自分の側そばに居てくれる。彼女が居てくれさえすれば自分は――

　メリニの笑顔と唇の感触を思い出しながら、まるで自己暗示を掛けるかの様に繰り返し繰り返し省吾は自分にそう告げていた。



　　　

『仮想〈イコノクラスト〉覚かく醒せい準備――第一段階フェイズ１開始！』

　伝声管に向かって姫ひめ巫み女こ筆頭メリニ・コードランが命令を発する。

『奇き蹟せき術式展開！』

　伝声管を通じて声が返ってくる。それは他ほかの姫巫女からの返事ではない。階下の作業員達から返ってきたものだ。同時に――階下から爆音と振動が伝わってくる。大掛かりな奇蹟杖じようを使った事によるものだ。

　今この部屋で――省吾が居るのとはまた別室だ――装置を操作しているのはメリニ、セネカ、ハーチェッタと、片づけを終えて駆け付けてきたアフィニエ、ペルテアの、五人の姫巫女達のみ。他ほかには見学者として花梨の姿が在るだけだ。

　だが〈イコノクラスト〉の模擬訓練装置はさすがに彼女達だけで稼働させられる様な代物ではない。無論――大量の聖体、即ち聖遺物を活性状態に置いて制御し続けなければならない〈イコノクラスト〉本体稼働時に較くらべると、遙はるかに楽ではあるのだが……その分、仮想現実の再現には手間がかかる。

『仮想頭部形成完了――励起確認』

　メリニは伝声管を通して流れてくる情報を逐次確認しながら更に細かい指示をとばしてバランスを調整していく。

〈イコノクラスト〉を形成する五つの部位は五氏族がそれぞれ一つずつ管理している。部位は各々の氏族にとって超重要物件である為に、各々の氏族の関係者のみで運用している。それはこの仮想訓練装置においても同様で、五人の姫ひめ巫み女こがそれぞれ自分の属する氏族が所有している部位を担当していた。

　姫巫女達の後ろでは腕を組んだ花梨が立って訓練の様子を眺めていた。

　セネカが用意した椅い子すが彼女の傍らには置かれていたが――一度も座っていない。やはり省吾の事が心配で落ち着いていられないのだろう。

『仮想右腕部形成完了――励起確認』

『仮想左腕部形成完了――励起確認』

『仮想右脚部形成完了――励起確認』

『仮想左脚部形成完了――励起確認』

　模擬主制御室に差し込まれた五本の擬ぎ神しん杖じようが爆音と共に作動し、同時に薬やつ莢きようを排出する。奇き蹟せき術によって模擬主制御室の表装を構成する物質の『存在子イグジス』を書き換え、自らが〈イコノクラスト〉の部位であると錯覚させる。

『全仮想体形成確認。仮想〈イコノクラスト〉覚かく醒せい準備――第二段階フェイズ２開始！』

　本物を稼働させるときとほぼ同じ工程を積み重ねていく。

　大変な手間を必要とする作業だが、模擬訓練装置として使用する以上、本物の〈イコノクラスト〉と同じ制御法で動かせなければ意味が無い。

　ただし……

　そこまで本物を模して作られた装置でも、ただの一つだけ再現出来ないものがある。それは〈イコノクラスト〉という存在に対して必要不可欠なものであり、〈イコノクラスト〉を稼働させる場合でも最も注意を払わねばならないもの。だがそれを装置に再現する事は不可能だ。所しよ詮せん、仮の物は仮にすぎないという事なのだろう。

『仮想神体結合開始！』

　本物の起動に較くらべ、遙はるかに順調に進んでいく準備過程を進めながら、メリニは違う事に思考をめぐらせていた。それだけの余裕がこの作業工程にはある。装置には一番肝心なものがごっそりと欠けているので最も危険な事態が発生する事は無いのだ。

　即ち――『聖遺物』の異常活性による暴走。

　この危険性を考慮する必要が無いだけでもメリニ達にとっては随分と気楽さが違う。無論、花梨に言った通り奇蹟術そのものが取り扱いによっては危険極まりないのは事実だが――少なくとも、失敗が即、世界の滅亡に直結している訳ではない。せいぜいが自分達が死ぬ程度の事だ。

　ただ……

（ショウゴ様は……怯おびえておられた……）

　作業を続けながらふとそんな事をメリニは思う。

　彼が何に対して恐怖を抱いているのかは知っている。

　彼が見る悪夢はあまりにもその意味が明確だ。だからこそ逃れ様の無い糾弾と化して彼を責め続ける。言うまでもなく――彼を罵ののしり恨み言を紡ぐのは、死んでいった者達そのものではない。死者はただ沈黙するのみだ。省吾を責めるのは彼等に対する省吾自身の罪悪感であり、同じ事を繰り返すのではないかという恐怖なのだろう。

　決して楽しんでいるとも思えないのに、やけに積極的に訓練に参加するのも、その罪悪感を少しでも和らげる為なのだ。その程度の事はメリニにもすぐに理解出来る。

　だが……

　何な故ぜ、彼がそんな恐怖感や罪悪感を抱くのか……メリニには理解出来ない。

　ラヴィゾン、ケインパクスの住人達の死は『代行者パニツシヤー』によってもたらされたものだ。彼等の標的として定められた時点で街の人々の運命はほぼ決まっていたのだ。〈イコノクラスト〉に――省吾に課せられた使命は『代行者』を滅ぼす事である。その使命はしっかりと果たしている。

　その上、死んでいった者達と省吾には直接的な関わり合いが殆ほとんど無い。言ってみればそれは被害者数として数えられるだけの単なる数字だ。見ず知らずの人間が十人死んでも百万人死んでも同じ事である。数が多ければ哀かなしみの度合いが増えるとでも言うのだろうか――そんなものはただの偽善だ。

　別に『代行者』に殺されなくても人は死ぬ。事故で。殺人で。疾病で。老衰で。死に続ける。原因が何であろうと死者には関係あるまい。そもそも人は死ぬために生まれてくる生き物だ。いちいち気にしていたら気が狂う。

　それなのに。

　省吾はひたすら自分を責めている。

　滑こつ稽けいな――と彼をせせら笑う自分が居る。

　だが同じ身体の内に、今にも泣き出しそうな、崩れ折れてしまいそうな位に追い詰められている彼をひどく気にしている自分が居るのも事実だった。

（私が心配なのは救世主としてのショウゴ様。彼個人を――ましてやその心を本気で案じている訳じゃない。彼が戦えないと困るというそれだけの事）

　そう自分に言い聞かせる。

　何故なら……メリニはその為に育てられてきたからだ。

　人間はいつか死ぬ。どう足あ掻がいても絶対に死ぬ。ならば『生』とはどう生きたか――その生き方に意味が在ったか無かったかというだけの問題だ。そして姫ひめ巫み女ことして徹底教育されてきた彼女にとって他ほかの意味は無い。今更別の何かにはなれない。そんな不安で恐ろしい事は――出来ない。

　だからこの精神も。身体も。省吾を籠ろう絡らくする為だけに意味が在る。そうでなければメリニ・コードランのこれまでの生は全て否定される。自分は意味の無い虚無の真ん中に宙吊づりにされてしまう。

　そうだ。

　彼の手を握るのも。口吻くちづけをするのも。全ては彼を操り戦わせる為のもの。その為の演技でありその為の行為。必要とあれば身体を開き、愛している振りをしながら、己に課された意味を全うする。

　メリニ・コードランとはそういう生き物なのだ。

　だから。

　省吾を愛してはいけない。省吾を憐あわれんではいけない。

　いつ死ぬかも解わからない世界で安心を得る為には……メリニは省吾に対する『首輪』であり『餌えさ』である必要が在る。虚無の地平に放り出されるのが怖ければそれ以外の存在理由を自分に認めてはならない。

（だから……私は……）



　　　

　訓練は唐突に始まった。

「…………くっ!?」

　背筋を何かが這はい上っていく様な感覚に省吾は震える。

　これは過去二回の感覚接続の際にも感じたものだ。不愉快だが耐えられない程のものではない。むしろ本当に気持ちが悪いのはこの次の瞬間にやってくる――自我に直接食い込んでくるかの様な違和感だった。

　だが……

（――え？）

　唐突に視界が開ける。

　先程まで球体の中に閉じ込められていたが故に感じていた閉塞感が、まるで嘘うそであるかの様に、省吾の周りには広大な虚無の平面が広がっていた。空も黒く地面も黒く。ただ薄暗い世界に地平線だけが何かの限界を示すかの様に刻まれていた。

（え？　え？）

　次の瞬間。

　まるで覆いを取り去るかの様に世界を覆う漆黒が退き――色彩が弾はじける。天と地に風景が広がっていく。物もの凄すごい速度で背景画が書き込まれているかの様に大地が形成され、蒼そう穹きゆうが形成され、更にはそこに雲が、木々が、岩が、太陽が、配置されていく。

（あ……これは）

　仮想現実。

（もう接続されたのか……？）

　身構えていただけに――拍子抜けの様な気持ちを覚える。

　いつも在る筈はずの……省吾の人格そのものに影響を与える様な不快感が無かったのだ。〈イコノクラスト〉を操る事の上達を目的とするシミュレーターとしては、別に必要なものではなかろうが……

　僅わずかに戸惑い省吾は自分の身体を見下ろした。

　黒く尖とがった鋼の体たい躯く。

　それは間違いなく〈イコノクラスト〉の機体である。

　何か遠近感が狂ったかの様な……奇妙な視界はいつもと同じである。間違いない。省吾はもう奇き蹟せき術を介して装置に感覚接続されているのだ。

（やっぱりもう繋つながったのか……）

　辺りに見える大地や森や山は全て本物の様に見えた。恐らくこれも奇蹟術によって省吾の頭の中に作られた幻なのだろうが、あまりにも現実と酷似している。

　少し嫌な予感がした。

　これは省吾の自前の五感を使って得ている情報ではない。逆に言えば装置から流し込まれる情報は本物だろうが偽物だろうが省吾には区別がつきにくい。極端な話だが……このまま本物の〈イコノクラスト〉に乗せられていても省吾には判別がつかないだろう。

　つまり――

『仮想〈イコノクラスト〉起動』

　頭の中にメリニの声が直接伝わってくる。

『ショウゴ様、感覚が同調しているかの確認を行いますので、ゆっくりと歩いてください』

　彼女の声が普段よりもゆっくりと聞こえてくるのは、〈イコノクラスト〉との同調によって戦闘用に意識が加速されているからだ。省吾が同調して動かしているとはいえ、〈イコノクラスト〉の巨体を動かすのは物理的にも奇蹟術的にも大変な作業であり――人間とほぼ同等の反応速度にまで動きを早める事は出来ても、それ以上には本来、動作や反応速度そのものを加速させる事は出来ない。これを補う為に、操る側の省吾の意識の時間感覚を僅かに加速させて時間のロスを相殺しているのである。

　そして……この模擬体はそこまで完全に再現しているのだ。〈イコノクラスト〉の扱いに慣れるという意味では当然だが……やはり恐ろしく高精度の仮想訓練装置である。

　だが……

「解わかった」

　ゆっくりと歩き出す。

　とりあえず巨体はさしたる違和感も無く自分の身体の様に動いた。同調は完かん璧ぺきに行われているようだ。

　あまりに精巧な模擬体。空気の流れまで皮膚で――正確には鋼鉄の装甲に重ねて設定された奇き蹟せき術の力場でだが――感じる事が出来る。本物と全くかわらない感覚。温度も。明るさも。地面を踏む感覚も――

　そして。

　省吾は脚を止めた。

　物を踏みつける際の――やたらに現実味の在る感触が足の裏から伝わってくる。

　巨大な鋼鉄の脚が降ろされる。それは省吾にしてみればただ脚を上げ下げするだけの事でしかない。しかしそれは実際には数百……あるいは数千トンの巨大な鉄てつ槌ついが大地を打つのに等しい。地面に足の形の大穴を穿うがち、生えている木々をなぎ倒し、当然ながらもしそこに岩が在れば圧おし砕き、人が居れば――

（…………ッ!!）

　脳裏を過ぎる最悪の記憶。

　それはもう理性でねじ伏せられる様なものではなかった。

　いくら身構えていようと、いくら心構えが在ろうと、忍耐の限界を超える痛みを与えられれば人間は悲鳴を上げざるを得ない。そんな事をしても何の解決にもならないと解わかっていてもやはり絶叫する。それはもう反射的な行動であって意志や尊厳とは関係の無い領域のものだ。

　自分の足の裏が何かを押し潰つぶす感覚が、心理的外傷トラウマの瘡かさ蓋ぶたを引き剥はがす。

　死んだ。殺した。

　踏み潰して死なせた。

　何人も。何十人も。何百人も。

　自分と同じ様に生きてきた見知らぬ誰だれかを、今確実に生きていた誰かを、自分の足が踏み潰す。まるで虫を踏み潰すかの様に。ぷちりと。人生を一瞬にして終わらせる。一方的に。圧倒的に。絶対的に。何の権利も無いのに。踏んで潰して肉塊にして血を押し流してぺしゃんこにしてぐちゃぐちゃの――

　今この嘔おう吐と感を覚えるのは自分の肉体か。それとも鋼鉄の擬神体か。

　何もかもがあまりに簡単に潰れていく。

　巨大な自分の足の下で。

「うあああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　際限なく肥大化する恐怖に省吾は絶叫した。



　　　

　隣室にまで届く省吾の叫び声にメリニ達は身を震わせた。

「――何!?　何が起こったの!?」

　花梨が悲鳴じみた声を上げる。

「…………！」

　作業を続けながら、心の片隅で繰り返していた益体も無い思索を遮断し――メリニは自動書記装置のペンが狂ったかの様に書き連ねていく情報に視線を向けた。つい先程まで何の問題も無かった筈はずの数値や記載が、いきなり無茶苦茶なものに変化している。

　それらが示す事実はあまりに明確だった。

　メリニの判断を裏打ちするかの様に――セネカが言う。

「――拒絶反応」

「なんでっ!?」

　悲鳴じみた声でハーチェッタが言う。

「これには聖遺物はないのよ!?　一体何が拒絶しているっていうの!?」

　模擬訓練装置には当然ながら本物の〈イコノクラスト〉の機体は接続されていない。

　本物が拒絶反応を示すのは、機体の中に聖遺物が在るからだ。

〈イコノクラスト〉は言ってみれば聖遺物を核として人工的に再生された神の肉体である。

　だが〈レネゲイド〉は神そのものを復活させたかった訳ではない。あくまでも神の肉体が持つ特性――圧倒的な奇き蹟せき術に対する権能が欲しかっただけだ。そこに神の人格や自我まで再現する必要は無いし、むしろそれが復元されてしまえば危険ですらある。

　だからこそ〈レネゲイド〉は奇蹟術の行使主体であると同時に神の擬体の『脳』として救世主を――省吾を『移植』しているのである。だが当然ながら省吾は神の肉体の本来の主ではない。それ故に聖遺物が省吾を異物と判断して拒絶反応を示す場合が多く――起動の際には拒絶を抑制する術式を投入せねばならないのだ。

　だが……

　現在省吾が乗っている仮想訓練装置に拒絶反応を示す程に大量の聖遺物は――聖体は含まれていない。制御こそ複雑で手順は本物と同じかそれ以上だが……訓練装置が暴走する可能性も拒絶反応を示す可能性も殆ほとんど無かった。

　なのに――現実に拒絶反応が出ている。

　何が何を拒絶しているのか。

　それは……

「……ショウゴ様自身」

「多分そう」

　メリニの言葉にセネカが頷うなずいた。

　そう――省吾の方が訓練装置を、そして恐らくは〈イコノクラスト〉を拒絶しているのだ。原因は言うまでもなくあの悪夢でありラヴィゾンの街の出来事なのだろう。

　解わかっていた。彼が傷ついているのは。

　だが――此こ処こまでとは。

　姫ひめ巫み女ことして見通しの甘さを悔いる自分と、ただ単純に省吾の状態を案じる自分。立場の異なる二つのメリニ・コードランが自分の中で絡み合って彼女の思考を阻害している。

（どうしよう）

　狼ろう狽ばいする自分をメリニは感じる。

　だが事態は全く彼女の思惑とは関係無く悪化していった。

「ショウゴ様の五感同調に異常発生。感覚情報混乱。雑音信号混入」

　セネカが淡々と――さすがに多少焦った様子は在るが――告げる。

「五感同調を強制切断しないと！」

　ペルテアが叫ぶが、ハーチェッタとセネカが首を振った。

「今の状態で強制切断したら後遺症が残る可能性が高い。出来るだけ落ち着いてからでないと――」

「そんな事言っても、このまま雑音信号を脳に直接喰くらい続けたら」

　アフィニエが顔をしかめて言った。

「ショウゴ様発狂しちゃうんじゃないの？」

「――ちょっと！　何がどうなってるの!?」

　花梨が悲鳴と怒声の混じった様な声で叫ぶ。

　咄とつ嗟さの事でメリニ達はソロンの言葉で会話していた為、花梨には何を喋しやべっているのか正確な所が解わからないのだ。緊迫した空気は姫ひめ巫み女こ達の表情や口調から察する事は出来るだろうが――だからこそ詳細が解らないのが苛いら立だちを募らせる。

　だが……今は花梨を気にしている場合ではない。

「ショウゴ様の心拍数、呼吸、共に乱れています」

　セネカが更に報告する。

　姫巫女達それぞれの前に置かれた自動書記装置はやはり狂った様にペンを動かして状況が切迫している事を告げていた。伝声管からも別室で作業をしていた奇き蹟せき師からの報告が飛び込んでくる。

　そんな中――メリニは呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽くしていた。

　思考が膠こう着ちやく状態に陥っている。

　解っていた。

　省吾がうなされている事を知っていた。悪夢の内容を省吾からつぶさに聞いて知っていた。彼が罪悪感に苛さいなまれている事をメリニは知っていた。知っていた上で――この訓練装置に乗せた。まさか此こ処こまで彼の心の傷が深いとは思っていなかったから。

　――本当にそうだろうか？

　解っていてわざと自分は省吾をこの〈イコノクラスト〉の偽物に乗せたのではないのか。自分が省吾を自分の意志で愛してなど居ない事を、自分はきちんと彼を操るための首輪であり餌えさとしての務めを冷静に果たしていると、自分自身に証明してみせる、いや言い訳してみせる為に……

「メリニっ！」

　ペルテアに呼ばれ、ようやく我に返る。

「緊急事態よ！　早く指示を出して！」

「あ……」

　五氏族の長がすぐ指揮を出せる場所にいない以上、姫巫女筆頭であるメリニが決断を下すのが筋だ。メリニよりもこの装置に詳しいセネカとハーチェッタが判断を下すべきかもしれないが、彼女等は現状維持と省吾に被害が及ばない様に装置を調整するので手一杯で、全体を見渡す余裕は無い。

「ぜ――感覚同調を順次解除！　いえ、その前に雑音信号の混入を防ぐために『闇やみ』『静寂』『浮遊』『無臭』の単独イメージを送信して！　それから情報量の少ない感覚より遮断して！」

「『虚無』の単純情報で塗り潰つぶすのね。解わかった」

　頷うなずいて姫ひめ巫み女こ達が奇き蹟せき術用の操作卓に指を走らせる。

　現状でいきなり感覚同調を遮断してしまっては障害が残る可能性が在る。

　かといって放置しておけば各種感覚情報に混入する雑音信号で省吾の脳が破壊される可能性も在る。とりあえず刺激の少ない感覚情報で省吾の脳の負担を減らしてから、遮断すれば脳に与える負担も最小限で済むだろう。

「情報入力――負荷最小値」

　とセネカ。

　だが――省吾の悲鳴は続いている。

「感覚同調を順次強制解除！　全機構強制終了！」

　メリニの命令と同時に機械音が響き渡る。

　別室の奇蹟師達が装置の結合を物理的に解いているのだろう。

　しかし……

「強制終了過程第四段にて問題発生！」

「迂う回かい情報路設定！　人格防御術式第八段落から第十二段落まで緊急展開します！」

　本来の手順を無視して、省吾を仮想〈イコノクラスト〉から遮断している為に、上う手まく働かない術式が在るのだ。まさか単なる訓練――それも仮想的な〈イコノクラスト〉との接続でここまで深刻な問題が発生するとは姫巫女の誰だれもが考えてもいなかった。

　だが――

　急に省吾の絶叫が止やんだ。

「…………？」

　メリニが青ざめた顔で隣室を振り返る。

「ショウゴ様――意識喪失。感覚同調強制遮断工程――終了」

　ハーチェッタが告げる。

「全機構――沈黙」

「ショウゴ様！」

　叫んでメリニは部屋を飛び出した。



　　　

『英雄』という概念の意味を香芝省吾は勘違いしていた。

　彼は幼い頃ころから取り立てて特別な部分も無かった。

　他人に疎まれる程に愚鈍でもなく。他人に忌まれる程に悪あく辣らつでもなく。他人に怖おそれられる程に鋭敏でもなく。他人に敬われる程にも利発でもなく。

『その他大勢』の一語で括くくられてしまう様な平凡な人間。

　そしてその事を彼は自覚していた。

　幸運にも彼は自分の平凡さを憎む様な事も無く、至極真っ当な少年として――多少オタクの気はあるが――十七年を過ごしてきた。その事に不満は無い。むしろ順風満帆に生きてこれた事は幸せな事であるのだと省吾は認識している。

　しかし……だからこそ生じる憧どう憬けいというものも在る。

『英雄』『勇者』『英傑』『偉人』『天才』『鬼才』『超人』

　そういった――平凡とは対極に在る概念。

『その他大勢』の一語とはつまりこの概念の為に存在する。中心的な――主人公的な存在。まるで物語の様な人生を送り、周囲の全ての環境が、人間が、偶然さえもが必然的にその人物の人生を彩るために奉仕する。唯一にして無二。絶対的な特別性。そういった波は瀾らん万丈の『選ばれた』人間に対する憧憬というものは常に省吾の中に在った。

　だが……

　省吾は気付いていなかった。

『英雄』という概念の――『特別である』という事の意味に。

　それは一種の孤立と断絶であるという事に。

　特別な扱いを受けるという権利は、同時に特別な扱いに耐えるという義務をも表裏一体のものとして生じる。英雄たる者は常人の為なし得ない事をする者だが――それは即ち常人ならば感じる必要すら無い負荷に耐えるという事でもある。

　まして……

　特別たる者は特別たる働きを期待される。

　周囲から寄せられる過剰な期待に対して否を唱える事は許されない。『出来ない』ではない。不可抗力は英雄には適用されない。運の善よし悪あしも言い訳にはならない。それは平凡な常人の為の欺ぎ瞞まんであって――凡人達を超越した処ところに立つ者として認識される英雄にとって、それは何ら影響を及ぼさない筈はずのものだった。

　死して後に英雄に祭り上げられる者は幸いだ。

　その者はそれ以上の偉業を求められる事は無い。

　だが――

（…………）

　光も音も無い虚無の空間に彼は在った。

　いや――あるいは光も音も彼の周りには溢あふれているのかもしれない。しかし彼には何も感じる事が出来ない。感じる事が出来なければそれは彼にとって存在しないに等しい。

　何も見えず。何も聞こえず。

　ただぼんやりとした意識だけが手掛かりの無い世界に漂っている。

　暴力的な程に何も無い虚うつろな世界の真ん中で――朦もう朧ろうとした意識がゆっくりと自己を認識して足あ掻がき始める。

（……ああ。前にもこんな事が在った……）

　不愉快ではない。

　だが――ただただひたすらに怖い。

　虚無の中で自我が拡散していく様な――自分という器が壊れて中身が際限なくこぼれて虚無に混じっていく様な、無限に薄れていく様な違和感が省吾を捉とらえる。

（俺おれは――……そう。ショウゴ）

　自身の意識に問い掛けると答えはすぐに返ってきた。

　香芝省吾。

（カシバショウゴ。香芝省吾。そう。前にもあった。前にもこんな事があったんだ。俺は――前にも）

　前――とは一体いつの事か。

　香芝省吾。

　自分自身を再確認する。

　ゲーム好きなごく普通の高校二年生。その筈はずだった。だがあの日――そう、ついついオンラインゲームに熱中してしまい、夜が明けるまで遊んでしまったあの朝。いつもの様に近所に住む小生意気な従姉妹いとこが乱入してきて、いつもの様に徹夜は止やめろだとか早く学校に行く準備をしろだとか喚わめき散らしていたあの朝。

　どうしようもなく平凡な、それまでの日々と変わらず、恐らくはそれからも変わらず、延々と続く日常の中の一部に過ぎなかったあの日。

　省吾の日常は終わった。

　いきなり白い光に襲われ、記憶の奔流の中を一瞬とも永遠とも言える様な間に彷徨さまよい、次に気付いた時には今まで見た事もない不思議な場所で、知らない人々に囲まれ、聞いた事のない言葉の歓声の中にいた。

　そこで出会った、美しい五人の姫ひめ巫み女こ達。

　彼女達や此こ処この人々は彼の事を救世主として慕い崇あがめた。

　元々、英雄譚たんに憧あこがれを抱いていた彼にとって、それは本来喜ぶべき状況である筈だった。そこには滅亡の危機に面した世界が在り、倒すべき『敵』が居て、護まもらなければならない人々が居た。しかもその状況を打開する為の術すべ――勇者に与えられる為の武器すら既に用意されていた。まるで冗談の様に完かん璧ぺきにお膳ぜん立だての整えられた世界だった。

（ああ……俺はイコノクラストに乗って……）

　イコノクラスト。

　鋼鉄の擬神機。

　あの救世主の武器にして邪神の呪のろいに対抗する為の最終兵器を駆って省吾は戦った。

　何な故ぜに――？　と問われれば省吾は『護まもる為に』と答えるだろう。

　知り合った姫ひめ巫み女こやその他大勢の人々を逃れ様の無い災厄――邪神の呪のろいの具現体たる〈代行者パニツシヤー〉から護る為に。残酷で容赦無い死から可能な限りに多くの人を護る為に。

　だが……

　本当にそれだけか？　と問われれば省吾は言葉に詰まっただろう。

　高揚感が在った。

『英雄』として崇あがめ奉られる事に喜びが在った。

『英雄』として力を行使する事そのものに喜びを感じていた。

　長い間それは彼が憧あこがれていたものだったから。

　それは確かに彼の戦いの中で大きな理由を占めていた――あるいは純粋に人々を護りたいと思う気持ちと同じ位に。

　そして省吾は勝った。

〈代行者〉を倒した。過去五百年間何人たりとも倒す事の、否、抗あらがう事さえ出来なかったその絶対者を駆逐した。その結果として人々は狂喜して彼を讃たたえ、慕い、敬い、崇めた。

　気持ちよかった。嬉うれしかった。

　自分がこんなにも多くの人々を喜ばせる存在なのだと知って興奮した。

　だが。

　省吾は微み塵じんも理解していなかった。

　英雄である事の――重さを。

　それを省吾は二度目の〈代行者〉の襲撃で思い知る事になる。

（……イコノクラストに乗って……乗ってそれから……？）

　思考が未まだ曖あい昧まいで記憶がはっきりとしない。

（……俺おれは……？）

　何い時つの間にか省吾は虚うつろな空間の中を独り、歩き出していた。

　どこが上でどこが下かもはっきりしない。右も左も解わからない。それでも歩かずにはいられなかった。『歩かなければならない』という強迫観念だけがあった――いやそれは『逃げなければならない』という焦燥感であったのかもしれない。

　自分の後ろに迫るものから。

　そう――自分の後ろには確かにそれらはある。

　自分が香芝省吾だと認識したその時から、それらの存在を背中に痛い程感じている。

　それらが何なのか――咄とつ嗟さには思い出せなかった。それは思い出せないのか、本当は思い出したくないだけなのか、彼自身にも判断は出来ない。ただ――本能的にそれらから眼を背けずにはおれない。逃げ出さずにはおれない。その衝動だけが耐え難い程に湧わき上がってきて彼の身体を突き動かす。

　そのまま振り向かずに歩き続けてしまう事が出来れば――痛切に彼はそう思った。

　しかし彼にはそれが出来なかった。

　重い。あまりに重い。無視する事が出来ない程に。

　罪悪感という名の塊かたまりが彼の背にのしかかってくる。

　彼は耐えきれずにそこで脚を止め――振り返った。

　振り返ってしまった。

（駄目だ……見るな!!）

　心の中で省吾は己に命じる。

　彼は気付いていた。まただ。これはあの――毎晩の様に見ていた夢だ。悪夢だ。それがどれだけ残酷な内容であるのか省吾は嫌という程に思い知らされている。

　だが夢の中の彼はまるで芝居の台本をなぞるかの様に同じ行動を繰り返す。

　だからこその悪夢。

　それは省吾の心の中に巣食っているものだ。逃げられる筈はずは無く逆らえる訳も無い。

　省吾が見たものは――数え切れない程にたくさんの浅黒い塊の群れ。

（うっ…………）

　急に息苦しさに襲われて彼は胸を押さえた。

　ぐちゃぐちゃに潰つぶれた黒い塊。

　元の形など最も早はやどれだけ想像力を駆使しても想い描く事が出来ない程、完膚無きまでに破壊されきった無数の物体。それがかつて何と呼ばれていたのかを省吾は知っていた。知りたくも無かったが知ってしまっていた。

　それらは人間。

　一部が――あるいは全てが想像を絶する重量に押し潰されて、血も肉も骨もぐちゃぐちゃに混ざり合って何だか解わからないものになってしまった、なりはててしまった、人間。

　自分と同じ、寝て、起きて、笑って、怒って、泣いて、生きていた、人間。

　人間…………だったモノ。

　男だったのか女だったのか。子供だったのか老人だったのか。最早判別などつかない。渇いた血で黒く変色したその血と肉と骨の塊はもうそれ以外の意味など無いただの物体としてそこに在った。

　誰だれがそうした？

　言うまでもなく――

「…………」

　きろりと屑くず肉にくの群れの中から、奇跡的に潰れていなかった眼球が動いて省吾を見た。

　それをきっかけとして……もぞりもぞりとあちらこちらで潰れ残った眼球が動いて何百何千という視線を省吾に向けて放ってきた。

「どうして…………」

　声は何ど処こから出ているのだろう。

「どうして我々を助けてくれなかった……？」

　潰れかけた掌てのひらの指が唇の形を作ってそう言った。

「何な故ぜ、護まもってくれなかったの……？」

　子供のものらしい上半分が潰つぶれた顔が、顎あごをかたかたと揺らしながらそう言った。

「信じていたのに……」

　肉の塊かたまりの裂け目がぱくぱくと動いてそう言った。

「痛かったよ……」

「苦しかったよ……」

「辛つらかったよ……」

　何い時つの間にか眼球はこの虚うつろな空間を埋め尽くさんばかりに増殖していた。

　それら全てが省吾を凝視している。

　屑くず肉にくの、腐肉の、屍し肉にくの大地の真ん中に省吾は立ち尽くす。

　逃げ場はない。何ど処こにもない。

　上下左右ありとあらゆる角度から――公開処刑の執行を待つ死刑囚の様に、あるいは決して勝てない相手に挑まされる哀れな剣闘奴隷の様に――視線を浴びせかけられながら、省吾はただただ震えていた。

　瞳ひとみの群れには絶望が在った。

　真しん摯しで敬けい虔けんな期待を無惨に裏切られた者の、根深い絶望の眼まな差ざしが省吾の周りで渦を巻いていた。それが彼を捕らえて離さない。何処にも逃がさぬとばかりに彼を締め付けてくる。

（う……あ……あああ……）

　逃げる事は出来ない。

　弁解さえ無意味だ。

（……護る積もりだったんだ……護る積もりだったんだ！　本当だ、本当なんだよ！）

　声にならない。声が出ない。

　解わかっているからだ。

　そんなものが何の言い訳にもならないという事を。

「だからどうだっていうの？」

　ゆらりと屍しかばねの野に立つ人影が一つ。

　見覚えが在る。

『代行者パニツシヤー』の毒に冒され奇怪な踊りを繰り返しながら死んでいった少女だ。

「それがどうしたっていうの？　現に私達は死んだもの」

（でも俺おれは――頑張ったよ！　出来る限りの事は――）

「だからどうだっていうの？」

　更に立ち上がる人影が一つ。

　これにも見覚えが在る。

　あの『御披露目』の際に省吾に石を投げてきた女性だ。

（俺は、最後まで頑張ったよ！　諦あきらめなかったよ！　俺は、自分に出来る事は――）

『だからそれがどうだっていうの？』

　足下に広がる無数の屍しかばねが言った。

（ああ………）

「現に私達は死んだわ」

「苦しんで」

「のたうち回って」

「あるいは一瞬で」

「未来の全てを絶ちきられて」

「死んだわ」

「死んだのよ」

「結果として」

「殺されたのよ」

「貴方に」

（違うっ!!　俺おれは――）

　どうしようもなかった。力が及ばなかった。だってしょうがないじゃないか。俺にだって出来る事と出来ない事があるだろう。俺はただの――

「貴方は英雄なんでしょう？」

　少女が言った。

「凡人などではないのでしょう？　貴方はそれを受け入れたでしょう？　貴方はそれを選択したのでしょう？　ならば、『仕方無かった』なんて、『頑張ったけど駄目だった』なんて、まるで言い訳にならない。ええ。全く何の意味も無い泣き言でしかない」

「そう。貴方は英雄なのだから。普通の人が出来ない事を出来て当たり前だから。だからちやほやされるのだから。それ故にこそ特別なのだから」

「貴方には責任が在る。貴方の不作為が私達を殺した。貴方の無力が私達を殺した。貴方が私達を殺した。殺したのよ。どうしてくれるの。人殺し。どう責任を取るの？」

「ただ殺しただけじゃない」

　女性が言った。

「出来もしないのに無意味に希望を煽あおった。ただでさえ深い絶望の淵ふちに、わざわざ高い処ところに登らせてから突き落とした。最悪よ。最低よ。許し難い大罪人よ」

（違うっ！　俺が、俺が煽ったんじゃない！　俺はただ――）

「拒まなかったんでしょう？」

　少女が嘲ちよう笑しようしながら言った。

「否定しなかったでしょう？」

（それが罪か？　そんな事が――）

「罪よ。決まってるじゃない」

　情け容赦無い断罪の言葉。

（あ……ああ……あああああああああ……）

　英雄。特別な存在。

　その権利の裏に潜む――理不尽な程の責任。

　死んだ後に英雄として祭り上げられる者は幸いだ。

　その者はもう何もする必要が無い。

　だが生きて英雄に仕立て上げられてしまった者は――出来ようと出来まいと英雄たる偉業を果たす事を要求される。要求され続ける。出来ないなどと言えない。言う事は許されない。だってその者は英雄なのだから。人間ではないのだから。突然変異的に生まれた上位種なのだから。だから出来ない事も出来て当然なのだから。だからこそ凡人は彼を敬うのだから。

　死ぬまで英雄たる事を強制される。

　それは何という……地獄か。

（……ああああ……ああ……あああああああ…………）

　省吾は身を押し潰つぶす様な絶望感に声の無い悲鳴を上げる。

　そんな彼の元へ、無数とも言える眼球の波が、かつては自分の身体であった肉の原野を引きずりながら殺到してくる。

　眼球の群れが彼を見つめて問うた。

「どうして踏み潰つぶしたの……？」



    

  
    
      



    

  
    
      　ぐしゃりと。ぷちりと。

　まるで虫か何かを踏み潰つぶすかの様に。

　その生々しい感触が蘇よみがえる――

（ああ…………ああああああ…………）

　もう許してくれ。

　許してください。勘弁してください。

　俺おれには無理です。俺は嫌です。俺は――もう駄目です。

　省吾は声無き声で慟どう哭こくする。

　だが無数の眼球は怨おん念ねんに塗まみれた視線を彼に注ぐだけだ。

　逃げ場はどこにも無かった。

　省吾は必死になって足あ掻がき、足掻き、足掻き、足掻き――やがて彼の意識は悪夢の領域からまろび出る様にして現実へと戻ってきた。



　　　

　何ど処こかで誰だれかが言い争っている。

　いや――言い争っているというよりも一方的に片方が片方を責めているかの様な雰囲気が在った。言葉そのものは曖あい昧まいに溶けて聞き取れないのだが……交わされる声の調子からそれと解わかる。

「……ショウクン……イッタイナニヲ…………セキニン……」

「……カリンサマ…………オチツイテ…………ショウゴサマノ……」

　自分の名が呼ばれている様な気がする。

　それを手繰る様にしてゆっくりと意識が覚かく醒せい状態へと浮かび上がっていく。

　瞼まぶたを開くと先まず目に入ってきたのは――灰色の平面。

　それが天井だと気付くのに省吾は数秒を要した。未まだ靄もやがかかったかの様に頭の中がすっきりとしない。とりあえず視線を動かして辺りを見回すと、そこは灰色を基調にした部屋の中だと解った。壁も床も天井も全体的に愛想の無いのっぺりした灰色の――恐らくはコンクリートの類たぐいで固められた内装である。

　省吾が横たえられているのはその真ん中に置かれたベッドの上だ。

　独特の――明らかに普通の部屋にはこもり様の無い臭気が漂っている。恐らくは何らかの薬品の臭においだろう。

　そして……

「……う……」

　省吾の唇から声が漏れる。

　言い争う声がその瞬間にぴたりと止やんだ。

　代わりに――

「省兄！」

　そう呼びながら、髪の短い女の子が自分を見つめている。

　知っている少女だ。そう、自分の幼馴な染じみの従姉妹いとこ……。

「かりん……？」

「省兄――省君！　大丈夫!?　私が解わかる？」

　花梨がベッドの上に身を乗り出してそう尋ねてくる。

　少し潤んだ眼の彼女を見上げながら……省吾は現状を何とか把握しようと回転の落ちた頭で思考する。

（ここは……どこだ？　俺おれはどうしたんだ……？）

　記憶が曖あい昧まいで自分に何があったのか思い出せない。

　混濁する過去の向こうに無理に踏み込もうとすると、頭とう蓋がいに刃物を差し込まれるかの様な鋭い痛みが走った。

「ショウゴ様。お目覚めになられたのですね」

　花梨のすぐ後ろにペルテアの姿が見える。その隣には部屋と同様に灰色の服装で身を固めた少々年配の男性が立っている。

「………………」

　男はペルテアに何かを言った。声は聞こえたが何を言っているのかは理解出来ない。省吾の知らない言語だ。だが男には見覚えがあった。彼には何度か診察された記憶がある。省吾の健康状態を調べていた医者だ。

「………………」

　ペルテアもまた、意味の解らない言葉で返事する。すると――男は省吾に向かって深々と頭を下げ、そのまま退室していった。

「ショウゴ様。ショウゴ様には少々疲れが見えるものの、お身体に関しましては調べた限り特に異常はないそうです。少しお休みになられれば大丈夫かと」

　ペルテアがそう説明する。恐らく先の医者が下した診断結果を日本語に翻訳してくれているのだろう。

「俺はいったい……」

「ショウゴ様は〈イコノクラスト〉の模擬訓練中に意識を失われたんですよ」

「もぎくんれん……？」

　今一つ頭がはっきりしない。言われた言葉が何を指すのかすぐには思いつけない。

「省君が物もの凄すごい悲鳴を上げて……それから痙けい攣れんしながら装置から引きずり出されて！　見てるだけでもう――」

　心配しているのか怒っているのか――判然としない口調で花梨が言う。恐らくはその両方なのだろう。自分でもどうして良いのか解らないに違いない。

　珍しい事ではあった。此こ処こまで感情的な花梨というのも久し振りに見る。

「担ぎ込まれた……？　意識を失った……？」

　ようやく状況が飲み込めてきた。

「そうだ、俺おれ、訓練中に……」

　断片的ながら記憶が蘇よみがえってくる。

　訓練装置――シミュレーター。

　本物の〈イコノクラスト〉に乗っているかの様な臨場感。

　肌に当たる空気。大地を踏みしめる感触――

　そこまで思い出した瞬間、背中におぞましい感覚が走った。

　踏みしめる感触……。

「……うっ……くあっ……」

　吐き気がこみ上げてくる。

　両手で顔を覆って嘔おう吐と感に耐える省吾。

「省君!?」

「ショウゴ様……!?」

　花梨とペルテアが慌てて声を掛けてくる。

　省吾は気力で何とか吐き気を腹ふく腔こうに押し戻し――それでも呼吸は乱れていたが――『大丈夫』という風に片手を掲げて見せた。

　それでも不安げに花梨とペルテアが省吾を見つめているが……

「……大丈夫」

　念を押す様に省吾は言った。

「何なの？　省君――一体省君どうしちゃったのよ？」

「些さ細さいな事でも……お身体に違和感が在るのならば仰おつしやってください」

　困惑気味に言ってくる少女達に、しかし省吾は曖あい昧まいに首を振った。

　悪夢の内容はメリニにしか教えていない。正直――メリニに教えたのも少し後悔している。だからペルテアや花梨は省吾が悪夢に悩まされている事は知っていても……その具体的な内容は知らないのだ。

　あの感覚は〈イコノクラスト〉に乗った者にしか解わからないだろう。

　巨大な鋼鉄の身体を操る全能感。それに一度は何も考えずに酔ったからこそ――酔ってしまったからこそ省吾は今それがひどく怖い。

　圧倒的であるという事はそれだけで脅威なのだ。悪意の在る無しは関係が無い。巨大過ぎる力は確かに不可能を可能とするが、その代償として大量の無駄を出す。ショベルカーのショベルと子供のスコップ。一度に大量の砂を運ぶ事が出来るのは確かに前者だが――当然の如ごとくそれは大量の砂を辺りにこぼす事にもなるし、他ほかに影響を与えず小さな場所から器用に砂を移動させる事は出来ない。もしその砂場に子供が作った砂の城が在ったとしても……ショベルカーのショベルは大き過ぎて小回りが利かず、ただ砂を運ぶという作業を行うだけで、その砂の城ごと砂場に築かれた全てを破壊してしまうだろう。

　それが砂ならいい。

　だがそれが――人間の命なら。

　そのこぼれ落ちていく感触の一つ一つを自分の五感に直接刻み付けられたら。

　あんな悪夢を実際に経験した事の無い他人が本当に理解出来るとは思えない。

　理解もしていない者にその場凌しのぎの慰めを言われても気は晴れない。むしろ隔絶感や孤独感が募るだけだ。だからこそ省吾はあの悪夢の内容を積極的に話そうとはしていなかった。

　故に――

「ああ……大丈夫」

　そう答えるしかない。

　省吾は細心の注意を払い、その記憶を思い出さない様にしていた。治せぬ傷なら存在そのものを忘れてしまうしかないのだ。それ以外に自分の正気を保つ方法が見つからない。

「なら……良いのですが」

　そう言いつつもペルテアは僅わずかに困惑の表情を浮かべている。

　彼女としては救世主たる省吾の健康に気を配る義務が在るし、省吾の健康状態に差し障りが在れば〈レネゲイド〉の今後の活動も大幅に変更を余儀なくされる。気にするのは当然の事ではあるだろう。

「……メリニは？」

　ふと気付いて尋ねる省吾。

『私がお側そばに居おります』

　そう言った彼女は今……何ど処こに居るのだろうか。

「メリニは……五氏族会議に今回の事故の報告を。姫ひめ巫み女こ筆頭ですから……」

「…………」

「他ほかの姫巫女達は訓練装置の点検と再調整を行っております」

　とペルテア。

　ペルテアの属するインペラス家は五氏族の中で唯一武道を重んじる一族で、直接戦闘の技術に最も長たけている。しかしその一方で奇き蹟せき術に関しては他の五氏族から一歩下がった位置にあった。

　ペルテアも奇蹟術は使える様だが――あくまで技術の一つとして使えるというだけで詳しい訳ではないらしかった。

　仮想訓練装置には多くの高度な奇蹟術が組み込まれている筈はずだ。その調整となればより奇蹟術に詳しい者でないと役に立つまい。今回、省吾の付き添いにペルテアがあたったのもそういう事情があっての事なのだろう。

「とりあえず明日の訓練は全て中止致します。先まずはゆっくり静養なさってください」

　言って慰める様にペルテアが微笑ほほえむ。

「もう先程の様な事故が起きぬ様、私達も全力を尽くします。訓練装置を含めた訓練の再開は三日後を予定しています」

『再開』。

　ペルテアの何気ない――至極当然とでも言うかの様な口調が省吾の感情を瞬間的に沸騰させた。

「再開？　またあそこに入れっていうのか!?」

　省吾は発作的に大声を上げていた。

「――ショウゴ様!?」

「またあんなものに乗れってのか!?　あんな――あんなものに!?」

「ショウゴ様……!?」

　彼の突然の激げつ昂こうぶりにペルテアもさすがに驚きの表情を浮かべる。

「嫌だ……嫌だ、訓練装置も、〈イコノクラスト〉も！　嫌だ、俺おれは、もう嫌だ、勘弁してくれ、俺を元の世界に帰してくれえっ!!」

　頭を抱えてヒステリックに叫ぶ省吾。

　もう駄目だった。自分でよく解わかる。

〈イコノクラスト〉にはもう乗れない。乗ったらどうしても思い出してしまう。人間を踏み潰つぶす感覚を。命を潰す感触を。巨大であるが故の圧倒的な暴力を。ただそこに存在するだけで何かを殺しかねない自分を。

　まるで怪獣だ……と恐慌する意識の片隅で省吾は思った。

　テレビ番組の中で描かれる巨大怪獣は人間一人一人なんか見ても居ないだろう。大きさが違い過ぎる。人間が普段――歩いていて蟻ありなどを意識していない様に。ビルを壊す意志は在っても怪獣は人間などさして意識していないに違いない。ただ結果として怪獣が歩けば建物が壊れ、人々が生き埋めになり、あるいは押し潰され、死んでいく。ただ歩くだけで。そこに存在するだけで。

　強大である事はそれだけで――罪に成り得る。

「省君！」

　花梨が喚わめき散らす省吾の肩を掴つかんでくる。

　だが――

「うるさいっ！　離せっ！」

　しかし省吾はそんな花梨の手を乱暴に撥はね除のけ、耳を塞ふさぐ。

「俺に――俺に触るな、触るなあっ!!　死ぬ！　殺す！　殺してしまう！　死んでしまう！　ああっ――ああああああっ!!　俺は、俺は――」

「ショウゴ様――ショウゴ様!!」

　ペルテアが省吾をベッドに押さえ付けようとするが、省吾は悲鳴とも罵ば声せいともつかない声を上げながら両手両足を振り回して悶もん絶ぜつする。体術ではいくら優れていようと、ペルテアも基本的には小柄な少女――体重で優まさる省吾を傷付ける事無くベッドに押さえ込むには体重が足りない。

「嫌だ……もう、もう勘弁してくれ――俺はっ！　俺はもうっ……！」

　あそこに戻ると嫌でもあの感覚を思い出す。あの感覚には耐えられない。思い出すたびに潰つぶされた人達の恨みや苦しみが聞こえてくる。聞こえてくる筈はずなど無いものが聞こえてくる。耳を塞ふさいでも遮さえぎる事は出来ない。それは省吾の内から響いてくるのだから。

　踏み潰されて死んでいくなんてどんなに苦しく痛いだろうか。

　想像がつかない。つかないから――恐怖に際限が無い。

　まして彼等は信じていた。

　省吾の事をあんなにも畏い敬けいしていた。

　省吾が自分達を助けてくれると信じて――そして省吾に踏み潰された。彼等を殺したのは自分だ。〈イコノクラスト〉に乗っていたというのに、期待に応えられず、それどころか恐ろしく残酷な死を与えたのは省吾自身だ。無責任に希望を与えておいて――最悪の形で彼等を絶望させた。

　もう思い出したくない。

　少し考えるだけでも気が狂いそうだ。あの感覚を思い出させる場所に――〈イコノクラスト〉の御者室に行くのは到底耐えられそうも無い。

「～～～～!?」

　騒ぎを聞きつけたのだろう。

　先程部屋から出て行った医者が慌てた様子で戻ってきた。

　ペルテアと省吾には解わからない言葉で二言三言、言葉を交わすと慌てた様子で何やら灰色の長衣の懐をあさる。やがて医者は取り出して蓋ふたを外した小瓶を、同じく取り出した布に当ててから――その布を省吾の口と鼻を覆う様にして押し付けてきた。

　恐らくはクロロホルムの様な麻酔剤なのだろう。

　省吾の意識は急速に輪郭を緩めて闇やみの中に拡散していく。

（…………俺おれは――）

　閉じていく視界の中で――花梨が泣き出しそうな表情を浮かべていた。



　　　

　医務室から出たペルテアは――壁に背中を預けて小さく溜ため息いきをついた。

　まずい。

　省吾はかなり危険な処ところに追い込まれている。

（未まだ痛いとか死ぬのが怖いとかならマシだけど――）

　単純な苦痛や死への恐怖は比較的簡単に克服出来る。

　例えば痛みや苦しみは意志力で抑え込む事も出来る。あるいは単純に――限界は在るにしても――もっと痛い目に、苦しい目に遭わせるぞと脅せば大抵の人間は渋々ながらもそれに耐える事が出来る。泣き叫びながらでも次第にそれに人は慣れる。人間の身体と精神はその様に出来ているのだ。

　恐怖とてそれは同じ事である。

　そもそも恐怖とは大抵が痛みや苦しみの延長に在る感情だ。ならばより大きな恐怖を示してやるだけで人間は小さな恐怖に耐える事を覚える。より大きく強い感情で恐怖を抑制する事もやはり可能だ。

　それをペルテアは実体験として知っている。

　彼女がインペラス家の子女として武術の訓練を始めたのは五歳の時だ。未まだ親の庇ひ護ご下に在るのが当然の幼女に課されたのは、先まず最初に『苦痛を御する事』だった。

　どの程度の痛みが自分の行動をどれ位、抑制するのか。どこまでの苦しみならば耐えきって動く事が出来るのか。そもそも苦痛とはどういうものか。どういう原理で人間はそれを覚えどういう原理でそれに耐えるのか。

　それを覚える為に過酷な訓練がペルテアには強制されたのだ。

　これはペルテアだけではない。インペラス家に属する少年少女全員に課された訓練であった。奇き蹟せき術では他の四家に大きく後れを取るインペラス家は剣舞師の家系である事、武術に秀でるという事を矜きよう持じとしている。

　故にこそ特殊な例を除いて――例えば生まれつき病弱な場合など――インペラス家は幼い子供等に例外なく先ず体力作りと苦痛に対する耐久訓練を強いる。

　ペルテアの場合は他の少年少女に較くらべると、更に姫ひめ巫み女こや奇蹟師としての教育も同時に施されるという過酷なものだった。大の大人でも音を上げる様な猛訓練である。何度も泣き喚わめいたのをペルテアは覚えている。どうしてインペラス本家の令嬢たる自分がこんな辛つらい目に遭わねばならないのかと嗚お咽えつしながら母や父に迫ったのも一度や二度ではない。

　だがやがてペルテアは苦痛そのものを御する術すべを覚える様になる。

　身体がそういう風に出来上がるのだ。幼い内から訓練を始めるのはその方が順応が早いからだという事をペルテアは後に知った。

　何にせよ……ペルテアは苦痛は制御出来るものだと考えている。

　死への恐怖も同様にして抑え込む事が出来る。

　だが。

「ショウゴ様は……」

　彼は単に自分に加えられる直接的な苦痛から泣き喚いているのではない。

　彼が怯おびえを示しているのは肉体的な――あるいは精神の皮相的な領域に属する痛みに対してではない。価値観や人生観――ひいては彼の人格に類する部分を否定される類たぐいの恐怖だ。具体的には彼の生きてきた世界、彼が自分の人格を形成してきた世界の価値観――それに相反する状況に置かれる恐怖だ。

　省吾は優しい。

　ペルテアの眼から見れば愚昧とさえ思える位に、彼は他人の感情や感覚を気にする。

　彼は他人が死ぬ事に心を痛める。自分が他人を殺す事に罪悪感を覚える。それが自分の意志によるものであるかどうかさえ彼には関係無い。他人の苦痛や死に触れると彼はそれをまるで自分の事の様に感じて煩はん悶もんする。

　彼の様な人間は、自分と何ら関係無い他人が酷ひどい目に遭う事をも、自分のそれと同様に怖おそれる。怖れる事が出来る。

　恐らく――前に彼にも言った覚えが在るが、省吾の生まれ育った世界はとても平和な処ところなのだろう。少なくとも彼の周りは理不尽な死や苦痛に溢あふれていない場所だったのだろう。

　彼の優しさは一種の余裕の産物であり――ただ生きる事に努力を要する様な環境では育ち様の無いものだ。

　だが逆に言えばそれはもう、その世界で育った省吾にとって血肉に等しいものだろう。

　人を殺す事を忌む気持ち、人の死に関わる事を怯おびえる気持ちは彼という人格を構成する重大な要素であり彼の思考の根幹を成す価値観だ。瞬間的な恐怖と異なりこれを抑制する事は非常に難しい。

　ペルテアとは全く逆だ。

　彼女は殺人の経験が在る。

　武術の訓練で彼女は一度他人を――それも憎くもなく嫌いでもない相手を殺している。　他人の未来を奪う事。

　場合によっては自分が奪われていたかもしれない事。

　初めて人を殺した日――その事を考えると恐ろしくて恐ろしくてどうしようもなかった。

　ペルテアがその事を克服出来たのは、それを肯定する価値観や使命感が在ったからだ。

　インペラス家の者として武を修めるのは当然の事であったし、その過程で命を奪い、奪われる事への覚悟と、それを肯定する価値観を彼女は教え込まれていた。それは正しいとか正しくないとかの問題では無く、此この世に在る現象であり、時に必要とされる事象であるのだと彼女は父に教わった。

　はっきり言ってしまえばペルテアには縋すがり付くものが在ったのだ。

　だが今の省吾にはそれが無い。

　むしろ省吾の縋り付くべき価値観は省吾の行為と状況を是認しない。罪の意識を生み出す事は在っても、省吾に赦ゆるしと大義名分を与えてはくれない。

　ただ痛い苦しいと泣き喚わめくだけならペルテアはむしろ安心して省吾を鍛え直していたかもしれない。省吾には恨まれるかもしれないが、殴るなり何なりして彼を英雄に相応ふさわしい存在に仕立て上げる事も不可能ではないし、そういう役割を期待して省吾の元に彼女は配されているのも事実だ。

　しかし……

　彼の弱さではなく優しさを否定する鍛え方は出来ない。

　可能ではあるが――それは。

（それだけは嫌）

　それは省吾という既にある程度完成した人格を一度壊すという事だ。

　その結果として省吾が使い物になるとしても……それは省吾という名を持った別の誰だれかに過ぎない。少なくともペルテアにとってあの愚昧な程の優しさを棄すてた省吾はもう省吾ではない。

　他人を人とも思わない様な連中を数多く見てきただけにペルテアにとって、いちいち英雄扱いされる度に照れたり慌てたり焦ったりする彼はとても新鮮であったし――こんな言い方をすれば省吾本人は嫌がるかもしれないが――可愛らしくも見えた。

　だから――

「ああ…………参ったな」

　ペルテアは溜ため息いきをついた。

「これじゃメリニを笑えないわよ」

　自分に少女らしい異性を恋する心が残っていたのはある意味驚きだった。

　とはいえ……

　このままではどちらにしてもまずい。

　省吾が救世主として――〈イコノクラスト〉の操縦用部品として使えないという事であれば、彼女の父を含む〈レネゲイド〉の上層部は別の手を打たざるを得ない。省吾の破棄か、あるいは――

「…………」

　医務室を振り返ってペルテアは顔をしかめた。



　　　

　次に眼が覚めた時――省吾は既に屋敷の自分の部屋に身柄を移されていた。

「…………」

　ベッドの上で身を起こす。

　全身を気け怠だるさが蝕むしばんでいる。これが麻酔の後遺症なのかそれとも訓練装置の影響が未まだ尾を引いているのかは解わからない。

　もう何も考えたくはなかった。

　子供の様に泣き喚わめいた事の恥ずかしさと、それでもやはり消えない〈イコノクラスト〉への恐怖と、そして人々を踏み殺した事への罪悪感と――省吾の中で様々な感情が鬩せめぎ合っている。意識して頭の中を空っぽにし、考えが及ばない様に注意していないと、また気が狂いそうになる。

　英雄。勇者。救世主。

　尋常ならざる力をふるって世界を変える者。

　だが――

「くっ…………」

　省吾は――壁か何かに頭を打ち付けたくなる衝動に耐えた。

　――ものが考えられなくなればきっと楽だろうに。

　そんな事さえ思う。省吾は殆ほとんど酒を飲んだ事は無かったが――無論、彼とて元々は今時の高校生、味くらいは知っている――泥酔する程に酒を飲む人間の気持ちが解わかった様な気がした。酒でも薬でも何でも良いから、この考えても詮せん無い事を考え続ける自分の頭をどうにかしてほしかった。

　――ふと。

　扉を叩たたく音がする。

「…………」

　省吾は無言で毛布を頭から被かぶって身を丸める。

　誰だれとも会いたくない。頭を使いたくない。このまま寝てしまって二度と眼が覚めなければきっと楽だろう――などと考えてしまう。

　更に扉を叩く音がする。

　省吾が無視を続けていると――ゆっくりと、少し躊躇ためらいがちに扉が開いた。

「――省君？」

　花梨の声がそっと省吾の背に触れた。

　省吾は応えない。花梨であっても誰であっても同じだ。黙ったまま毛布の中でただ眼を瞑つむって瞼まぶたの裏の闇やみだけを見つめていた。他ほかに何もしたくなかった。

　花梨の足音が次第に近付いてくる。

　それはベッドのすぐ側そばで止まった。

「省君。やっぱり一つだけ言っておこうと思って……」

　花梨がそう話しかけてくるが、やはり省吾は何も返事をしない。

　しばらく花梨は省吾からの反応を待っていた様だが……短く溜ため息いきをついてから彼女は少し諦あきらめたかの様な口調で言葉を続けた。

「そのままでいいから聞いて」

　花梨の声には思い詰めた様な響きさえ在ったが、今の省吾にそれを感じ取るだけの余裕は無かった。ただ思考の回転を止めて従姉妹いとこの声を聞き流すだけだ。

「…………省君。訓練を拒否したら駄目」

「…………」

　何も考えない。思考しない。意識しない。植物の様に。石ころの様に。

　そう自分に言い聞かせていても――やはり花梨の言葉は省吾に衝撃を与えていた。

　どうして花梨がそんな事を言う!?

　メリニ達ならばまだ解る。彼女等姫ひめ巫み女こは省吾を〈イコノクラスト〉に乗せて戦わせなければならない理由が在り立場が在る。だが――この異世界で花梨は、花梨だけはその様な周辺の事情など関係無く省吾の事を考えてくれていたのではなかったか。

　その花梨が……どうしてこんなにも省吾が怖おそれ忌み嫌っているあの巨大擬神機に乗る事を勧めるのか。どうして省吾の気持ちを優先してくれないのか。どうして――

　省吾の鼓動が早まる。

　裏切られた様な絶望感が彼の意識を閉塞させていく。

　それを知ってか知らずにか――花梨はむしろ抑えた口調で続けていた。

「さっきみたいに訓練を拒否するのは危険なのよ。訓練を拒否したという事は〈レネゲイド〉からすれば、〈イコノクラスト〉に乗る事を拒否したとも取られかねないもの」

　取られかねないも何も――省吾はもう〈イコノクラスト〉になど乗りたくない。

　あんな恐ろしい機械にはもう金輪際……

「ひどい言い方だけど、彼等が欲しいのは省君じゃなくて、〈イコノクラスト〉に乗って戦う英雄なんだから。もし省君が英雄である事を拒んでしまったら、今後彼等がどんな事をしてくるか解わからない」

「………………」

　何も考えずに聞き流す。思考を止めて聞き流している筈はずなのに……何か言い様の無い黒く濁ったものが身体の中に溜たまっていく。

「彼等は彼等が言う程追い詰められてもいないけど、決して余裕がある訳ではないと思うのよ。目的の為ならどんな手段だって平気で使うと思う。此こ処こは私達が生きていた世界とは――あの平和な日本とは違うのよ。法律や社会道徳なんて所しよ詮せん、余裕の産物よ」

　それがどうしたというのか。

「解る？　省君の身にも危害が及ぶ可能性がとても高くなるの。だから、今は我慢して彼等の言う事に従っておくのが一番安全なの。省君の辛つらい気持ちはよく解っているけど――」

　花梨の最後の一言が省吾の中の何かを決定的に壊した。

「俺おれの――」

　毛布を撥はね除のけて飛び起きながら省吾は喚わめいた。

「俺の気持ちが解る!?　解るだって？　適当な事言ってんじゃねえっ!!」

　恐怖と不安と怒りと……負の感情がいくつも混ざり合い混濁した瞳ひとみが花梨を睨にらむ。

「しょ……省君……」

　突如爆発した省吾の感情に戸惑う花梨。

　だがそんな彼女の様子すらも省吾を苛いら立だたせる材料にしかならなかった。

　今の省吾にとって花梨は、自分は汚れず、高い処ところから綺き麗れい事ごとを吐くだけの卑ひ怯きよう者ものに過ぎなかった。頭の片隅では、そう考えてしまう自分をおかしいと思いつつも――どす黒く濁った思考は止まる事無く、花梨を糾弾する言葉ばかりが滑り出てくる。

「お前、人間を踏み殺した事が在るのかよ!?　あんな無茶苦茶な力を背負わされた事があるか!?　そのせいで人間を、虫みたいに、踏み潰つぶした事が在るか!?」

「…………省君」

　喘あえぐ様に花梨は言葉を漏らすが――それ以上は続かない。

　だが省吾は容赦無くまるで敵に対するかの様に非難の言葉を畳み掛けた。

「あの人達はな、俺に助けて貰もらえると、護まもって貰えると、そう思って――なのに俺は、俺が、あの人達を踏み潰つぶしたんだよ！　あの感触が、まるで小さい卵か何かを、幾つも幾つも踏み潰すあの感触が、足の裏に残って取れないんだよ！　その辛つらさがお前に解わかるか？　解る訳ねえだろ！　知った風な口聞いてんじゃねえよ!!」

　せっかく忘れようとしていたのに。

　忘れ去ろうと必死で抑え込んできたのに。

　どうしてそれを無神経にこじ開ける様な事をするのか。

　一度決壊してしまった感情の奔流が止とどまる事なく流れ出てくる。恐ろしい記憶の塊かたまりが身体の中でどんどん膨れ上がっていく。それが省吾を半ば錯乱させる。恐慌に陥った彼は目の前で項うな垂だれる従姉妹いとこを罵ば倒とうする事でそれを忘れようとしていた。

「人間だぞ!?　俺おれや、お前と同じ様に生きてきた……同じ人間なんだよ！　それを、俺は、蟻ありでも踏み潰すみたいに――止まれなかったんだよ。でか過ぎて、すぐには止まれなかったんだよ！　何とかして止まろうとして、防ごうとして、手を伸ばしたら、建物を崩してしまって、そこでも人が死んで――死ぬのが解って。悲鳴が聞こえてきて、肉が潰れて骨が砕ける音まで聞こえてきてっ……！」

「でもそれは……省君の責任じゃないでしょ……!?」

「敵に押されたから仕方が無いとでも言うのか？　敵のせいで踏み殺してしまいました。ごめんなさいとでも言えば許して貰もらえるとでも言うのか!?　言ったら死んだ人が生き返るのか？　死んだ人の家族が『それなら仕方無いね』って言ってくれるのかよ!?」

「…………」

　花梨は言葉を失い、押し黙る。

　彼女も解っている筈はずだ。

『仕方が無い』なんて言えない。

　省吾は『英雄』だからだ。

　自らの存在を以もつて希望を煽あおり立てた者なのだから。

　それが〈レネゲイド〉のお膳ぜん立だてであったかどうかは人々にとっては関係が無い。省吾は人々の希望と崇敬を集めた。その責任は彼等の期待に応える事でしか果たす事が出来ない。彼等を護まもりきる事でしか省吾は――許されなかった筈なのだ。

　なのに。

　省吾は望んだ事ではないとはいえ、彼等を殺した。

　仕方が無かったでは済まされない。

　方法が在ったか無かったかも関係が無い。そんな常識的で一般的な言い訳は何の意味も無い。常識や人としての限界や……そんなものを余裕で超越して見せるからこその英雄であって、英雄に普通の人間の様な釈明は許されない。

　花梨もその事は解っている筈だ。

　なのに気休めを言って誤ご魔ま化かそうとするのは――それが自分の問題では無いからだ。

「いつも俺の事を全部見透かしている様な顔している癖に……お前は何も解ってないんだよ！　何一つ解わかってねえ！　解った様な顔して、悦に入ってるだけだろが！」

　花梨は――ただ黙って省吾の罵ば倒とうに耐えている。

「実際にあの感覚を味わった事の無い……、いや〈イコノクラスト〉に乗った事すら無いお前に、お前なんかにあれが解ってたまるか！」

　やはり花梨は何ら反論を口にしない。

　ただ――

「…………」

　ぎょっとして省吾は口をつぐむ。

　花梨は――唇を噛かんで涙ぐんでいた。

　静かに従姉妹いとこの頬ほおをこぼれ落ちる雫しずくを見て省吾は絶句するしかない。省吾はここ何年も泣いた花梨など見た事が無かった。たとえ身内であろうと、人前で泣くのを『恥』と思う様な気丈さが、この歳とし下したの従姉妹には備わっている事を……省吾はよく知っていた。

「……ごめん」

　花梨が呟つぶやく様に言う。

（いや……）

　省吾は頭の片隅で思う。

　謝るのは自分だろう。悪いのは自分だ。自分でどうする事も出来なかった不安を彼女へ喚わめき散らす事で忘れようとしてしまった。子供じみた八つ当たりで彼女を傷付けてしまったのは自分だ。

　解っている。心の何ど処こかでは理解している。

　だが……荒れ狂う感情の余韻が彼を混乱させる。言葉がどうしても出てこない。謝らなければならないのは自分だと解っているのに――つまらない意地の様なものが彼に口をつぐませる。

「ごめん……私は確かに省兄の気持ちとか、想像するしか出来ないけど。でも……」

　花梨は言葉を続ける。

「……今〈イコノクラスト〉から降りる事は……とても危険なのよ。それだけは覚えておいて……」

　花梨はそう告げると――この場から逃げるかの様に身を翻し部屋から出て行った。

「――あ」

　意味の無い声を漏らす省吾の視線の先で、何かを断ち切る様に扉が音を立てて閉まる。

　省吾は――言葉も無くただ呆ぼう然ぜんと閉じられた扉を見つめていた。



　　　

　花梨は省吾の部屋を飛び出して――隣の自分の部屋へと駆け込んだ。

　誰だれにも会いたくなかった。特にこの屋敷の姫ひめ巫み女こ達に泣いている顔を見られたくはなかった。親にすらここ数年は泣き顔など見せた事は無い。それはある種の『敗北』だと花梨は考えていたからだ。誰に対してではなく――自分に対する。

（なんで――なんで……）

　どうして泣いてしまったのか。

　部屋の中に飛び込んで――閉めた扉に背中を預けながらその場に座り込んでしまう。

　花梨はただただ自分自身の苛いら立だちが抑えきれず嗚お咽えつした。

　省吾は確かに八つ当たりを彼女にした。

　それは決して褒められた事ではない。だが――つい先日まで普通の高校生として暮らしてきた彼にとって今の状況は錯乱しても当然のものであろう。平和な日本で生まれ育った平凡な十七歳の少年に『英雄』という肩書きはあまりに重く、そこに付随する事実はあまりに過酷だ。自分の一挙手一投足が、数十、数百、数千、あるいは――数万の人間の運命を左右し、時にはその命を奪う。『万人は平等』『生存の権利』そんな道徳教育を受けてきた人間にとってそんな立場に立たされる事が、どれだけ精神を圧迫するか――想像に難くない。

（マネージャー役だなんて言った癖に……）

　省吾の監督役を買って出たのは花梨自身だ。

　良くも悪くも省吾は性格に子供っぽい所を多分に残している。そういう省吾に苛立たせられる事も多かったが――それ故にこそ、同じ世代の少年少女に較くらべて微笑ほほえましい程の純粋さや素直さを残している省吾が花梨は好きであったし、だからこそ花梨は憎まれ役を買って出ていたのだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　ならば自分は理解しておくべきだった。

　理解出来ないなら出来ないなりに彼を受け入れるべきだった。

　姉が弟を、母が息子を、忍耐強く諭す様に、論を尽くし、感情的にならず、冷静に彼に最良の選択が出来る様に支えるべきだったのだ。

　泣いて彼の前から逃げ出すなど……最低だ。

　これでは省吾の服の裾すそを掴つかんで彼の後ろを歩いていた頃ころの、泣き虫の花梨と何も変わっていないではないか。

　それがどうしようもなく悔しい。

（私がしっかりしないといけないのに……）

　今の省吾は正常な判断が出来ない状態だ。

　いつもの省吾なら花梨に対して怒鳴り散らすなどという事はまず有り得ない。人を殺したという恐怖と罪悪感、そして英雄たる事の重圧に押し潰つぶされそうになっていて――誰だれかに当たり散らす事でそれを紛らわせようとしている。

　そして――〈レネゲイド〉は決して省吾達の味方ではない。

　今冷静に省吾の側そばで彼等の偽善を暴き、最低限確保すべき取引条件を提示して見せる事が出来るのは自分だけだ。メリニ達姫ひめ巫み女こも、どれだけ省吾に対して献身的に見えようと結局は〈レネゲイド〉の一員に過ぎない。いや――それどころか、〈レネゲイド〉が省吾を都合良く扱う為の、餌えさや首輪である可能性が高い。

　もし彼等が……省吾が最も早はや使い物にならないと判断したらどうなるか。

　今この孤立無援に等しい世界で、彼を護まもってやれるのは花梨だけだ。自分がしっかりしていなければならないのだ。たとえ彼に一時的に嫌われても――彼の事は花梨が護らねばならない。

　幼い頃に引っ込み思案だった花梨は、省吾が護ってくれねば、何も出来ない少女だった。

　今の自分が在るのは省吾のお陰だと花梨は思っている。省吾にしてみれば大好きな『英雄ごっこ』の際に、身近に居て適当な『お姫様役』だっただけかもしれないが――それでも花梨は両親以外の他人を信じる事を覚えたのは、飽きもせずに彼女を護る騎士役を演じていた省吾の――『お兄ちゃん』の存在が大きいと思う。

　だから……

「だから私が――」

　今は自分が彼を護らなければならない。

　花梨は深呼吸してから――手の甲で涙を拭ぬぐう。

「――よしっ」

　花梨は両手で自分の頬ほおを叩たたいて気合いを入れる。

　もう少し落ち着いたらもう一度省吾の部屋を訪れよう――と花梨は思った。いくら〈レネゲイド〉でも今日明日にいきなり省吾を見限りはしないだろう。そう簡単に次の英雄が用意出来るのなら最初からもっと多くの候補者を呼び込み、省吾よりも『英雄』向きの人物を選んでいた筈はずだ。

　花梨は立ち上がって部屋の隅の卓に歩み寄る。泣きはらした目元を誤ご魔ま化かす為にハンカチか何かを濡ぬらして冷やそうと思ったのだ。

「…………」

　花梨もいつもの精神状態ではなかったのだろう――自分の背後でそっと扉が開いた事に彼女は気付かなかった。無論、閉まっていなかった扉が自重で勝手に開いたりした訳では無い。数秒前まで彼女がもたれかかっていたのだから。

　花梨が侵入者に気付いたのは床の立てる軋きしみが耳に入った時だった。

「――っ!?」

　振り返ろうとした花梨を――何者かが後ろから羽交い締めにする。

　花梨は咄とつ嗟さに自分を羽交い締めにする手の一方を取り、逆関節で締め上げた。

　くぐもった苦鳴が漏れる。

　花梨はこう見えても合気道の初段位を持っているし、柔術も少しかじっている。合気道や柔術に見られる各種関節系の技は見た目は地味だが、コツを掴つかめば小娘のか弱い力でも大の男を制圧する事が充分に可能だ。

「誰だれっ!?」

　叫びながら侵入者の手を引っ張り――

「――っ!!」

　花梨の全身に衝撃が走る。

　殴られたのではない。

　もっと別の体内に直接伝わる様な――例えば感電した時の様な。

（スタンガン？　いや――この世界ならむしろ……）

　半ば麻ま痺ひした脳裏を断片的な思考が走る。

　思わずその場に膝ひざをついた花梨を再び伸びてきた手が押さえ付け、同時に別の腕が伸びてきて花梨の口元に布を押し当てる。恐らく省吾が錯乱した際に使われたものと同じ――クロロホルムに相当する麻酔剤だろう。刺激臭が鼻び腔くうから這はい上がり――花梨の意識の輪郭を溶解させる。

（……しまった……省君を無理矢理……操るなら……当然私から……）

　思考がまとまらない。

　闇やみの中に意識が落ち込んでいく。

　朦もう朧ろうと彷徨さまよう視線が奇妙な影を捉とらえた。

　異形の骸がい骨こつを先端に付けた杖つえ。それを携える小柄な人影。

　紅あかい――鮮やかで危険な位に紅い瞳ひとみ。

（……省君……省兄……!!）

　気力の全てを振り絞って叫ぶが――それが現実の声となって迸ほとばしる事は無く、そのまま花梨の意識は完全に途絶えた。



    

  
    
      
第二章　英雄孤立





『聖せい廟びよう』。

　この秘密結社〈レネゲイド〉の最重要拠点を一言で言い表せばそれは『縦穴』である。

　地面に対して垂直に穿うがたれた巨大な筒状の穴。

　言うまでも無く『聖廟』は他ほかにも飛行船用の発着施設や他の付属設備がこの穴を中心として設けられており、最終的に上から見れば――実際にはその殆ほとんどが地下に在り、地上付近の施設も偽装されていて肉眼ではその全容を把握する事は出来ないが――巨大な花の様な形状を備えている。

　本来、『聖廟』とは巨大擬神機〈イコノクラスト〉の開発及び整備、格納施設であり――その他の部分は本体を運営するのに必要だからと後付けされたものに過ぎない。

　だが〈イコノクラスト〉を中心とする〈レネゲイド〉の『代行者パニツシヤー』抹殺計画が現実味を帯びるにつれて〈レネゲイド〉はその本拠地としての機能をこの『聖廟』内部に置く事になった。それは即ち――〈イコノクラスト〉とその内部に搭載された五つの『聖遺物』無くして〈レネゲイド〉五百年の悲願が果たされる事など有り得ないという現実を誰だれもが理解しているという事だった。〈レネゲイド〉にとって〈イコノクラスト〉は先まず何よりも守るべきものであり――ならばその格納庫を本拠として最も手厚く守護するのは当然の事と言える。結果として〈レネゲイド〉を統べる五氏族、即ちコードラン、マブロ、ルースポリテ、オトルチ、インペラスの五家の長達によって結成される〈レネゲイド〉最高意志決定機関・五氏族会議もまたこの『聖廟』にて行われる事が殆どとなった。

「――報告によれば」

『聖廟』の要たる縦穴の側壁。

　そこに隣接し『聖廟』全体を見下ろす場所に五氏族族長専用議事室は設けられていた。

　広い部屋の真ん中に置かれた円卓に着いている五名。

　それが即ち〈レネゲイド〉の最高権力者達である。

「ショウゴ・カシバが〈イコノクラスト〉への搭乗を拒否した様だが？」

　神経質な細面の男が言う。

　パルマス・ルースポリテ――ルースポリテ家の長である。

「これは由々しき事態だと――」

「正確に言えば、模擬訓練装置への搭乗拒否だ」

　口を挟んだのは頑固そうな顔立ちをした長い髪の男である。

　こちらがタイロイド・マブロ。言うまでもなくマブロ家の当主だ。

「同じ事だろう」

　タイロイドの言葉にパルマスは苛いら立だたしげに応じた。

「何にしてもこのまま第四代救世主が使い物にならなくなれば、マブロ家に対する責任追及も免れ得まい。その覚悟は出来ているのかね？」

「……我々の責任？」

　眉み間けんに縦たて皺じわを刻んでタイロイドがパルマスを睨にらみ据える。

「〈イコノクラスト〉に使用されている制御術式は五氏族の共同開発だが――感覚同調や御者の脳に直接絡む部分の術式は主にマブロ家の担当だった筈はずだが？　訓練装置にも同じものが使われている筈だったな？」

「その通りだ」

　とタイロイド。

「今回の一件を招いたのはその奇き蹟せき術式に欠陥が在ったのではないか――という意見が在るのだがね？　何でもショウゴ・カシバは訓練装置に同調している最中に発作的な錯乱状態に陥ったと報告には出ているが――持病でもない限りその原因はマブロ家の術式に在ったと考えるのが妥当だろう」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

　タイロイドは薄笑いを浮かべて言った。

「術式は何度も調査済みだ。訓練装置には他ほかの者も乗って実際に稼働させてみたが、何ら問題は出ていない」

「だが――」

「まして」

　覆い被かぶせる様にタイロイドは語調を強めて言った。

「感覚情報を介する御者への洗脳を警戒して、五度にわたる術式分析を申し出てきたのはルースポリテ家であろうに？　コードラン家もオトルチ家も一度は術式の分析をしている。もし欠陥が在ったとしてもそれは調査して発見出来なかった側にも問題が在ると言えるのではないか？」

「責任転嫁も甚はなはだしい」

　指先で苛いら立だたしげに円卓を叩たたきながらパルマスは言った。

「そもそも訓練装置の調査というのもマブロ家のみが独自に行ったものであろう。その結果をどれだけ信用出来るかは疑問だ。身内の失敗を隠いん蔽ぺいしたのではないかね？」

「ならばルースポリテ家でも調査されるがよろしかろう？」

（……愚かな連中だ）

　パルマスとタイロイドのやり取りを聞きながらそう胸の内で呟つぶやいたのはバルド・コードランであった。この様な瑣さ末まつ事で脚の引っ張り合いをしても仕方が無い。小競り合いの累積が結果的に大きく相手を引き離す場合も無いではないが――集団同士の争いとして見た場合にその長たるものが熱中する様な作業ではない。長は長としてもっと遠い所を見つめて泰然と構える義務が在る。

　その意味で……やはりパルマスとタイロイドは小物の域を出ていない。血統その他ではなく純粋に個人の人格として見た場合、彼等は指導者の器ではないと言える。

　むしろ――

「両人とも少し落ち着かれよ。先の事故に関しては救世主の資質の問題であると報告されている筈はずだ。今此こ処こで推測混じりに責任問題を追及しても詮せん無い事だ」

　低い声が響く。

　普段――自らは殆ほとんど発言しない寡か黙もくな男であるからこそ、一いつ旦たん口を開けばその発言には重みが加わる。パルマスとタイロイドは一瞬口論を止やめてその人物を振り返った。

　ゼブロン・インペラス。

　容姿も言動もただ一言『岩』と言えばこの男に関してはほぼ語り尽くせる。決して巨漢という訳ではないが、その無骨さが静かな存在感を生み出すのだ。

　五氏族の中で最も武術を重んじるインペラス家の長だけあり、単純な個人の戦闘能力としてはこの場の誰だれも太刀打ち出来ないものを秘めているが――そんなものは権謀術数の渦巻く場においては何の役にも立たない。むしろその武人気質が邪魔をして打つべき手を躊躇ためらってしまう――そんな不器用とも言える人物だ。

　この為に〈レネゲイド〉内部の権力争いからは一人後れをとっており……どうしても他ほかの四人からは格下に見られる傾向が在る。

　ただし――バルドは脅威に感じてこそいないがこのゼブロンを甘く見てはいない。

　口先の達者な者よりも、こういう謹厳実直、不言実行の典型とも言うべき無骨な将に兵は忠誠を捧ささげる事が多い。勢力としては少数派だがゼブロン配下の者達はその結束力において他の氏族の配下を上回る可能性が高いとバルドは見ていた。怖おそれる程ではないが侮って良い相手ではない。

　そして――

「インペラス卿きようの仰おつしやる通りです。今は責任問題よりも〈イコノクラスト〉の御者をどう扱うかを論じるべきかと」

　ネロ・オトルチが言い添える。

　少女と見間違える程、繊細で整った顔立ちの、病的にまで白い肌をした若い男。それがネロ・オトルチだ。二十という年齢から一回り以上年かさのパルマスやタイロイドらは陰で『オトルチの小僧』と呼んで見くびっているようだが――バルドが最も警戒しているのはこの青年だった。

　必要な手段を必要な時に躊躇いも無く打てる人物だ。およそ禁忌という概念を持ち合わせていない人間は、形なり振ふり構わない争いになった際には恐ろしく強い。

　しかし……



    

  
    
      



    

  
    
      「そんな事は解わかっている」

　自分よりも下だと思っている相手に指摘された事が気に食わなかったのか――パルマスは忌々しげに顔をしかめてそう答えた。タイロイドも同じ様な表情を浮かべている。

　議題がようやく本筋に戻ったのを見定めてバルドは口を開いた。

「もう一度問題を整理しよう」

「……異論は無い」

　ゼブロンが言い……パルマスとタイロイドが渋々といった様子で頷うなずく。ネロは静かに微笑ほほえんだままである。

「先まず我等が最初に考えるべきはショウゴ・カシバをこのまま救世主として使い続けるか、それとも別の救世主を用意するか――だが」

「四代目に問題があるならば、このまま使い続ける事は得策ではない。やはり次の救世主を用意するしかない」

　パルマスが答える。

　浅薄な思考だ――とバルドは内心で苦笑する。結論が先ず先に在り――それを正当化する為だけの論調である。それそのものはむしろ交渉術の一種であるが、あっさり見透かされてしまう薄っぺらさが問題だ。

　報告書を見る限り、姫ひめ巫み女この内、ルースポリテ家のセネカは今の所、ショウゴ・カシバの懐柔において最も遅れを取っている。もっと具体的に言えば救世主の寵ちよう愛あいを得るという競争において最も遅れている。それが気に入らないのだろう。

　以前、身内から裏切り者を出してしまった事も在り……パルマスは今度こそ確実に救世主を鎖に繋つなぎ、ルースポリテ家の手駒として使いたいと考えているのだろう。だからこそ思う様に事が進まない今『やり直し』を希望しているのである。

　自分が不利になったからといって遊戯ゲームを辞めて家に帰りたがる子供と同じだ。

　不利な状況だと言うのならそれを逆手に取る方策を考えるなり、立ち位置を変えてみるなり、方法は幾らでもある。単に今のやり方では上う手まくいかないという事なのだから、他ほかの方法を使えば良いのだ。問題は多々ある可能性の中からいかに危険リスクが少なく有効性のある選択肢を作り出せるかという事である。

「しかし――」

　タイロイドが反論する。

「しかし召喚には膨大な手間と危険がついてまわる。五人目の召喚は極力最終手段として他の方法を考えるべきだ。召喚用に『聖遺物』周りの奇き蹟せき機関を調整するとなると、どんなに急いでもまた四日はかかる。再び〈イコノクラスト〉に組み込むのにまた四日。総計八日間――〈イコノクラスト〉が稼働出来ない事になる。だがもう反抗勢力の存在が明らかになった現在、『代行者パニツシヤー』が何い時つ、何ど処こに出現するかの判断において、今までの統計結果や常識は役に立たないと思った方が良い」

「……確かに」

　とバルドは頷く。

「既に『代行者』が〈イコノクラスト〉の存在を意識して戦術を変えてきているのは、ラヴィゾンの街の一件からも明白だ。今この瞬間にも『代行者』が動き出す可能性も在る」

　かつて『代行者』は一体ずつ、それも半年から二年程度の期間をおいて活動していた。

　だがラヴィゾンの街では二体一度に活動し――しかもそれは先の戦いから一ヶ月も経っておらず、またわざわざ同じラヴィゾンの街にやって来ている。これまでの『代行者パニツシヤー』に関する常識からすれば先まず有り得ない事だ。

「しかし」

　パルマスはそれでも自説にこだわる。

「だからこそ――今ショウゴ・カシバが使えない事が問題なのではないのか。再召喚はただ八日間の危険リスクを何とか切り抜ければ良いだけだが、このまま今の救世主を使い続けるならば何い時つまで〈イコノクラスト〉が動けないのか、未まだ予想がつかない」

「……一つ確認したいのですが」

　ネロが口を挟んだ。

　彼の事を格下と見ている筈はずのパルマスとタイロイドが顔をしかめながらも若いオトルチ家の長を振り返る。

　警戒される程に大きくもなく。無視出来る程に小さくもなく。

　ゼブロンの立場とよく似ているものの――ゼブロンの場合は恐らく自然に出来上がったものだが、ネロは意識して造り上げたものだ。

　己の虚栄心や矜きよう持じですら平然と無視して自分そのものを演出してのける。

　この徹底振りがネロの最も恐ろしい所だが――他ほかの者達は気付いてもいないだろう。

「インペラス卿きよう。四代目救世主が〈イコノクラスト〉に搭乗不可能という肉体的原因がある訳ではなく、ただ彼が搭乗を拒否しただけ、という事でいいのですね？」

「ペルテアからの報告ではそうなっている。医師の報告とも合致する」

　ネロの問いにゼブロンは言った。

「拒否した『だけ』とはどういう意味か。そこが一番問題なのだろう」

　パルマスが嘲あざけり笑う様な口調で言う。

　だがネロは平然と微笑を維持しながら言った。

「これはつまり技術的な問題では無く単に救世主殿の心理的な問題でしょう。何であれ彼が〈イコノクラスト〉への搭乗を拒めない状況に追い込んでやれば良い」

「なるほど。人質か……」

　ネロの言わんとしている事を察してバルドが頷うなずいた。

「馬ば鹿かな。前にも言ったが救世主には自らの意志で協力させねばならん。〈イコノクラスト〉を操る者に敵対心を持たせてはいかん」

　パルマスの言葉に今度ばかりはタイロイドも頷いて同意を示す。

〈イコノクラスト〉は〈レネゲイド〉が持つ最強にして最大の戦力だ。これが敵に回ればどうなるかは馬鹿にでも解わかる。元々が微妙な兵器なので、姫ひめ巫み女こ達の遠隔操作による奇き蹟せき術微調整やその他の支援作業が無ければそう長時間稼働はしていられないだろうが――〈イコノクラスト〉が前後の状況も考えずその力を解放すれば『聖せい廟びよう』ですら瞬またたく間に壊滅させてしまうだろう。

「確かに彼女を人質にとれば彼は我々に敵意を抱くでしょう。しかし彼女がこちら側にある以上は、彼は何も手出し出来ません。これまでの救世主殿の観察結果を見てもそれは確かです」

「…………」

　黙って聞いてはいるが、ゼブロンはあからさまに不快感を示していた。

　代々インペラス家の当主は生真面目で実直な性格の持ち主が多く、ゼブロンもその例外ではない。人質だの恐喝だのといったいわゆる『姑こ息そく』で『卑劣』な手段に嫌悪感を彼が覚えているのは当然と言えた。

　しかし――

「それに彼女を救世主の使用期限を延ばすものとして考えた場合も、そろそろこちらで保管しておく必要があるかと」

　ネロが平然とした態度でさらりと発言した――まるで些さ細さいな事を付け足すかの様に。

「……ネロ・オトルチ」

　低く唸うなる様な声が言う。

　ただ座っているだけの男から発せられる怒気に、パルマスとタイロイドが顔色を強こわ張ばらせる。肩書きも権力も関係の無い――純粋な生物としての力を背にした威嚇。今更ながらに二人は自分達が猛獣とでも素手で殺し合える男と同席しているのだという事を思い出したらしかった。今この場でゼブロンがその気になれば、隣室の護衛達が雪崩なだれれ込んでくる前に最低でも二人は殺せるだろう。

　ゼブロンは真まっ直すぐオトルチ家の若い当主を睨にらみ据えていた。

「未まだその様な事を考えているのか……！」

　しかしネロはまるで気にした様子も見せず――苦笑を浮かべて肩を竦すくめてみせる。

「何もそう使おうと言っている訳ではありません。ただ今後、それを使わざるを得なくなってしまった時に、時間が経ち過ぎていて使い物にならなくなっていたら元も子もないので一種の保険として提案したまでです。使うかどうかは別としてね」

「…………」

　ゼブロンは無言。

（……インペラス卿きようにも困ったものだ）

　バルドは内心で苦笑する。

　実の所……カリン・テシガワラを使う使わないは別として、既にバルドの判断でショウゴ・カシバやカリン・テシガワラの食事には『使用期限』を伸ばす為の食材が使用されている。

　当初、救世主として召喚されながら幾つかの要因で使い物にならなくなった第一代救世主――彼は第三代救世主と同様に逃亡したという事になっているが、実際には自殺した後、遺体をコードラン家が管理していた。当初は単なる研究材料としての保管であったのだが、この様な使い方が可能だと解わかったのは、第二代救世主の頃ころである。

　人間の肉体は新陳代謝する。

　故に――異世界の物質で構成され、それ故に〈存在子イグジス〉を体内に持たない救世主であっても、こちら側で――ソロンで生活する限りはいずれ〈存在子〉を持った物質に肉体が置き換わっていく。そうなれば救世主もただの人、〈イコノクラスト〉に乗せても『代行者パニツシヤー』と接近戦をする事は出来なくなる。

　これを止めるにはどうすれば良いか。

　少し考えれば誰だれにでも解わかる事ではあった。

『召喚』の奇き蹟せき術はあくまで意志を持った人間とその人間が直接に触れている物質のみである。水や食材を召喚してくる訳にはいかない。となれば呼び込んだ人間がこちら側の物質に『汚染』されきってしまう前に『代行者』全てを倒さねばならない。

　また……例えば肉体の半分以上がソロンの物質と置き換わった場合、『救世主』が『代行者』からどの様な影響を受けるのかも実ははっきりとは解っていない。完全に入れ替わってしまうまで平気なのか。それとも身体の一部が崩壊するのか。あるいは単に体調を崩すのか。

　何にせよ……ショウゴ・カシバの使用期限はそう長くない。しかし改めて召喚儀式を行って新しい救世主を招くのは前述の様に危険性が高い。これを延ばす為にはどうしても食事に『向こう側』の物質を混ぜておかねばならないのだ。

　その事はゼブロンとて理解はしているだろう。

　しかし……

「私の意見は以上です」

　ネロが言って一礼する。

「さて……」

　バルドは頷うなずくと一度五氏族全員の顔を見渡した。

「現段階では、ネロ・オトルチの意見が最も有効だと思われる。他ほかに案のある者は？」

　パルマスもタイロイドも、そしてゼブロンでさえも無言。

「よろしい。本提案を可決する。では計画の細部を議論しよう」

「それについて一つご報告しておく事が」

　再度ネロが発言した。

「既に我が一族の者がカリン・テシガワラの身柄を保護しております」

「――なんだと!?」

　パルマスが平手で円卓の天板を叩たたく。

「卿きようは我々五氏族会議の承諾を得ず勝手にその様な行動に出たのか！」

　額に青筋を浮かべて怒鳴るパルマスに――しかしネロはやはりいつもと変わらぬ微笑で応じた。

「まだ『確保』しただけに過ぎません。もし私の提案がこの会議で可決されれば計画の実行は極力早い方がいい。彼女の『使用期限』も刻一刻と近付いてくる訳ですから」

「同じ事だ！　〈イコノクラスト２〉の件といい、今回の件といい、卿は独断専行がすぎる!!」

　パルマスが喚わめく。タイロイドも表情を強こわ張ばらせてネロを睨にらみ据えている。

　だが――

「パルマス・ルースポリテ。少し落ち着きたまえ」

「しかし……！」

「長たる者が激げつ昂こうする事で何か得るものがあるというのならば止めはしないが」

　バルドの冷淡な口調にパルマスは息を呑のみ――そして沈黙する。

　ルースポリテ家の長はまだ何か言い足りないといった表情で口元を僅わずかに動かしたが、声にはならず……そのまま大人しく引き下がった。

「ネロ・オトルチの行動は〈レネゲイド〉に利をもたらすものであって害を成すものとは考えられない。人質として使うにしろ他の利用方法に供するにせよ、彼女の身柄の確保は早ければ早い程、良いのは明白だ。ネロ・オトルチの独断専行は決して褒められた事ではないが――他に具体的な状況打開策が無い以上は、とりあえずその行為の是非について処断するのは先送りにして良いかと思うが。異論の在る者は？」

　パルマスは憎らしげにネロを見ていたが何も異論は出さなかった。タイロイドとゼブロンも無言である。

「よろしい。今回のネロ・オトルチの行動に関しては何も問わない」

「ありがとう御座います」

　ネロが軽く頭を下げた。

「それで、カリン・テシガワラの身柄についてですが、既に我らオトルチの人間が保護しておりますし、わざわざ他ほかの五氏族の方の手を煩わせる程の事でも無いと思いますので、そのままオトルチ家で預かる、という事でよろしいですか？」

「それは――」

　タイロイドが顔をしかめて言う。

「さすがに横暴だと思うが？」

「無論――ルースポリテ卿きようが私の独断専行を懸念されるのももっともな事ですし、彼女の『保管』に関しては完かん璧ぺきを期すためにマブロ家に技術的な御協力を頂きたいと感じております。ですので――各氏族から人手をそれぞれお借り出来れば、と」

　謙へりくだった物言いでネロが話す。

　形の上だけでも『五氏族協力の上で』とネロは申し出ているのだ。

　パルマスとタイロイドが互いを窺うかがい見る様に視線を動かす。

「……いいだろう」

　先に言ったのはタイロイドだった。

『技術的協力』で自尊心をくすぐられたのか、あるいはその技術的協力の際に何かを仕込む腹積もりなのか――さすがにそこまではバルドにも解わからないが。

「私も異論はない」

　とパルマスが言う。

　心情的には反対したいのかもしれないが――今此こ処こで無理矢理反対しても互いの疑心暗鬼が高まるだけで益は無いと判断したのだろう。ここで駄々をこねる程にはこの男も馬ば鹿かではなかったらしい。

　最後にゼブロンが静かに頷うなずいて肯定の意を表明する。

　それぞれの反応を確認してからバルドが議会としての決断を下した。

「では――今後ショウゴ・カシバの扱いに関してはネロ・オトルチの案を採択する」

「ありがとう御座います」

　ネロはそう言って微笑を僅わずかに深めて見せた。



　　　

　あまり眠れなかった。

　ベッドの中で何度も何度も寝返りを打っているとその内に朝になった。もっとも省しよう吾ごが朝の到来を知ったのはメリニのノックと『お早う御座います』の声でではあったが。毛布を頭から被かぶって懊おう悩のうしていた省吾は朝の気配の到来にも全く気付いていなかった。

「……花か梨りん」

　昨夜の花梨との事が気になってしまって仕方が無い。彼女が部屋を出て行った後すぐにベッドに潜り込んだが、頭の中で思考が堂々巡りを続けるばかりでむしろ意識は妙に冴さえてしまい――結局一睡も出来なかった。

（くそ、あんな事言ってしまうなんて……）

　今も眠気より花梨への罪悪感が強い。

　別れ際に見せた彼女の泣き顔が頭をよぎる。

　冷静になれば自分がどれだけ情けない事をしていたのかが解わかる。花梨はただ省吾の身の心配をしてくれていただけだ。解っていた筈はずなのだ。このソロンという世界では花梨こそが省吾の唯一にして無二の味方であるのだと。彼女はただ必死に省吾にとっての最善を模索していただけだ。それが――省吾の感情的に受け入れ難いものだったとしても。

　花梨に非は無い。

　自分はそんな彼女に一時の感情で激げつ昂こうし――罵ば声せいを浴びせた。

　半日前の自分が目の前に居たら思いっきりぶん殴っている所だ。

　花梨の言う通り、〈レネゲイド〉にとって自分の存在意義は〈イコノクラスト〉の操縦者であるという事――その一点だけだ。

　しかし〈イコノクラスト〉に乗らなくなってしまえば彼等にとって省吾は特に取り柄もないただの少年に過ぎない。〈イコノクラスト〉の操縦者でなくなってしまえばこの世界での自分の存在意義はなくなってしまう。

　だからと言ってすぐに元の世界に戻れる訳ではない。

〈レネゲイド〉の長達の話では少なくとも一年は戻る事が出来ないと言っていた。

　そもそも利用価値を失ってしまった自分を〈レネゲイド〉が元の世界へ戻してくれるのかも疑わしい。召喚された際に見た儀式の現場を思い出せば――それが大量の人員と物資と施設を必要とするのだという事は想像に難くない。〈レネゲイド〉がそれだけの大仕事を何の見返りも無くしてくれる程に甘い慈善的な組織では無いという事は、省吾にも解っていた。

　いや……帰る帰らない以前に、今後の自分や花梨の食事や住居を〈レネゲイド〉が提供し続けてくる保証も無い。いきなり屋敷を追い出される可能性も在る。

　そうなれば……言葉も解らず地理も情勢も文化も解らない全くの異国に省吾達は孤立無援で放り出される事になるのだ。そうなってはもう野垂れ死ぬしかない。

　花梨はきちんとそこまで考えていたのだろう。

　だからこそ彼女は〈イコノクラスト〉から降りるなと言ったのだ。

　現状――それが自分達の身を護まもるための唯一取り得る手段だったから。

　彼女はきちんと省吾の事を考えてくれていた。

　考えた上でああいう事を省吾に言うのは――彼女としても辛つらかっただろう。

　そんな事を全く察せず、省吾は彼女に罵声を浴びせたのだ。

（素直に、謝ろう……）

　許して貰もらえるかは解らない。呆あきれられても仕方が無い。

　だが……その一方で何ど処こか楽観する様な気持ちも省吾には在った。

　きちんと謝れば彼女は文句を言いつつも許してくれるだろう。昨日今日の付き合いでは無い。彼女の性格はよく解わかっている積もりだった。口は悪いし性格はきついが、誠意を以もつて謝罪する相手を突き放す様な――突き放す事が出来る様な少女ではない。

　未まだ償える。未だ元に戻せる。

　朝食の為に食堂へと向かいながら省吾は思った。

　格好悪くても謝ろう。姫ひめ巫み女こ達が見ていても構わない。花梨が許してくれるまで何度でも頭を下げよう。言葉も重ねよう。それでも駄目だと言うのなら今後の行動を以て許してくれるまで頑張ろう。

　省吾はそう決心していた。

　だが――

「……？」

　いつもの様にメリニに案内され食堂に入った省吾は――違和感を感じた。

　既に見慣れた朝の食堂の風景。

　省吾や姫巫女達しか使わないのに恐ろしい程、広い部屋だ。部屋の真ん中に据えられたテーブルは広く、テーブルそのものもその上に敷かれたテーブルクロスも、椅い子すやその他の調度品も品格のある装飾がなされている。

　初めてここで食事をした時は、今まで見た事も無い様なその高級感に緊張して何を食べたのかすら覚えていない。正直、今でもまだあまりこの雰囲気には慣れない。本来の自分の生活からあまりにもかけ離れ過ぎているのだ。

　だがそれでも毎日食事をしていれば多少は慣れる。

　省吾の感じた違和感は――もっと別のものだった。

　何か空気が違う。

　緊張感の様な……

（……いや。そんな事より）

　省吾は花梨の姿を探す。

　今は食堂の空気なぞを気にしている場合ではない。何よりも先に彼女に謝らねばならない。全てはその後で考えれば良い事だ――彼女と一緒に。

　しかし……食堂の中に花梨の姿は無かった。

「あれ……？　花梨はまだ部屋？」

　近くに居たセネカに尋ねる。この屋敷に移ってきてからは、花梨の世話は彼女が比較的多く行っていた筈はずである。特に花梨の衣服関係は彼女が用意する事が多く――朝には彼女が花梨を起こしがてら着替えを運んでいた筈だ。

　しかし……

「――いえ」

　セネカは首を振って言った。

「カリン様は今この屋敷にはおられません」

　いつもと同じく無表情に――淡々と。

「……いない？　え？　なんで？」

　省吾は意味が解わからず聞き返す。

　屋敷にいないとは一体どういう事か。

　何ど処こかに出掛けたという事だろうか。省吾に黙ってというのは考えにくかったが――昨晩の事を考えれば有り得ない事でもない。

　しかし……見回せば姫ひめ巫み女こ達は五人とも食堂に居た。

　省吾や花梨は一人では何処にも行けない。言葉も通じないし――そもそもこの屋敷を取り囲む樹海から出る為の交通手段を省吾達は持っていない。だからこそ何処に出掛けるにせよ姫巫女達は必ず省吾や花梨の側そばに居た。省吾が誰だれも連れず好き勝手に歩き回れるのはこの屋敷とその周囲だけだ。『聖せい廟びよう』ですら姫巫女を連れていなければ入れない。

　姫巫女達の態度が丁寧なのでそう意識する事は少ないが――これは事実上の軟禁状態である。何にせよ花梨が一人で何処かに出掛けるというのは考えにくい。

「…………」

　セネカは無言。

「いないって……じゃあどこに？　俺おれ、あいつに言わないといけない事があってさ」

「……カリン様は事情により別の屋敷に移られました」

　セネカは一瞬――珍しい事だが――躊躇ためらう様な様子を見せてからそう言った。

「別の屋敷に？　どうして？　事情ってなんだよ？」

　どことなく不自然な様子を感じて自然と口調が荒くなる。

「私も事情は存じ上げておりません。ただ、しばらくこちらへはお戻りにならないとだけ存じ上げております」

「……じゃあ何い時つ出掛けたんだ？」

「今朝早くで御座います」

　省吾は軽い目眩めまいを覚えた。

　何かがおかしい。花梨一人だけが別の屋敷に移った事も解らないし、そもそも長期滞在になるのであれば自分に一言ある筈はずだ。それとも省吾に黙って屋敷を移る程に花梨は昨晩の言動に腹を立てていたのだろうか？

「訳が解らないよ。一体何がどうなってるんだ？」

「事情は存じ上げておりません」

　セネカはただ無表情に繰り返す。

　埒らちがあかない。

　省吾は他ほかの姫巫女達に視線を向けた。

「誰か――何か聞いてないのか!?」

　言い様の無い不安と焦燥が胸の奥に蓄積していくのを感じる。

　ペルテア。アフィニエ。ハーチェッタ。そしてメリニ。

　順番に視線を向けていくものの、姫ひめ巫み女こ達はただ首を振るなり眼を伏せるなりするばかりで……省吾の望む事を教えてくれる者は居ない。

「そんな……」

　一体何がどうなっているのか。

　屋敷を移ったという事は、少なくとも〈レネゲイド〉が関与している筈はずだ。自分も花梨もこの世界において他ほかに頼る当てなどない。なのに姫巫女達は皆知らないと言う。

　詳しくは解わからないが、彼女達は〈レネゲイド〉という組織の中でそれなりの地位にある筈はずだ。その彼女達が知らないとは一体どういう事なのか。

「じゃあ、俺おれを花梨の移った屋敷に連れて行ってくれ！」

　セネカに視線を戻してそう頼む。

　思い悩んでいても仕方が無い。花梨に会って、本人から直接聞けば解る事だ。それに彼女に会ってどうしても昨日の事を謝っておきたい。

　だがセネカはまたしても首を横に振るだけだった。

「申し訳ありません。それは出来ません」

「出来ないって、どういう事だよ!?」

　省吾はセネカの肩を掴つかんで怒鳴った。

「申し訳ありません」

　それでも彼女は静かにそう答えるだけだ。

「どういう事なんだよ……？」

　セネカを放し他ほかの姫巫女達を振り返るが――やはり彼女等は答えない。

　アフィニエ。ハーチェッタ。ペルテア。

　省吾は最後に縋すがる様な気持ちでメリニを見つめる。

　だが――

「申し訳ありません」

　メリニは眼を伏せてそう言った。

「…………」

　省吾は――膝ひざが萎なえる感覚を味わっていた。

　盤石だと思って立っていた地面が実は、いつ踏み抜いてもおかしくはない薄氷だと気付いた様な……そんな気分だ。

　さすがに察しの鈍い省吾でも気付く。

　恐らく姫巫女達は花梨の居場所を知っている。知っていて会わせる事は出来ないと言っているのだ。どういう考えの下に〈レネゲイド〉がこの様な行動に出たのかは省吾には未まだ解らなかったが……冗談や悪ふざけの類たぐいでは決してなかろう。

　恐らく花梨には当分会う事は出来ない。

〈レネゲイド〉が二人を引き離すと決めたのなら省吾にはそれに抗する手段が無かった。

「くっ……」

　省吾は身が縮む様な孤独感を覚える。

　まるで――方向も何も解わからない砂漠の真ん中に取り残されたかの様な気分だった。何をするべきかも何ど処こへ向かうべきかも解らない。頼りになるものも無い。頼りになる人も居ない。すぐ側そばにメリニ達が居ても――居るからこそ省吾は自分が孤立している事を意識せざるを得なかった。

　省吾は自分がどれだけ花梨に依存していたのか今更ながらに思い知らされた。

　この世界には省吾のよく知っている高校二年生の香か芝しば省吾はいない。いる意味が無い。いるのは英雄として求められ作られたショウゴ・カシバだ。でもそれは本当の自分ではない。本当の自分はただの高校生、香芝省吾だ。

　メリニ達が見ているのはその偶像の方だ。

　今まで省吾が省吾でいられたのは、彼をただのゲーム好きな高校生だと知っている花梨が側にいてくれたからだ。彼女がいたから自分を保つ事が出来た。彼女の存在が在ったからこそ省吾の足下は未まだ安定していたのだ。

　だが今――省吾の側に花梨はいない。

「ショウゴ様、どちらへ？」

　ふらふらと歩き出す省吾にアフィニエが声を掛けてくる。

　省吾は彼女を振り返りもせずにただ――

「……部屋」

　と一言だけ答える。

　これ以上姫ひめ巫み女こ達と顔を合わせてはいられなかった。

「お食事はどうなさいますか？」

「……いらない」

　そう言って省吾は食堂を後にする。

『英雄』ショウゴ・カシバの身を気遣う姫巫女達の誰だれかが更に何事か声を掛けていた様ではあったが――それは香芝省吾という平凡な少年の耳に届く事は無かった。



　　　

　結局――省吾は昼食時も部屋から出てこなかった。

　既に夕刻とも言える時間になっているが、省吾は部屋から一歩も外には出ていない。無論……省吾の部屋には彼の様子を記録する為の伝声管や鏡やレンズを使った覗のぞき穴が幾つか設けられているので、彼が極端な行動――例えば自殺や自傷、あるいは屋敷からの逃亡――に及んでいないのは解っている。彼はベッドの中に潜り込んだまま半日余り動きを見せていない。

「さすがにちょっと……可哀かわい想そうかも」

　省吾の部屋の前に立ちながら溜ため息いき混じりにペルテアが言った。

「……そうね」

　隣でメリニが頷うなずく。

　だが……その声は何ど処こか上の空といった感じだ。

「でもまさかカリン様は人質として〈レネゲイド〉が預かりました――とも言えないし」

「……そうね」

　そう――勅て使し河が原わら花梨は人質として囚とらわれている。

　言うまでもなく省吾が〈イコノクラスト〉に乗る事を拒んだ際に、無理矢理にでも言う事を聞かせる為だが……実を言えば〈レネゲイド〉が彼女を拘束しているのには他ほかにも幾つかの理由が在る。

　そもそもあの頭の回る花梨が省吾の側そばに居る事は、彼を都合良く利用しようとしている〈レネゲイド〉にとっては望ましくない。

　また……省吾は恋愛感情はともかくとしても、精神安定という意味では明らかに姫ひめ巫み女こよりも花梨に依存している。これでは姫巫女の存在理由が半減してしまう。現に省吾は未まだ姫巫女の誰だれにも手を出していない。

　逆に言えば――花梨さえ省吾から引き離せば、彼は孤立感から逃れる為に依存対象を姫巫女の誰かに変更する可能性が出てくるという事だ。

「こんな事言ったら姫巫女失格だけど」

　とペルテアが言う。

「私は正直言ってこういうやり方――好きじゃないんだよね」

「でも効果的ではあるわ」

　メリニは言った。

　見ず知らずの人間の死に怒りを覚え、助けようとし、救えなかったといっていちいち傷ついて悩む彼の事だ――花梨を人質に取られればまず間違いなく〈イコノクラスト〉に乗る。

　本当に扱い易やすい男だ。

　メリニは嘲ちよう笑しようめいた想いで省吾の部屋の扉を見つめる。

　だが同時に――何処か鬱ふさぎ込む様な暗あん澹たんたる気持ちを感じている自分も居るのだ。

　これは一体何処から来た何の感情なのか。

　省吾が落ち込もうと自分を責めようとメリニの知った事ではない。むしろつけ込む隙すきが出来たと喜ぶべきだろうし――他の姫巫女に先駆けて彼の心の隙すき間まに滑り込む為の方法を色々と練っている自分も確かに居る。

　ようやく邪魔な花梨を省吾から引き離す事が出来たのだ。

　彼は彼女に会えない。

　彼女は彼に会えない。

　彼女は彼の側にいない……。

「メリニ？」

「――え？」

　ペルテアに声を掛けられて我に返る。

「どうしたのよ？」

「な――なに？　どうしたって……？」

「…………」

　ペルテアはしばし顔をしかめて友人でもある姫ひめ巫み女この顔を見つめていたが……

「何がおかしいのかなって。ちょっと怖い顔で笑ってるからさ」

「――え？」

　メリニは言われて――掌てのひらを頬ほおに当てる。

「笑っていたって、私が……？」

　自覚は無かった。

　無かったが――

「メリニってさ……前にも言ったけど、たまに解わからなくなる時があるんだよね。私にも」

「…………」

　メリニは返す言葉が見つからず――押し黙る。

「何か自分で自分を誤解してない？」

「……え？」

「私はなんて言うか――メリニみたいに頭良くないからさ。自分でも他人から見ても凄すごく解り易やすいと思うんだけどね」

　と肩を竦すくめるペルテア。

　頭が良くないかどうかはともかく――姫巫女の中では確かにペルテアは解り易いというか、あまり表裏の無い性格をしている。

「物もの凄すごくメリニって屈折してる様な気がするんだよね、何となく。特に――ショウゴ様に関してはさ。実際にショウゴ様に出会う前ってもうちょっとメリニは解り易かった様な気がするんだけど」

「……そうかしら」

　曖あい昧まいに笑うメリニ。

　だが――

（私は……）

　自分の中にいろんな自分がいる。その中のどれが本当の自分なのかは知らない。本当の自分というのがあるかすら……自信が持てない。

　救世主に仕える姫巫女。

　救世主を繋つなぐ為の首輪。

　自分はそれだけの存在である筈はずなのだ。それ以上を望まず。それ以上を認めず。それ以上を許さず。ただそれだけに存在するもの。コードラン家に引き取られてからはずっとそう教えられてきたし……それを疑った事も無かった。

　ならば惑う必要も迷う必要も無い筈はずなのに。

（私は……）

　一体何がしたいのか。

　何を望んでいるのか。

　メリニ自身にもそれはよく解わからなかった。



　　　

『神罰執行代行者パニツシヤー』――通称『代行者』に本来『個性』は無い。

　それは滅びた神が今際の際に造り上げた自らの似姿であり怨おん念ねんを託す為の――ただそれだけのものでしかない。神の遺志に従って人間をどれだけ長く深く苦しめるか、その罪の重さを子々孫々まで思い知らせるか……その為だけに『代行者』は存在する。その為には別に自我など必要は無いし、個性など更に必要が無い。複数の『代行者』が同時起動する事は殆ほとんど有り得ないし――在ったとしてもその際に混乱しない様、番号を割り振れば良いだけの事だった。

　故に彼等は意見交換をする事は在っても、それは情報の共有という以上の意味は無い。

　彼等の目的や立場は共通であるから基本的には議論をしない。それぞれが起動時に得た情報や、放った『端末』から得る情報は無論、同一ではないので、結果的に彼等が考案する『人間を苦しめる方法』には差異が生じるが――それすらもすぐに共有化が成され一つの大きな方針コンセプトの元に組み込まれてしまう事になる。

　ただただ人間を長く深く苦しめる。

　全てはそれだけの目的の下に統合される。

　必要とあれば人類全てを抹殺する事も出来る力を持っている筈の『代行者』達が、決定的な殲せん滅めつ手段に出ないのはこの為だ。決して彼等は怠けている訳でも情けをかけている訳でも無い。

　滅ぼしてしまうのは一瞬だ。

　それでは彼等の亡き主は納得しないだろう。

　一定数の人間を常に確保し、彼等を苦しめ続けるのが最も主の遺志にかなうと彼等は判断している。だから人間達がこの期に及んでも懲りずに繁殖している事についてはむしろ彼等は歓迎している。

　産めよ

　増えよ

　地に満ちよ

　苦痛ある死のために

　捧ささげられる苦痛は悲嘆は多ければ多い程良い。大きければ大きい程に良い。

　彼等が常時起動していないのもその為だ。

　常に脅威が頭上に在ればそれはいつしか『日常』になる。日常は諦てい観かんを呼び納得を生み最終的に人間達はそれに慣れる。苦しみを苦しみとして認識しなくなる。

　それでは意味が無い。

　だからこそ緩急をつけるのだ。

　あるいは絶望の前に希望や楽観がある程度まで育つのを待つのだ。

　これを邪悪とは呼ぶまい。

『代行者パニツシヤー』達は楽しんでいない。喜んでいない。ただ存在理由に従って最適効率を探し求め実行しているに過ぎない。人間の喜怒哀楽を理解出来る知性は在るが、それを共感する自我は無い。それを嘲ちよう笑しようする矜きよう持じも無い。植物の様に、機械の様に、彼等はただ主の遺志を実行するのみ。

　それで問題は無い。無い筈はずだった。

　だが――『代行者』達の起動後およそ五百年を経て予想外の事態が発生した。

『代行者』の一体が破壊されたのである。

　有り得ない出来事だった。

　人間側の創り出した兵器が『代行者』を破壊したらしい。

　残り十五体の代行者は二体を事態収拾の為に派遣する事にした。人間に対する絶対優位を前提として、彼等の存在理由は肯定される。この『代行者』をも破壊し得る兵器など人間の手に在ってはならなかった。二体を同時起動して派遣したのは確実を期す為だ。

　だが。

　派遣された『代行者』――二番体と三番体は、最初に破壊された一番体からの情報を得た上で、二体がかりでその兵器に対したにもかかわらず、敗北を喫した。

　これは由々しき事態である。

『代行者』達に動揺は無い。

　だが彼等の存在理由を否定する様なものを放置しておく訳にはいかない。また――結果的にこの兵器の存在は人間達にかつて無い程の大きな『希望』を与える事となった。ならばこれを打ち砕いて見せる事は過去最大の精神的苦痛を人類に与え得るのではないか。

　だが……果たしてこの兵器を『代行者』達は破壊し得るのか。

　一番体の情報を得ていた二番体と三番体も敗北した。

　恐らく現時点で『代行者』達の得ている情報はこの兵器の全てを示していない。

　ならば――『代行者』達は先まずこの兵器の性能を知らねばならない。知った上で最適な戦術あるいは戦略を練り上げる必要が在る。

　幸い『代行者』は前述の通り自我を持たず――個にして全であり全にして個である。

　残り十三体の内、数体を捨て駒として相手の実力を測っても何ら問題は無い。

　故に――

　…………

　どこまでも広がる草原に黒く巨大な人型の影が貼はり付いている。

　まるで巨人が何ど処こかに傲ごう然ぜんと立っていてその巨体が遮さえぎる陽光によって生み出されたかの様な――そんな巨大な人影が描き出されていた。だが本体であるべき巨人の姿は何処にも無い。ただ実体の無い黒々とした虚像だけがそこに自存しているのみだ。

　いや――違う。

　よく見ればそれは影などではない。

　黒く見えたものは微細な――眼を凝こらさねばそれが『文字』であるとは解わからない程に細かく高い密度で綴られた呪じゆ詛そであった。もしその全てを読み解く事が出来たなら……その者は裏切られた神の絶望の深さと憎悪の強さに発狂したかもしれない。

　人たるものをただ苦しめる存在――『代行者パニツシヤー』四番体。

　…………

　我ハ執行者

　我ハ課刑者

　我ハ復ふく讐しゆう者

　我等ガ創造主ノ憤リヲ形トナシ

　裏切リ者共ニ裁キノ鉄てつ槌ついヲ下サン

　故ニ森羅ヨ

　故ニ万象ヨ

　我ガ命ニ従ウベシ

　…………

　高らかに殺さつ戮りくの歌を歌い上げながら――しかし四番体の『代行者』はいつもとは異なる行動を採り始めた。通常、起動した『代行者』は大量の聖光を放射しながら手近な街に向けてゆっくりと移動を開始するが――今回は少々様子が違った。

　聖光を放射する事は無く、するすると形を変えていく。

　巨大な人型の影はまるで貼り付いた紙を剥はがすかの如く地面からめくれ上がると……何かを包み込もうとするかの様に四方八方から内向きに閉じていく。

　それはやがて草原の上に浮遊する巨大な黒い球体となった。



　　　

〈レネゲイド〉の本拠地『聖せい廟びよう』は騒然とした空気に包まれていた。

　四番目の『代行者』が出現したとの報告が入ったからである。

　巨大な縦穴の底で作業員達が出撃前の事前作業を進めている。彼等は一様に厳しい表情を浮かべて駆け回り、声を投げ合い、各種装置の前に屈かがみ込んで細々とした調整作業に忙殺されている。殺気立っていると言っても良かった。

　何しろ――人間の住む街に『代行者』が到着してしまう前に〈イコノクラスト〉を送り込まねばならない。彼等の作業がほんの少し遅れただけでも何百人もの単位で死傷者が出る。

　だがその一方で整備不良は結果的に更に大量の死傷者の発生を――いや最悪の場合は〈イコノクラスト〉の敗北と世界の滅亡を招く事にもなりかねない。

　慎重に。しかし素早く。

　およそ相反する要求の元で彼等は作業を進めねばならない。

　まして〈イコノクラスト〉は巨大な人型兵器だ。

　剣や斧おのの様な『塊かたまり』の武器ではない。人体には約二百もの関節が在る様に――それと同じ動きを可能とならしめる〈イコノクラスト〉も当然ながらそれに近い数の関節を持っている。その分構造は複雑化し、ただ一度の出撃で摩耗する部分や変形する部分は大量に出てくる。彼等の整備作業はそうした部品を交換する事も含んでおり――言ってみればそれは〈イコノクラスト〉の新陳代謝だ。実戦を通して露呈する細かな欠陥や問題点の改良も含め、〈イコノクラスト〉の回復と成長を実作業として担うのは事実上彼等である。

　故にこそ彼等は常に忙しい。

　秘密結社〈レネゲイド〉の更に末端作業員――彼等が表舞台に出る事は無い。『代行者パニツシヤー』を倒した〈イコノクラスト〉とそれを御する『英雄』が民衆に讃たたえられる事は在っても、作業員達には基本的に栄誉は無い。

　だがそれでも――彼等は不平不満を示す様子も無く作業を進めていた。

〈イコノクラスト〉は彼等の希望だ。

　神殺しの罪人として歴史の表から追われた〈五人の罪人〉。彼等の子孫達は自らの祖先が正しかった事を証明する為に――人の支配する世の為に五百年間も雌伏の時を強いられてきたのである。二十世代を越える歳月の果てにようやく彼等が手に入れた『代行者』を倒し得る武器。それは彼等にとってまさしく崇あがめるべき神器であり――それを整備する事は、むしろ彼等にとって幸福な事であり誇りともなっていた。

　何しろこの〈イコノクラスト〉は既に三体の『代行者』を滅ぼしているのだ。

　今の彼等にとって希望とは根拠の無い幻ではない。

「『聖棺』移動準備急げ！　軌条レールの上に立つな！　時間が無いんだ、轢ひかれても知らんぞ！」

　怒号が飛び交い、人々が駆け足で行き交う。

「『聖棺』移動準備完了しました！」

「よし、『聖棺』結合位置へ移動開始！」

「了解！　『聖棺』移動開始！」

　号令と共に巨大な五つの塔が大量の蒸気を吐き出しながら扉を展開。中から滑り出てきた『聖棺』と呼ばれる巨大な鋼鉄の箱が『聖せい廟びよう』の中心へと向かって動き出す。

　だがその移動中の『聖棺』でさえ何人もの作業要員が出たり入ったりを繰り返していた。下手に巻き込まれれば原型も残さず押し潰つぶされるだろうが――そんな危険など知らぬといった様子で彼等は作業を続けていた。少しでも時間が惜しいのだろう。

「第一段階フエイズ１はすぐに始まるぞ！　チンタラするな！」

『聖棺』移動の指揮をとっている男の声が『聖せい廟びよう』内に響き渡った。



　　　

　重苦しい沈黙が昇降機の中に満ちている。

『聖廟』を降りていく鋼鉄の籠かごにはメリニと省吾の姿が在った。

　省吾の乗る御者室はコードラン家の管理する頭部に在る為、どうしても出撃前の省吾は彼女と一緒に居る事になる。当然他ほかの姫ひめ巫み女こ達はそれぞれの部品を管理する氏族の担当する『塔』へ向かっているので此こ処こには居ない。また同時に〈イコノクラスト〉の部品を内包する『聖棺』の中には管理する氏族以外の人間が立ち入る事は禁じられているので自然と省吾はメリニと二人きりになる。

　省吾は――昇降機の格子扉の隙すき間まから『聖廟』の風景をぼんやりと見つめている。

　第一種警戒態勢を受けてすぐに姫巫女達は省吾を部屋から連れ出した訳だが……部屋を出てから一度も彼は口を開いていない。

　少し虚うつろな瞳ひとみが無意味に『聖廟』の光景を映している。

　慌ただしげに『聖廟』内に飛び交う声や轟ごう音おん、忙しげに動き回る作業員達の姿も省吾には何の感慨も与えていない様だ。

　何を考えているのか。あるいは何も考えていないのか。

　ただ彼は佇たたずんでいるだけだ。

　まるで全ては別世界の出来事で……何の興味も無いとでも言う様に。

　騒音轟音の鳴り響く今の『聖廟』の中に在りながら、メリニは身にまとわり付くかの様な、じっとりとした静寂を感じていた。まるで省吾がその虚無的な態度で周囲の音を吸い取っているかの様でもある。

　省吾になんと声をかけてよいのか解わからない。

　花梨と引き離された事が此処まで省吾を変えるとはメリニは思ってもみなかった。

　そこまであの従姉妹いとこは省吾の心の中で大きな部分を占めていたのだろうか。

（……私よりも……？）

　メリニは省吾に気に入られているという自信が在った。

　救世主の――〈イコノクラスト〉の御者の寵ちよう愛あいを受ける事を目的として教育されたメリニは相手の望み通りの女を演じる事が出来る筈はずだった。趣味や得意不得意を持つ事を彼女は許されなかった。完全な万能選手として個性を消され――必要に応じて個性を追加出来る『素体』としての人間である様に教育されている。

『男』に対する最も原型的プリミテイブな『女』。

　だからこそ彼女は何ど処こまでも省吾の都合の良い女になれる。

　それだけがメリニをメリニたる存在として固定しているものであり彼女の矜きよう持じでもあった。救世主に依存されそれを自由に操る存在。それが自分なのだと。

　しかし……

（……私は……嫉しつ妬としている？）

　メリニはあの花梨という少女に嫉妬しているのだろうか。

　それは由々しき事態だ。

　何処までもメリニは省吾にとって都合の良い女でなければならない。省吾が愛し依存する者はメリニでなければならない。物分かりが良く、抱擁力が在り、従順で、一途で、しかし頭脳も容姿も人並み外れた存在。嫉妬などで自分の成すべき事を見誤るなど断じて許される事ではない。

（……私は……）

　メリニは自分の精神を一種の二重人格の様なものだと考えている。

『英雄』に寵ちよう愛あいを受ける為表層人格として設定されたメリニ・コードラン。

　そして一段高い処ところから表情人格を操り人形の様に見下ろし制御するメリニ・コードラン。

　自分の本体は後者だとメリニは考えている。

　考えて――いた。

　しかし……最近は表層人格の様に、『英雄』に気に入られる為に造り上げた筈はずの部分に引きずられている気がしてならない。その境界は元より曖あい昧まいであったが、今は自分ですら区別がつかない部分まで出てきている。

　ペルテアがメリニを評して『解わからない時が在る』というのもこの為だろう。

　まずい……とメリニは思う。

　依存させる筈の自分が依存していたのではお話にもならない。

　少々強引ではあったが花梨は省吾の元から引き離された。

　これは結果的にメリニとしては喜ぶべき事だ。

　省吾が花梨を愛していたならば――無理矢理引き離された事で生じた心の隙すき間まにメリニは付け入る隙すきが在る筈なのだ。一番であろうと二番であろうと関係が無い。人間の心は環境に負ける。どれだけ強固に見えても周囲に影響を受ける。この隙に省吾に抱かれるなり何なりして、寝物語に『私だけは貴方の味方です』とでも囁ささやけば省吾は恐らくメリニに依存する様になる――絶望という苦痛の中に与えられた快楽に縋すがる。今までは隣室の花梨が気になって姫ひめ巫み女こ達に手を出すのを躊躇ためらっていた省吾も、今後は籠ろう絡らくし易やすくなる筈であった。

　なのに。

　この落ち着かない気持ちはどうした事か。

　この――取り返しのつかない事をしているかの様な不安感は何なのか。

「……ショウゴ様」

　とりあえず声を掛けてみるが反応は無い。

　聞こえていない訳では無かろう。

　しかし――

「…………」

　続けて掛けるべき言葉が思い浮かばない。

　そうこうしている内に昇降機の動きが止まった。重苦しい空気を解放するかの様に格子扉が開く。メリニは逃げる様にして先に昇降機の籠かごの中から出ると、省吾に手を差し伸べる。

「こちらです――ショウゴ様」

　差し出された手が握られる事は無く――省吾はただ無表情にコードラン家管理の塔へと向かって歩いていく。戦う気が無い訳ではないのだろうが、その姿には覇気の類たぐいは一切感じられなかった。

「…………」

　虚に差し伸べた手を戻し――メリニは彼の後を追って歩き始めた。



　　　

　省吾の思考は殆ほとんど止まっていた。

　姫ひめ巫み女こ達に『代行者パニツシヤー』の出現を告げられた時から彼は考える事を放棄している。

　色々と不安な事は在る。

　何な故ぜ花梨は屋敷を移されたのか。どうして姫巫女達は何も教えてくれないのか。

　思い当たる事は幾つか在る。だが良くない想像ばかりが現実味を帯びて脳裏を回っている。いくら省吾といえども〈レネゲイド〉が善人達の集団だとは思っていない。そして追い詰められた大人は実行力と大義名分を持っている分――追い詰められた子供よりも遙はるかに危険で情け容赦無い事をしてしまうのだという事にも気付いていた。

　だが……今はそれを考えている場合ではない。

〈イコノクラスト〉が出なければまた何万人何十万人という人間が死ぬ。

　それが解わかっているからこそ省吾は考える事そのものを止やめた。

　花梨の事を考えれば不安ばかりが募ってそもそも戦う事さえ出来ない。

「…………」

　主制御室の中に入る。

　頭を空っぽにして考えない様にする。ただ当たり前の事をするだけなのだと。特別な事ではない。これは呼吸の様に当たり前の事だと。花梨も今は〈イコノクラスト〉に乗れと言っていた。だからこれは当然の事。

　そう自分に言い聞かせて――

「どうぞお掛けになってください」

　メリニに促され御者席に腰を下ろす。

　その時――

「…………」

　省吾は――ぞくりと何か恐ろしく冷たいものが背中を這はった様な感覚に襲われた。

　この席に座りたくない。座ってはいけない。

　本能的な拒否感が省吾の胸の奥底から這い出してくる。

　考えるな。

　省吾は自分に言い聞かせる。

　今は考えるな。今は思い出すな。今はただ――

「失礼します――」

　脚部の固定帯ベルトを取り付ける作業を行っていたメリニが――彼女の手が省吾の足に触れた。それはただそれだけの事実だった。恐らく以前の省吾なら気にもしなかったろう。

　だが――

「………………っ！」

　靴底を介して触れる柔らかな人肌の感触。

　人間の――

「――ひっ……！」

　省吾の呼吸が瞬間的に止まる。

　内臓が全て収縮して固まってしまうかの様な……閉塞感。

　理性とは違う部分が拒否している。

　省吾の魂がこの鋼鉄の巨人と一体化する事を恐怖している。

　瞬またたく間にそれは硬直した省吾の中を見たし、そして――

「ひいいいいいいいいいいいいあああああああああああああっ！」

　溢あふれていた。

　叫び声を上げながら省吾はメリニを突き飛ばし、御者席から転がる様にして離れていた。

「――ショウゴ様!?」

　床に同じく転がりながらメリニが驚きの声を上げる。

「あ！　ああ！　あ！　あああああ！」

　何か発作を起こしたかのに床の上で痙けい攣れんする省吾。

　駄目だ。

　考えてはいけないと思えば思う程に思い出してしまう。

　自分の足に残る、人間を踏み潰つぶした感触。〈イコノクラスト〉に乗るしかないと気付かされた時から意識的に思い出さない様に封じ込めていた記憶。それらが全て自分の中へと戻ってきた。

　まるで虫を踏み殺すかの様に、あまりにも簡単に人間を踏み潰していく。生きている人間を。あんな感触は二度と味わいたくない。あんな思いをするならもう二度と〈イコノクラスト〉なんかには乗りたくない。

　そう思った。

　だが一方で自分に向けられた大勢の人々の視線も忘れる事が出来なかった。

　この世界に召喚されて来た時の、姫ひめ巫み女こや儀式に関わった奇き蹟せき師達の熱にうなされた様な眼まな差ざし。ラヴィゾンで省吾を英雄として崇あがめていた民衆の、怖いとすら思える様な期待感を含んだ視線。

　もし自分が〈イコノクラスト〉に乗る事を拒否したら彼等はどんな顔をするだろうか。自分はただの高校生に過ぎないのだと話したらなんと言うのだろうか。

　いや、そんな事は許されない。彼等は高校二年生の香芝省吾など知らない。彼等が知っているのは英雄ショウゴ・カシバだけなのだ。英雄には人々の期待を裏切る事など許されない。

　もし裏切ったら……。

　ラヴィゾンの街で集団暴行を受けた女性の事を思い出す。狂った民衆によって殴られ蹴られ続けていた彼女。誰だれも止める者はいない。何な故ぜなら彼女は人々の英雄に手をあげたのだから。だから罰を受けて当然。それが民衆全ての意志だった。

　そして〈レネゲイド〉も他ほかの人々も省吾を英雄としてしか見ていない。だから彼は英雄でなければならない。英雄でなくなってしまえば全ての人の期待を裏切ってしまう事になるのだから。そうなった時にどんな仕打ちが待っているのか予想も出来ない。

　だから〈イコノクラスト〉に乗り続けなければいけない。

　それらの二つの相反する思考が省吾の中で対立し続けていた。

　省吾自身にどちらか一方を選ぶ事は出来なかった。だから両方とも自らは選ばず、ただ他人の言う通りに行動した。それが一番楽だったから。

　だが自分で判断をつけず、ただ遠ざけていただけのそれらの問題が、再び省吾の中で呻うめき出した。

　自分の足の下で息絶えていく人々。省吾が護まもろうとしたのに、逆に省吾によって殺された人々。省吾が裏切った人々。

　彼等の死んでいく感触が、彼等の苦痛と絶望が、省吾を捉とらえて離さない。

　逃がしはしない――と彼の魂にまでがっちりと食い込んでくる。

「ひあ……！　ああっ……！」

　床を四つん這ばいで這って、御者室から出て――通路へと転がり落ちる。あちこちを打ち付けた筈はずだが全く痛みを感じない。全くもってそれどころではない。一メートルでも、いや一ミリでもこのおぞましく忌まわしい兵器から遠ざかりたかった。

　頭の何ど処こかではまずい、こんな事をしている場合ではない、と警告を発するもう一人の省吾が居るのだが……それが聞こえてはいても省吾は自分で自分を御しきれなくなっていた。みっともない悲鳴とも嗚お咽えつともつかない声を漏らしながら彼は通路の床を這っていた。驚いて作業員達や奇蹟師達が彼を見つめているが、全く気にならなかった。そこに人が居るという事さえ彼は意識していなかった。

「ショウゴ様！」

　その後ろからメリニが駆け寄ってくる。

「イヤだ、イヤだ、もうあんな事は――あああっ！　駄目だ、殺してしまう、潰つぶして、潰してしまうっ！　ああ！　俺おれは――イヤだ、もう潰すのは嫌だ、こんなものに、こんなでっかいバケモノに……乗りたくなんかない、乗らない、乗らない、絶対に乗らない!!」

　駄々っ子の様に泣き叫びながら省吾は這はう。

　メリニが何事かを叫ぶ。省吾の知らない言葉だ。

　慌てて周囲の作業員達や奇き蹟せき師達が省吾を取り押さえようと動き出す。

　寄ってくる彼等を突き飛ばし、転がる様にして塔の外に出る省吾。

　だが塔を出て十歩も行かない内に彼は押さえ込まれてしまった。

「イヤだ、イヤだ、イヤだあああああああっ!!」

　藻も掻がきながら泣き叫ぶ彼の声が『聖せい廟びよう』内部に響き渡った。



　　　

（……やはり駄目か）

『聖廟』内壁に沿って設けられた空中回廊から取り押さえられる省吾の姿を見下ろしながら――バルドは考える。

　訓練装置の一件からある程度は覚悟していた事である。

　だからこそネロの提案にもバルドは乗ったのだ。

　とはいえ――

（予想以上に脆もろいな……いや。単にレオンがふてぶてし過ぎたからそう見えるのか）

　下手に賢さかしく肝が据わり過ぎているのも考え物だ。

『英雄』は〈レネゲイド〉にとって傀かい儡らいである。

　自分で勝手に動き回る様な自立心が在っては困る。多少脆い方がつけ込む隙すきが多くて扱い易やすいのだ。

（しかしこの事態の動き……少々早過ぎる。今後、ネロの独断専行を止めるのが難しくなるな。それで調子に乗って無茶をしてくれれば手綱も付け易くなるが）

　偶然ではあろうが――ネロが花梨を人質に取ったのは正解だった様だ。

　ネロが〈レネゲイド〉内部で発言力を今後強めるであろう事は想像に難くない。五氏族会議はともかく……その下では若く実行力の在るネロを崇拝する動きも出ている。だからといっていきなり傲ごう岸がん不ふ遜そんに振る舞うネロでもなかろう。そこまで単純な人間ならバルドも此こ処こまで警戒はしない。

　何にせよ今は『代行者パニツシヤー』を倒さねばならない。

　省吾が乗りたくないと主張するのなら――乗せてくださいと言う様にし向けるまでだ。

「…………」

　メリニが――『聖せい廟びよう』の底からバルドの方に顔色を窺うかがう様な視線を送ってくる。

　人質を使うかどうかの指示を乞こうているのだろう。

　バルドはゆっくりと頷うなずいて見せた。

　対してメリニは一瞬、躊躇ためらう様な表情を見せる。だがそれは本当に一瞬ですぐに彼女も首を縦に振って返した。

（あるいは――救世主よりも、あれの脆もろさの方が危険だな）

　バルドはメリニを見てそう考える。

　彼女は頭の良さや容姿、その他ほかの能力なども他の姫ひめ巫み女こ候補者から飛びぬけていた。だからこそ他に二十人余り居たコードラン家の候補者を抑えて姫巫女に選ばれた訳だが――そんなメリニにも不安点というか問題点が一つ在る。

　彼女は自分で自分を理解していない。

　それは致命的な欠陥になりかねないのだ。

　自身の事を理解していないという事は、自分を制御しきれていないという事だ。演技をすればその演技に引きずられてしまうという事だ。自分自身の感情に戸惑ってしまう様な不安定な所がメリニには在る。たとえ今までは自己制御しきれている様に見えても、それは無理のある制御だ。いつ破は綻たんしても不思議ではない。

　もっとも――そうなれば棄すてるだけだが。

（場合によっては姫巫女を追加しておく必要が在るか……？）

　破棄する場合は代わりの姫巫女候補者を省吾の身近に置いて慣れさせておかねば――情を移させておかねばならない。姫巫女達の下に付ける小間使いとして屋敷に送り込んでおくのも良いだろう。

（あるいは……）

　何とか次の第五代救世主を召喚して、救世主ごと破棄するか。

（〈イコノクラスト〉の運用計画も多少見直しが必要だな）

　バルドはそんな事を考えながら――悠然と『聖廟』の底を見下ろしていた。



　　　

「……なんだって……？」

　省吾は己の耳を疑った。

　恐慌状態に在った自分が何かを聞き間違えたのかとも思った。逆に言えば恐慌状態に在った省吾ですらも正気に戻らざるを得ない――そんな内容でもあった。

「何を言って……何を言ってるんだ？　もう一度言ってくれ――」

　作業員達に押さえ付けられたまま省吾は呻うめく様に言った。

　いや――解わかっている。

　もう一度聞き直す必要など無い。心の何ど処こかで『もしかしたら』と思っていた事だ。可能性としては一番最初に疑ってみるべき事だった。それでも今まで敢えて意識しなかったのは、メリニ達を最後の一線で信じていたかったからかもしれない。

「ショウゴ様が――」

　メリニは何かを堪える様に一瞬言い淀よどみ――

「ショウゴ様が〈イコノクラスト〉に乗って『代行者パニツシヤー』を倒さなければ……カリン様が死ぬ事になります」

「…………」

　省吾は自分の表情が凍り付くのを自覚した。

「……なんだって……？」

　そう繰り返しながら……自分の中で何かが物もの凄すごい速度で枯れていくのが解わかった。

「ちょっと待てよ。何だよそれ……何なんだよ？」

　先程の恐慌が嘘うその様に収まって――代わりに恐ろしく冷たいものが省吾の中に満ちていく。自分でも異様に感じる位に心が冴さえ渡る。雑念が綺き麗れいさっぱりと無くなってとても単純な気持ちになっていく。

「――！」

　びくりとメリニが身を震わせる。

　恐らく何かが表情に出ていたのだろう。

　省吾は奇妙に平へい坦たんな精神状態で思う。

　自殺者の心の中というのは――絶望とはこういうものかと。好きとか嫌いとか良いとか悪いとかそういうものを超越しきった地平にそれは在る。条理も道徳も何の影響も及ぼさない。ただひたすらにそれは……事実としてそこに在る。

　ただ単にどうしようもない。

「そうか……花梨は、人質か」

「…………はい」

　どんな顔をして話せばいいのかが解らないのか、メリニは眼を伏せて視線を合わせようとはしない。

「俺おれを戦わせるための、人質か」

「…………はい」

「知っていたんだな――メリニ」

「…………」

　メリニは俯うつむいたまま無言。

「いや――そもそも花梨を拉ら致ちして連れて行ったのはお前達姫ひめ巫み女こなんだな」

　メリニも他ほかの姫巫女達も結局は〈レネゲイド〉の一員である。

　花梨を誘拐して人質にする計画に携わっていたとしてもおかしくない。むしろ姫巫女として同じ屋敷に住んでいる彼女達に手引きさせるのは当然だろう。

「いえっ……」

　驚いた様に顔を上げてメリニは言う。

「わ――私は、私も、全てが終わった後で知らされたのです。まさか養父達がこの様な事までするとは……」

「…………」

　省吾は地面に押さえ付けられながらも黙ってメリニを見上げている。

「じゃあメリニからも花梨を返してくれる様に言ってくれ。これは俺おれの問題なんだ。花梨は関係無いだろ？」

　省吾の声は淡々としている。

　恐慌は収まったと作業員達が判断したのか――省吾を押さえ付けている幾つもの手が離れていく。省吾はゆっくりと立ち上がりながら目の前の少女を静かに見据えた。

　だが――メリニは再び視線を落として頭を振る。

「申し訳ありません……それは……出来ません……」

「…………」

　省吾は奇妙な感情が心の奥で揺らめくのを感じる。

　加虐趣味的サデイステイツクな衝動が彼の口を開かせた。

「そうだろうな。ああ――そうだろうよ」

「申し訳ありません……。私達姫ひめ巫み女こには族長会議の結論に口出しする権限はないのです。いえ……、その様な力は〈レネゲイド〉の誰だれにもありません。彼等の決定は絶対なのです……」

「ああ……いいよ。気にしなくていい」

　省吾はむしろ優しく言った。

「君は元々〈レネゲイド〉の人間だからね。変に仲間意識を持っていた俺の方が馬ば鹿かだったみたいだ。ははは。そうだよ。花梨の言う通りだ……いやぁ……俺って本当に……信じられねえ位の馬鹿だな……」

「ショウゴ様――」

　メリニは弾はじかれたかの様に顔を上げて省吾の顔を見つめる。

　省吾はただ無表情に姫巫女を見つめ返した。

「……俺が〈イコノクラスト〉に乗る事を拒否したせいか……全部俺のせいか……？　ははは。最低だな――俺。どうした。笑えよ。滑こつ稽けいだったろ？　何の取り柄も無いガキが英雄だ救世主だっておだてられて舞い上がってたのを一番近くで、特等席で見てきたんだ。笑えよ。笑えよ。どうしたんだ――遠慮はいらねえよっ！　笑えよ!?」

「ショウゴ様、違――私は！」

「違わねえよ」

　省吾はメリニの言葉を切って捨てた。

　怒鳴る彼に反応して作業員達が左右から省吾の腕を掴つかむが、省吾はろくに身じろぎもせず、ただメリニを底冷えのする眼で睨にらみ付けているだけだった。

「……離せよ」

　省吾がぼそりと言った。

「え……？」

「離せってこいつらに言えよ。乗ってやるから」

「……ショウゴ……様……」

「乗ってやるよ。乗ればいいんだろう？」

「は……はい……」

　メリニは震えながら頷うなずく。

　彼女の命令で作業員達が手を離すと省吾は自らの脚で塔の中に戻った。

　逃げられない。この道しかない。

　諦あきらめきってしまうと奇妙な自信が湧わいた。

　他ほかにする事が無い。出来る事が無い。意味が無い。ならば逡しゆん巡じゆんする必要は無い。足あ掻がいても結果は何も変わらない。罪が在ろうが無かろうが。良い事だろうが悪い事だろうが。選択出来ないのならただ回転するだけの機械の様に思考を止めて役目を果たすだけの存在になりきれば良い。

「ショウゴ様……」

　メリニが追ってきて二歩程、後ろを歩いているのが解わかる。

「ああ……メリニ」

　嬲なぶるための優しい口調。

「はい……？」

「花梨に危害は加えていないだろうな？」

「……はい。養父達の目的はあくまでもショウゴ様に『代行者パニツシヤー』を滅ぼして頂く事であって、カリン様に危害を加える事ではありませんから」

「良かった」

　省吾は言った。

「とりあえずはその言葉を信じるよ。でも――もしそれが嘘うそだった時は」

　振り返って省吾は微笑ほほえむ。

「お前等……一人残らず皆殺しにしてやるからな？」

「…………」

　メリニは絶句した。

〈イコノクラスト〉の幾つかの機能は姫ひめ巫み女こ達が遠隔操作出来る。初戦でも行った様に強制停止の為の手段もメリニ達には在る。それは省吾にも解っている。

　だが――省吾が本気で〈レネゲイド〉の者達に対して殺意を抱いてしまえば、それを止める手段は恐らく彼女等には無い。彼はただ『聖せい廟びよう』内部で奇き蹟せき兵装を暴発させるなり単純に〈イコノクラスト〉を暴れさせるなりすれば良いだけだ。姫巫女達が強制停止を仕掛けるまでに何秒掛かるかは解らないが、五秒もあれば『聖廟』の人間の殆ほとんどを巻き添えに自爆する事も出来るだろう。

「……ショウゴ……様……」

「さあ。出撃しようか。ぐずぐずするな」

「……はい」

　メリニは震えながら頷うなずいた。



　　　

　省吾を御者席に固定して、メリニは主制御室を後にした。

　塔の姫ひめ巫み女こ用制御席に向かいながら彼女は身の震えを止める事が出来なかった。

　養父達は……ひょっとしたら何か勘違いをしているのではないか。

　バルドが目的のためにはたとえどんな手段であろうと、自分のために最善である手段を、眉まゆ一つ動かさずに実行出来る人間だという事はよく知っている。彼等が花梨を拉ら致ちしたという事はそれが省吾を操る上で『最善』であるという判断をしたという事だ。

　だが――本当にそうか？

　バルド達は省吾という少年を誤解していないか。舐なめていないか。

　確かにあの少年は腑ふ抜ぬけとしか言い様の無い部分が在る。

　恐らく彼の育ってきた世界は平和だったのだろう。だからこそメリニにすら理解し難い程の人の善さを彼は示したりもする。だからこそ見ず知らずの人間の死にさえ罪悪感を感じてしまう。

　だが……

　それは果たして本当にバルド達の予想通りだったのか。

　精神的に弱い事と脆もろい事は違う。

　弱い人間は怒鳴り、脅し、殴る事で言う事を聞かせる事が出来る。そういう人間になら人質も有効ではあるだろう。

　だが脆い人間は違う。

　必要以上の圧迫を加えれば壊れてしまう。

　壊れて――違うモノになってしまう。違うモノになって今まで縛られていたしがらみを全て脱ぎ捨ててしまう。同じ顔はしていてもそれはきっと――もう違う人間だ。

　メリニはあの微笑する省吾が心底恐ろしかった。

　信じていたものに裏切られた人間の抱く怒りの強さをメリニは知った。

　五百年前に殺された神もあんな風だったのだろうか。

　ひょっとしてバルド達は省吾を無理矢理『英雄』に仕立てる積もりで――誤って『魔王』にしてしまったのではないのか。あんな風になってしまった省吾を御しきれるとバルド達は本気で思っているのだろうか。

　バルド達は自分達が強い精神を備えている分――脆い人間の危険性を見誤っていないか。

（…………）

　メリニは深呼吸をして震えを抑え込む。

　とにかく今は逡しゆん巡じゆんしている場合ではない。また考える事は自分の仕事ではない。今はただ『代行者パニツシヤー』を倒す事だけに集中しなければならない。

『〈イコノクラスト〉覚かく醒せい準備――第一段階フエイズ１開始！』

　メリニは自分の中にわだかまっている不安を振り払うかの様に、伝声管に向かって声を上げた。



　　　

『〈イコノクラスト〉覚醒準備――第一段階開始！』

『『聖遺物』励起！　奇き蹟せき術式展開！』

　戦の開始だ。

『聖棺』の側そばで待機していた作業員達が掛け声を轟とどろかせながら、台車に固定された大型擬ぎ神しん杖じようを押して『聖棺』の側面に設けられた接続端子に繋つなぐ。金属の金具が噛かみ合う音を響かせて大型擬神杖が接続されると、作業員達は大きく手を振って合図。

「起動用奇蹟杖接続よし！」

「接続よし！」

「起動術式展開！」

　大型擬神杖横の操作卓についていた作業員が操作卓から突き出ている銃把の様な装置を握り――引き金を引いた。

　爆薬が鋭い音を鳴り響かせて強制的に大型排気用シリンダーを作動させる。

　大型擬神杖の玄室の気圧が急激に低下。限りなく虚無に近い真空を創り出す。真空に被曝した『聖遺物』は即座に励起状態となり聖光を放出。その聖光を奇蹟師で結成されている作業員達が聖句によって制御する。

　大型奇蹟杖の奇蹟が創り出す『本物の真空』が『聖遺物』を包む。

　先の炸さく薬やく式ポンプによって作られた紛まがい物の真空とは異なる。

　ありとあらゆるものを遮断した絶対の『真空』――『虚無』だ。

　かつて神がこの世界を作った時、神の周りにはこの『虚無』しかなかった。全てが存在しない絶対的な、真実なる空の領域。神はその領域を怖おそれて世界を作った。だからこそ、『聖遺物』は絶対の真空に晒さらされたときにその力を最大限に発揮する。

『聖遺物』の中に残っている神の恐怖がその力の全てを解放するのだ。

『頭部――励起確認！』

『右腕部――励起確認！』

『左腕部――励起確認！』

『右脚部――励起確認！』

『左脚部――励起確認！』

　五氏族それぞれの管理する塔から報告の声が投げられる。

『聖光発生率毎秒七十奇き蹟せき単位――尚なおも上昇中！』

『余剰聖光迂う回かい弁解放！』

『感染共鳴回路起動確認！』

　一度は省吾の搭乗拒否で中断していた作業であったが――待たされ続けた憂さを晴らすかの様に常にも増して素早く出撃準備が進められていく。

『〈イコノクラスト〉覚かく醒せい準備――第二段階フェイズ２開始！』

　第二の姫ひめ巫み女こアフィニエの伝令で作業は第二段階へと移行する。

『『聖棺』移動開始！』

　塔の扉が開き軌条レールの上を『聖棺』が滑り出す。

　五つの『聖棺』は眩まばゆいばかりの聖光と蒸気を放ちながら『聖せい廟びよう』の中央への移動を再開した。まるで建物が動いているかの様な圧倒的迫力である。

『聖光共鳴を確認！』

『聖域発生！』

　五つの『聖棺』から放たれていた聖域が混じりあい、一つの聖域として明滅を始める。

　身体を五つに分割される事で仮初めの死に沈んでいた鋼鉄の擬神が復活の予兆に震えているのか……空気が轟ごう々ごうと唸うなりを上げる。

『『聖棺』結合！』

　五つの巨大な棺が『聖廟』の中心で連結。

　堅く重い金属同士の激突音が縦穴に響き渡った。

　機械整備班員達の作業はここまでだ。後は〈イコノクラスト〉は流し込まれる遠隔操作用の奇蹟術と蒸気機関によって自ら結合を進めていく。

　機械整備班の班長は部下達を振り返って怒鳴った。

「整備班、撤収開始！　ソリッドレインに備えろ！」

　蜘く蛛もの子を散らすかの様に五つの直立する棺から逃げる整備班員達。

　彼等が塔や通路の中に退避した瞬間を見計らったかの様に、五つの棺は轟ごう音おんの咆ほう吼こうを発した。同時にその棺の横に設けられた排はい莢きよう口ぐちから、『聖棺』内部で連続作動する大型擬ぎ神しん杖じようの使った空薬やつ莢きようが大量に――ばらばらと音を立てて降ってくる。これを整備班員達は『ソリッドレイン』と呼んでいる。〈イコノクラスト〉の大きさから見れば金色の霧雨をまき散らしている様にも見えるが――実際には一輪挿し程の大きさの焼けた薬莢が雨の様に降ってくるのだ。その下に居れば良くて重傷、悪ければ死ぬ。

『〈イコノクラスト〉――結合！』

　メリニの声が『聖廟』内部に響き渡った。



　　　

「…………」

〈イコノクラスト〉の頭部に備え付けられた主制御室で省吾は一人座っていた。

　ここには何も無い。ただ省吾を縛り付ける台座があるだけだ。

　この場所に居ると気が狂いそうになる。ただ座っているだけで嫌な記憶が余計な鮮明さで蘇よみがえってくるのだ。未まだ御者席に座って五分も経っていないと思うが――既に省吾は発作的な嘔おう吐と感に二度襲われていた。

　だが……

「…………」

　肉体の苦しみとは別に……いや襲い来る恐怖の感覚でさえ、上から見下ろすかの様に、ひどく醒さめきった自分が居る。恐怖は在る。苦痛も在る。なのにそれが断絶していて心の奥底に届かない。

　自分の精神が壊れ始めているという自覚は在った。

　それをしかし省吾は冷徹とも言うべき落ち着きで眺めている。

（最初からこんな風だったら楽だったかな）

　省吾は考える。

　急に――自分の体とは別の感覚が現れる。

　頭とう蓋がいに刃物を差し込まれる様な苦痛と不快感が彼の神経を遡そ上じようしてくる。だがそれさえも省吾は何ど処こか他人事の様に――身体を痙けい攣れんさせ、苦鳴を漏らしながらも――心の底では醒めきった眼で観察していた。

（俺おれの神経と〈イコノクラスト〉の神経を無理矢理に接続しているからこんな感覚になるんだろうな。しかし――それはいいとしても）

『安全弁解放』

『主制御室聖光流入』

　暗い主制御室に聖光の輝きが満たされる。

『類比共鳴回路起動』

『補助奇き蹟せき杖じよう起動』

『感覚同調開始』

　ぼやける意識に様々な情報がねじ込まれてくる。

〈イコノクラスト〉と同調していく事で省吾の足にこびりついている感触が更に強くはっきりと思い出されてきた。

　嘔吐感が腹の底からこみ上げてくる。

「ぐっ……」

　身体を痙攣させる自分を他人事の様に見つめる自分。

　ふと――

（…………これは）

　自分と並んで自分を見下ろしている誰だれかを意識する。

　こいつは――誰だ？

　思えば〈イコノクラスト〉に乗る度にその感覚は在った。

　誰かが自分を見てほくそえんでいる。

　気配は感じるが姿は見えない。いつも〈イコノクラスト〉の中にいて、省吾の事を見ている。そして、隙すきがあれば彼の身体を、意識を奪おうと窺うかがっている。

　自分の中に生まれた別人格なのか。

　それとも――

（お前は誰だ？）

　問いかけても答えは無い。

　ただ冷ややかな眼まな差ざしで省吾を見つめ……苦しんでいる彼を見て笑っている。

（……邪魔だ。お前は要らない）

　省吾が告げると……そいつは色の無い嘲ちよう笑しようを浮かべながら虚無の中に消えていく。

（…………）

　あまりにも大人し過ぎて逆に何かしらの不安を抱かずにはいられなかったが――今はそれを気にしている場合ではない。さっさと〈イコノクラスト〉の感覚に同調してこの身体を掌握せねばならない。

　視覚。聴覚。嗅きゆう覚かく。そして触覚。

　鋼鉄の擬神の感覚が――味覚を除く四感が鋭い錐きりの様に省吾の脳に突き刺さる。

　そして……



　　　

『〈イコノクラスト〉覚かく醒せい準備――第四段階フェイズ４開始！』

　ペルテアの宣言と共に総計六十四の擬ぎ神しん杖じようが爆音と同時に術式を展開した。

『免疫抑制術式第一段落から第三段落まで展開！』

『第一聖遺物拒絶反応、無し』

『第二聖遺物拒絶反応、無し』

『第三聖遺物拒絶反応、無し』

『第四聖遺物拒絶反応、無し』

『第五聖遺物拒絶反応、無し』

『制御反応問題なし』

　爆音が続けざまに鳴り響く。

　免疫抑制やその他の調整用奇き蹟せき術式を打ち込むたびに『聖棺』から大量の空薬やつ莢きようが排出され、土砂降りの雨の様に『聖せい廟びよう』の床を叩たたいた。

「――順調なようですね」

　五氏族族長専用議事室へと入ってきたネロは窓から〈イコノクラスト〉の起動過程を見下ろしながら明るい口調でそう言った。

「ああ。どうやら人質はしっかりとその役目を果たしているようだ」

　空中回廊から戻っていたバルドが答える。

　部屋の奥ではパルマスが顔をしかめている。ネロの発案した計画が功を奏している事が気に食わないのだろう。

　同じ様にゼブロンも不愉快そうな顔で腕組みをしている。彼の場合は人質という手段そのものに反感を抱いていた。

「彼は善い人です」

　しみじみとした口調でネロが言った。

「他人を見捨てられない。他人の痛みを看過出来ない。困っている人間を無視すれば心に痛みを感じる。弱者を護まもらずにはいられない。本当に彼は善い人だ……我々もしっかり護って頂きましょう」

　これがネロの――人質を取って省吾を追い込んだその張本人の口から出た言葉で無ければ頷うなずく者も多かろう。

「それで、ギムナカスの街の避難状況はどうなっている？」

「それがあまり芳しくないようです。今回の『代行者パニツシヤー』は辺りになんの被害ももたらしていないので発見が遅れてしまった事が原因だと思われますが」

「そうか……」

　無論――バルド達が気にしているのはギムナカスの街の人々の命そのものではない。

　一般人など何人死のうと彼等の心は痛まない。そもそも〈レネゲイド〉の始祖達を『罪人』と罵ののしり歴史の表舞台から追いやった奴等の末まつ裔えいだ。誰だれがどれだけ苦しみ抜いて死のうとバルド達はその事自体は気にも掛けないだろう。

　だが……全ての『代行者』を滅ぼした後の世界を考えると、被害は最小限に抑えた方が望ましいのも事実だ。支配する民衆が――家畜が居ない世界程に空しいものもない。

　そしてもう一つ。

「また多くの民衆を背に戦う事になる――か」

「そうですね」

　それでは途中で省吾が戦闘を拒否してしまう可能性が在る。

『代行者』が同じ戦術を採ってくるとも思えないが――今回の『代行者』は起動後の動きがあまりにも大人し過ぎる。自分を球体の様な形に成形した後は、まるで何かを待つ様にギムナカスの街の側そばを浮遊している。『代行者』の存在に怯おびえた者達が暴動を起こして殺し合ったりしてはいるが――『代行者』そのものの被害は未まだ出ていない。

　こんな事例は過去五百年の間に未だ確認された事が無い。

「……罠わなの可能性も在る訳だが」

　ゼブロンがぼそりと言う。

　だが――

「だからといって乗らぬ訳にもいくまいよ。だが念の為に援護として飛行船団を飛び立たせる用意をしておくべきだと思うが？」

　バルドは苦笑を浮かべて言った。

「異存は無い」

　ゼブロンが頷うなずく。

　無言ながらも他ほかの三人も頷いた。

『起動制御用擬ぎ神しん杖じよう第一群解除！』

『第二群解除！』

『第三群解除！』

　次々と引き抜かれ完全起動に近付いていく鋼鉄の擬神を〈レネゲイド〉の権力者達は悠然と見下ろしていた。



　　　

『〈イコノクラスト〉起動最終段階――自律制御奇き蹟せき術式展開！』

　再度、筆頭姫ひめ巫み女こメリニ・コードランによって号令が飛ばされる。

『平衡制御奇蹟術式問題なし！』

『監視用奇蹟術式問題なし！』

『感染奇蹟術式操作体系問題なし！』

　各部の状況を知らせる報告が矢継ぎ早に飛んでくる。

『主制御室安定！』

『感覚同調終了！』

『各部動作信号確認！　全制御術式、順調に作用中!!』

『緊急停止用原罪物質注入！』

『最終安全装置解除!!』

〈イコノクラスト〉の身体を押さえ付けていた最後の擬神杖十六本が大量の空薬やつ莢きようや爆発ボルトをばら撒まきながら解除される。

　全ての拘束具から解き放たれた擬神は一瞬、項うな垂だれるかの様に前屈かがみで静止。

　そして――



　オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！



　――咆ほう哮こう。

『〈イコノクラスト〉起動！』

『起動成功！　続いて緊急射出設備起動！』

　号令と共に『聖せい廟びよう』の真上から低い振動と地滑りの様な轟ごう音おんが伝わってきた。何枚もの巨大な蓋ふたが内壁へと引きずり込まれていく。

『目標座標、三一七、五六二、ギムナカス南東部平原！』

『予備奇き蹟せき術式起動！』

『対衝撃防御！』

　五つの塔が窓や扉といった部分を全て壁面の中に格納する様に回転し、『聖廟』内の作業員達が全員、扉の外へと避難する。それが完了すると全ての扉に分厚い隔壁が降ろされた。

『仮想砲身展開！』

『気圧調整開始！』

　縦穴の内部に空気の流れが発生する。

『最適弾道進路計算中！』

『主制御奇蹟術式起動！』

『〈イコノクラスト〉――保護聖域展開！』

　虚空から現れた半透明の膜が〈イコノクラスト〉の全身を覆い、弾丸のごとき流線型を形作る。

『計算確認終了！』

『偏向力場展開！』

『圧力急速上昇中――〈イコノクラスト〉射出十六秒前！』

　秒読みが響き渡る。

『三！　二！　一！　〈イコノクラスト〉――出陣ッ!!』

　次の瞬間。

　巨大な弾丸は気圧差のトンネルを潜り抜け、轟音と共に大空へと射出されていった。



    

  
    
      
第三章　調査行動





　ギムナカスの街。

　石炭の採掘場を取り囲む様にして発達してきた地方都市の一つである。急速に荒廃しつつあるソロンという世界においては、比較的大きな街の一つだ。街と同じ名前を冠された石炭鉱山の麓ふもとにおよそ十万人余りの人間が住んでいる。

　だが――

「――さて。妙だな」

　レオンは双眼鏡を覗のぞきながら呟つぶやいた。

　何かの整髪剤でも使っているのか――逆立てている髪が特徴の青年だ。長身には使い込まれた馬上装束を纏まとっており、その上から革ベルトでポーチや簡易の防具を固定している。腰には拳けん銃じゆうが収められたホルスターがぶら下がっている。それらが違和感無く彼の容姿の一部として填はまり込んでいるのは、このレオンという青年が如い何かに旅慣れているのかという事を物語っていた。

　彼が今立っているのはギムナカスの山の中腹辺り。

　丁度――見下ろすだけで街の様子が隅々まで見て取れる。だが今現在――レオンが双眼鏡越しに視線を送っているのは街ではなくその向こう、平原の上に黒い月の如ごとく黙然と浮かぶ大怪球であった。

　言うまでもなく『代行者パニツシヤー』の変形した姿だ。あの様に巨大で不自然な代物が他ほかに存在し得る筈はずが無い。

　だが人と見れば殺さつ戮りくするのが定めの『代行者』は何故か街を目の前にして動こうとしない。自らの存在を誇示する事で街の人々に不安を与え恐慌状態を引き起こすのが目もく論ろ見みなのかもしれないが――それならばいつもの巨大な直立する影の姿で現れた方が効果的ではあるだろう。

「何を考えている？　あるいは何も考えていないのか――いや」

　レオンの知る限り『代行者』の動きは機械的な単調さとは無縁だ。

　明らかに人間の恐怖を逆さか撫なでする為の方法を彼等は――『彼等』と言って良いのかどうかも疑問だが――採ってくる。しかも同じ方法を続けて採る事は殆ほとんど無い。情報を分析し、そこから推測し、戦術を立案し、選択して実行するだけの知能を『代行者』が持っているのは間違いなかった。

「ならばやはり〈イコノクラスト〉の存在に対応する為か――しかし遅いな」

　レオンは空を見上げながら呟く。

〈イコノクラスト〉が来ない。

　初戦、第二戦の際の対応に較くらべるとどうも〈レネゲイド〉の対応が遅い様な気がする。無論、地理やその他の状況の違いがこの時間差として顕あらわれているだけなのかもしれない。

　だが――

「ひょっとして第四代救世主様に何かあったか」

「――と申しますと？」

　レオンの傍らで尋ねるのは擬ぎ神しん杖じようを携えた小柄な娘である。

　彼女は長い黒髪を後頭部二ヵ所で括くくっており、鼻先には小さなレンズの眼鏡を引っ掛けている。愛想のない無表情に無粋な旅装束を着込んでいるために気付きにくいが、よく見れば非常に整った顔立ちをしていた。もっとしっかりと着飾ればかなりの器量好よしなのだろう。

　彼女の名はアンジェリットという。

　奇き蹟せき師でありレオンの従者であり――愛人でもある。

「今まで平和な場所ですごしてきた人間には、ラヴィゾンの街の体験は地獄の様な苦痛だろう。〈イコノクラスト〉に乗るのを拒む可能性も在る。それに……勘の良い奴ならそろそろ〈レネゲイド〉の嘘うそや〈イコノクラスト〉のヤバさにはっきりと気付く頃ころだ」

「……そういうものですか」

　無表情にアンジェリットは言う。

「特に真面目そうな奴だったからな。ラヴィゾンで一度見ただけだが――ん？」

　轟ごう音おんがレオン達の頭上に響き渡る。

　視線を上げたレオンは――遙はるか彼方かなたの上空で輝く光点を見つけた。



    

  
    
      



    

  
    
      　流星の如ごとく虚空に刻まれる白い一線。

　それは……恐らく準物質化した防御力場が大気との摩擦で燃えている光である。

　白い軌跡はレオン達の頭上で大きく歪わい曲きよく。突き刺さる様な急角度で地面へと降下――ギムナカスの街と黒い球体の間に着地。

　大口径の砲撃が在ったかの様に大量の土砂が舞い上がり風景を覆う。

　間違いない。〈イコノクラスト〉だ。飛行機械も珍しいこの世界――あれだけの速度で空中を飛ぶ大質量の物体は本物の流星か、さもなくば〈イコノクラスト〉だけだ。

「来たみたいだな――俺おれの考え過ぎか」

　レオンは双眼鏡を下ろし、ポーチの中にしまう。

「いえ……もし四代目救世主が〈イコノクラスト〉の搭乗を拒否したとしても〈レネゲイド〉は救世主が自ら乗らざるを得ない様にし向けるでしょう。特に五氏族会議の五人の中でもバルド・コードランやネロ・オトルチは目的の為には手段を選びませんから」

「そうだったな」

　淡々とした口調で語るアンジェリットに苦笑で応じるレオン。

「とはいえ……これで三体目か。勝算が無ければ〈レネゲイド〉も〈イコノクラスト〉を出しては来ないだろうが……『代行者パニツシヤー』の起動の間隔が予想より短い」

「確かに」

「これは多少予定を早める必要があるかもしれんな。〈血族〉の連中の動きも気になる」

「…………真偽の程は定かではありませんが、〈血族〉の〈園ガーデン〉関係者にネロ・オトルチが接触をしているとの情報もあります」

「……どいつもこいつも暗躍が好きだな」

　苦笑してレオンが言う。

　もっとも暗躍しているのは彼も同じだが。彼とアンジェリットが〈血族〉の者達を後ろ盾にして行動しているのは事実だが――彼もアンジェリットも〈血族〉の者を信頼はしていない。所しよ詮せん、彼等は文字通り血脈によって繋つながれた集団であり、レオンもアンジェリットも『たまたま利害関係の一部が一致しているよそ者』に過ぎない。

「〈血族〉といえば……デュメは未まだ戻らないか」

「その様です」

「ふむ……」

　言ってレオンは再び双眼鏡を覗のぞき込む。

　丸く切り取られた視界の中で――鋼鉄の擬神が悠然と身を起こしていた。



　　　

　眼の前に『敵』が居る。

（――倒すんだ。こいつを倒すんだ）

　空中に浮かぶ黒い球体。省しよう吾ごの感覚は〈イコノクラスト〉のものと同調している為に『一抱え程の大きさ』――直径一メートル強にも見えるが、実際の大きさは二十メートル近く在るだろう。

〈イコノクラスト〉は球体状の『代行者パニツシヤー』に向けて前進。

　省吾が前に出れば出るだけ戦場が街から遠ざかる事になるのだ。悠長に向こうが近付いてくるのを待っている積もりは無い。また前回の様な砲撃戦になってはギムナカスの街に被害が出てしまうだろう。

　だが――

（くそ――どうなってんだ!?）

　距離が縮まらない。

　元々――焦燥感で省吾の感覚が多少狂っているのは事実だが、それにしてもこれはおかしい。確かに〈イコノクラスト〉の脚は地を蹴り、対地効果奇き蹟せき術式を展開しながら一歩数十メートルもの距離を移動している筈はずなのだ。

　つまり――

（逃げてる!?）

　省吾の疑念を裏打ちするかの様にハーチェッタの声が告げる。

『『代行者』高速移動！　〈イコノクラスト〉の交戦可能圏内から離脱していきます！』

（……なんだ!?）

　これは予想外だった。

　省吾の持っている知識からすれば――そして今までの経験からすれば『代行者』が逃げる等という行動を採るのは意外に過ぎた。『代行者』は自存する呪のろいだ。感情など無いのだろうし――だからこそ今までも立ち塞ふさがる〈イコノクラスト〉を自動的に機械的に排除するかの様な動きを示していた。

　それがいきなり――逃げるとは。

　虚を突かれて省吾は一瞬立ち止まってしまう。

　だが次の瞬間には猛烈な腹立たしさが湧わいてきた。

（逃がすかッ!!）

　省吾は〈イコノクラスト〉を猛然と走らせる。

　腹立たしい。

　自分は早くこの忌まわしい機械から降りたいのだ。早くこの球体をぶっ潰つぶして花か梨りんの安全を確保しないといけないのだ。なのに『代行者』はまるで時間を稼ごうとするかの様に省吾の前から遠ざかっていく。

　対地効果奇蹟術式は機能しているが――跳躍の際の瞬間的な速度はともかく、総合的な巡航速度では『代行者』の方が僅わずかに上の様だった。地を蹴って走るものと、空中を滑走するものと――当然と言えば当然ではあるが。

（何か追いつく方法は無いのか!?）

　奇き蹟せき術通信にそう叫ぶと――即座に返答が在った。

『ショウゴ様――』

　ペルテアの声である。

『こちらからも補助します。そのままショウゴ様は目標の追跡に専念を』

（専念って――）

　戸惑いつつも走る省吾。

　右足を降ろし、地面を踏み込んで、蹴る。

　次の瞬間――〈イコノクラスト〉の対地効果奇蹟術式が差し替えられた。

　より効果の高いものに設定変更されたのだろう。

　爆音と共に〈イコノクラスト〉が浮き上がる。足の裏と地面との間に奇蹟術で創り出された爆発が鋼鉄の巨体を浮かせているのだ。

　しかも同時に〈イコノクラスト〉の背中に展開する別の術式が同様の効果を発揮。

　下方と後方から強烈な力に弾はじかれて〈イコノクラスト〉は――文字通り爆発的に加速。元より大きかったその一歩は更に距離を数倍に延ばし、速度をも倍近くに上昇させて黒い大怪球を追う。一点に急な衝撃を受けた事により乱れていた体勢も姿勢制御術式によって着地前に修正。そのまま左足で着地し、再び地面を蹴る瞬間に奇蹟術が爆発を起こし、大量の土つち埃ぼこりを巻き上げながら〈イコノクラスト〉を更に加速させた。

（いける！）

〈イコノクラスト〉と『代行者パニツシヤー』の距離が縮まっていく。

（待ちやがれっ!!）

　二度の勝利と追い詰められた苛いら立だちで、彼は『代行者』に対して必要以上に好戦的になっていた。心理的抑圧ストレスを怒りに換えて発散する先を彼は欲していたのである。そして『代行者』はその対象としては非常に都合が良かった。

　別の言い方をすれば――彼は『代行者』を舐なめてかかっていた。

『代行者』が速度を上げる。

　再び距離が開き始めた。

　省吾は更に加速――最初はこの新しい〈イコノクラスト〉の走法に戸惑いも在ったが、踏み込みとその姿勢制御に集中する事で更に速く走る事が可能だと身体で理解していた。

　だが――

（逃がすかっ!!　さっさとぶっ潰つぶしてやる!!）

　より強く地面を蹴るために意識を足下に集中する。大地の上に着地し、足の裏で地面を掴つかみ、蹴る。地面を掴む力が強い程、蹴る時の爆発力が増す。

　もっと多くの地面を掴もうと足の裏に意識が集中していく。地面を踏む感触が、掴つかむ感触が、そして大地を踏み潰す感触……。

　踏み潰す感触。

　省吾の背中にぞくりと冷たい何かが触れた。

（ぐあっ――）

『〈イコノクラスト〉急激に減速！』

『『代行者パニツシヤー』離れていきます！』

　だが姫ひめ巫み女こ達の声は省吾に届いていない。

　踏み潰つぶす。

　街を。人を。

　踏んで砕いて潰して……

　怖い。気持ち悪い。嫌だ。ここから逃げ出したい。

（あああああっ――が……がああっ……）

　だが逃げ出せない。

　逃げ出せば花梨が――恐らくは殺される。

　それだけは絶対にさせない。させてはならない。そしてその為には省吾はこの『代行者』に追いついて破壊するしかないのだ。

　しかし……

（いいいい……いあ……ああひいいいいぎぎぎぎぎぎ……）

　吐き気がする。

　いや――実際に既に省吾は、御者室の中の省吾は嘔おう吐としていた。

　奇き蹟せき術の感覚同調回路で彼の五感は省吾自身の肉体よりも〈イコノクラスト〉のそれを優先して知覚する様に設定されているので、気が付いていないが――胸の中を、腹の中を、己の内臓ごと吐き出してしまうかの様な激しい嘔吐感に彼は胃の中のものを吐と瀉しやし、同時に双そう眸ぼうからだらだらと涙を流していた。

　だが幸か不幸か――省吾自身はそれを認識していない。

　本物の肉体は御者席の上に縛り付けられたまま激しく痙けい攣れんし、眼から口から体液を垂れ流してるが、省吾は脳内を荒れ狂う不快感に耐えながら、ただひたすらに〈イコノクラスト〉を前に進めていた。

（……ごあああっ……ああ……ぎげげげげ……）

　花梨の為だ。

　あの大事な従姉妹いとこを護まもる為だ。

　他ほかに出来る事が何も無いのなら――

（…………ひひひっ）

　苦しみもがく省吾を誰だれかが見ている。

　見てほくそ笑んでいる。馬ば鹿かな事をしていると嘲わ笑らっている。くだらないものに執着していると蔑さげすんでいる。深い深い闇やみの底から――

（もうやめておけよ。そんなに辛つらいのなら交替してやろう）

　そいつは言う。

　それが元から省吾の中に在るものなのか――それとももっと別の何かなのかは解わからない。ただそれは花梨の為にと必死に苦痛を堪え忍びながら走り続ける省吾に、親切めかして、気持ち悪い位に優しく、言った。

（辛つらいんだろう？　苦しいんだろう？　ひひひ。俺おれに替われよ。俺がやってやろう。俺がお前の代わりに――だから）

（だまれ――）

（つまんねえ努力なんざしてんじゃねえよ……ひひひひひひ。楽になれよ。正直になれよ。本当は従姉妹いとこなんざどうでもいいんだろう？　自分が一番可愛いだろう？　痛いのは嫌だよなあ。苦しいのも嫌だよなあ。だったら俺に任せてしまえよ――）

　振り払っても振り払う事は出来ない。

　彼はいつも側そばにいて自分を監視している。そして隙すきを窺うかがっている。

　そして――



　　　

『代行者パニツシヤー』四番体は対象が急に減速し始めた事を確認した。

　未まだ追いつかれた訳ではない。またその場から遠距離攻撃を仕掛けてくる様子も無い。ただ減速し――よろめく様な動きで歩いているだけだ。『代行者』四番体を追う行為そのものは中止していない様子だが、既にその速度は最速時の半分以下に落ち込んでいる。

『代行者』四番体は至極冷静に状況を記録する。

　測定し記録し伝達する事。

　それが『代行者』四番体に課せられた役割であった。

　実の所……四番体は厳密に言えば既に『代行者』ではない。

『代行者』全体の使命を果たすにあたり、自らの神罰代行者としての存在記述を書き換え、障害物の――どうやら人間達は〈イコノクラスト〉と呼んでいるらしい――調査をする為の探査体プローブとなった。

　だから四番体には人間を蹂じゆう躙りんする必要が無い。

　ギムナカスの街に近付いて見せたのはあくまで〈イコノクラスト〉をおびき出す為である。無論――必要なら人間を殺す権能を四番体は未だ備えているが、それはあくまで〈イコノクラスト〉の能力調査の為のものである。

　四番体は予測し結論する。

〈イコノクラスト〉の能力について――その最高移動速度とその持続性について。その動作の安定性について。その身に備わる奇き蹟せき術式の規模と種類と応用性について。

　だが求める情報全てには未だ足りない。

　四番体は移動速度を落として次の調査方法を実行する――



　　　

「――ショウゴ様っ!?」

　メリニは思わず叫んでいた。

　彼女の手元に在る自動書記装置が出で鱈たら目めな数値を書き出している。今までに無かった数値だ。拒絶反応かとも思われたが――違う。省吾の意識と〈イコノクラスト〉の同調に問題は無い。むしろその数値だけを見れば高い同調率のまま安定している。

　だが――省吾の肉体が明らかに変調を来していた。

（やっぱり……）

　省吾は〈イコノクラスト〉を怖おそれている。

　それでも乗っているのは花梨が人質に取られているからだ。だから彼は無理矢理に自分の中の恐怖を押さえ付けてあの巨大擬神機に乗っている。

　しかし……

　恐怖とはそう簡単に御せるものではない。

　一時的に眼を逸そらす事は出来ても何かのきっかけで簡単にぶり返してくる。恐らく対地効果奇き蹟せき術式の展開によって変化した脚の感覚が――足の裏で大地を踏む感覚が彼の中の御し難い恐怖を引き出したのだ。だがそこから現状逃げ出す事も出来ず、また花梨の事で彼は精神的な袋小路に入り込んでしまったのだろう。

　その閉塞感が肉体にも作用しているのだ。

　このままでは多分――省吾は本当に肉体的にも精神的にも壊れる。

「ショウゴ様！　ショウゴ様！」

　呼び掛けるも省吾からの返事は無い。

　既にもう壊れ始めているのか。

　遂に〈イコノクラスト〉は動きを止め、地響きと共にその場に膝ひざをついてしまう。

　その時――

『目標に聖光を確認！　大規模奇蹟術の可能性大！』

　アフィニエの叫びを聞き――メリニは慌てて『代行者パニツシヤー』を投影している映像を見る。

　黒い球体の表面に幾つもの白い光点が浮かび上がる。それらは闇やみ夜よの空を切り裂く流星の様に次第に球体の表面を滑り――しかも加速。黒い球体は次第に光の点とその残像によって表面を覆われ、白く輝く球体へと変化していく。

　何をしているのかは解わからない。

　解らないが――明らかにこれは危険だ。何の意味も無く『代行者』が此こ処こまでの大規模奇蹟術を展開する筈はずが無い。戦闘中だという事を考えればやはりこれは攻撃の為のものだろう。

　セネカが遠隔操作で防御奇蹟術式の力場を最大出力にて展開。

　だがそれだけでは足りない可能性が在る。数値を見る限り『代行者』が収束している奇蹟術の発動規模は、ラヴィゾンの街で行われた砲撃戦を上回るものだ。

『ショウゴ様！　逃げてください！』

　ペルテアが悲鳴じみた声で叫ぶが――〈イコノクラスト〉に動きはない。

『代行者パニツシヤー』が爆発する様に光を放つ。

　それは強烈な奔流となって〈イコノクラスト〉に向けて押し寄せた。

「ショウゴ様っ！」

　メリニは最悪の光景を想像し目を背ける。

　だが――

　短い沈黙が満ちる。

　そして……

『も……目標の奇き蹟せき術を確認。しかし〈イコノクラスト〉に損傷は確認されず』

　予想外の言葉。

　メリニは慌てて〈イコノクラスト〉の映像を確認した。一瞬前までとかわらず、両膝ひざをついて、その場に停止している。報告通り確かに目立った外傷などは見られなかった。

　では今の光は攻撃では無かったのか。

　そんな筈はずは――

『奇蹟術の発動範囲を計算！　急いで！』

『代行者』が奇蹟術を使ったのは確かだ。無意味に奇蹟術を使う様な酔狂さは『代行者』には無い。直接的であれ間接的であれそれは〈イコノクラスト〉への攻撃である筈なのだった。

　だが――戻ってきた答えは予想外のものだった。

『発動範囲を確認しました！　〈イコノクラスト〉の遙はるか後方……ギムナカス市街地のほぼ中心部です！』



　　　

『発動範囲を確認しました！　〈イコノクラスト〉の遙か後方……ギムナカス市街地のほぼ中心部です！』

　ハーチェッタの声が響く。

　反射的に視線をギムナカスの街へと向けて眼を凝こらす。

　凝らしてしまう。

　省吾の意志に反応した〈イコノクラスト〉の『眼』が望遠倍率を自動調整。焦点を瞬時に調整。省吾の視界に――『代行者』の奇蹟術が引き起こした現実が映る。

　それは――

（……!?）

　最初――それは巨大な柱に見えた。

〈イコノクラスト〉よりも何倍も太く何倍も高い円柱。巨大と言うのも馬ば鹿か馬ば鹿かしい位に規模の異なる……山とか雲といった自然現象の持つ絶対的な大きさだった。

　無論そんなものはギムナカスの街には無い。無かった。

　出来たのだ――今。

『代行者パニツシヤー』の奇き蹟せき術によって。

（台風……いや……竜巻!?）

　そう。それはまさしく竜巻だった。

　街の中心に竜巻が発生しているのだ。空と大地を繋つなぎ止める鎖の様な――冗談の様に大規模な空気の渦が柱の様にそびえている。『代行者』の奇蹟の力は此こ処こまで無茶苦茶な自然現象を可能とするのだ。

　竜巻が街に在る諸もろ々もろのものを空へと吸い上げていく。

　家も、木も、地面も、車も、動物も、そして――人間も。

（や……やめろっ……!!）

　反射的に――殆ほとんど無意識に省吾は眼を凝こらしてしまった。

　見える。恐怖に歪ゆがむ人間達の顔が。

〈イコノクラスト〉の眼が更に倍率を上げたのだ。

　彼等がどれ程の高さにまで舞い上げられているのかは解わからない。竜巻の威力は確かに破壊的だがそれは巻き込まれた人間に対して即座に死をもたらすものとは限らない。あまりに巨大過ぎる威力は密度にばらつきを生じる。家をも地面から引き抜く竜巻の中から、脆もろく小さな羽虫が無事に出てくる事が在るというが――此処まで巨大だと人間も振り回されるだけで引き裂かれてしまう程ではないのだ。

　だが……そのまま落下すれば死が待っているのは確実だ。

　空中に舞い上げられる人。人。人。人。人。人。人。人。人。人――

（やめろおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!）

〈イコノクラスト〉が轟ごう然ぜんと立ち上がる。

　鋼鉄の巨人はギムナカスの街に向かって走り始める。対地効果奇蹟術式展開。足の裏に再びあのおぞましい記憶を呼び覚ます感触が走るが――それどころではない。全くそれどころではない。今この瞬間にも省吾が踏み潰つぶした人々以上の数の人々が、ゴミの様に舞い上げられ、そして雨の様に落下しつつあった。省吾は束つかの間まではあるが足の裏に刻み込まれた恐怖の感触を忘れた。

　しかし――



　　　

『代行者』四番体の目的は〈イコノクラスト〉を識しる事だ。

　基本的な性能と――その行動原理を。

　竜巻によって人間を空中へと舞い上げたのもその調査作業の一環である。

　先の二度の戦いにおいて〈イコノクラスト〉は『代行者パニツシヤー』の作業を妨害する方向に――つまりは人間を護まもる様な行動に出た。これは何を目的としているのか。単に『代行者』に敵対している為に結果的に人間を護る行動に出たのか――その逆か。あるいは第三の理由が在るのか。

　これを認識しているのとしていないのとでは明らかに後の戦術が変わってくる。

　故にこそ――『代行者』四番体は〈イコノクラスト〉を挟んで自らの反対側に位置するギムナカスの街に竜巻を生じさせて相手の反応を見たのだ。言うまでもなく今の位置関係も最初から予定の内だ――『代行者』四番体は意味も無く逃げ回っていた訳ではない。

　さて。〈イコノクラスト〉はどうするのか。

　人間など我関せずと『代行者』に向かってくるのか。

　それとも敵たる『代行者』を放置して人間を救いに向かうのか。

　ただ『代行者』四番体は観察し記録し続ける――



　　　

　何かが目の前を落下していった。

　省吾の思考が一瞬停止する。

　落ちていったのが何か……理解するのを彼の意識が拒んだのだろう。それが何か省吾は知っている。誰だれにでも解わかる事だ。放り投げられればいつか落ちなければならない――自ら空を舞う術すべを持っていないのならば。

　そして生身の人間はそんなものを持っている筈はずが無かった。

（ああああああああああああああっ!?）

　駄目だ。見るな。

　そう自分に言い聞かせるが――反射的に省吾は見てしまう。

〈イコノクラスト〉の足下の地面に付いた赤い染みを。

　一瞬前まで確かに人間だった血と肉と骨の残ざん骸がいを。

（や……やめ……）

　再び何かが省吾の視界を横切って落下した。

　人間が。

（やめろ……やめろっ!!）

　やはり反射的に見上げてしまう。

　そこに絶望の光景が在るのは解っていた。竜巻が人間達を巻き上げるのを確かに省吾は見た。ならば次に起こる光景が何なのかは想像するまでもなかった。

　人間が落ちてくる。

　驟しゆう雨うの様に。

　ばらばらと。

　大量に。

　省吾の――〈イコノクラスト〉の周りに……

（やめろっ!!　やめろおおおおおおおおっ!!）

　解わかっていた。だから何とかしたくて省吾は『代行者パニツシヤー』を放置してギムナカスの街に向けて駆けたのだ。何とか出来ると――〈イコノクラスト〉の力ならひょっとしたら彼等を救えるかもしれないと思ったから。

　だがそれは甘過ぎる考えだった。

（誰だれか！　メリニ！　ペルテア！　アフィニエ！　セネカ！　ハーチェッタ！　誰でもいい、この人達を救う、奇き蹟せき術を――なにか!!）

『ショウゴ様――〈イコノクラスト〉の奇蹟装備は基本的に兵器です』

　セネカが静かに言った。

『人を救う事には向いておりません』

（……!!）

　省吾は愕がく然ぜんとして空をもう一度振り仰ぐ。

　空を埋め尽くす人々。彼等はまだ生きている。その顔を絶望に歪ゆがめ、泣き、叫びながら降ってくる。その一人一人の顔を〈イコノクラスト〉の目は省吾に見せ付ける。

　男も女も、子供も老人も、みんな降ってくる。そして絶望に満ちた表情のまま、堅い大地に叩たたき付けられて死んでいく。

　いや……それどころか……

（せ……せめて一人でも多く……！）

　省吾は――〈イコノクラスト〉は手を伸ばした。

　地面に激突する前に受け止めれば助かるのではないか。そう思った。

　だが……

　一人の若い女性が――伸ばした〈イコノクラスト〉の掌てのひらの上に落ちてきた。

（…………!!）

　落ちてきて――潰つぶれた。

　嫌な感触が掌の上に残る。

　考えてみれば当たり前の事だ。百メートル以上も舞い上げられた人間にとって百メートル落下して地面に叩き付けられるのも、五十メートル落下して鋼鉄の掌に叩き付けられるのも大差無い。

　掌だろうと。肩だろうと。頭だろうと。

（わああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!）

　降ってきた人間の群れが〈イコノクラスト〉の全身で次々と弾はじけて赤い泥と化す。

『ショウゴ様！　ショウゴ様――お気を確かに！　ショウゴ様!!』

　姫ひめ巫み女この誰だれかが叫んでいる。

　だが省吾はもうそんなものを聞いてはいない。聞こえていても認識する余裕が無い。

　彼は泣き叫びながら両手を伸ばす。頭上に向けて〈イコノクラスト〉の手を差し伸べる。

　もう少し落下距離が少なければ助かるのではないか。

　もう少し手を上に翳かざせば助かるのではないか。

　そんな幼稚な事を考える省吾の上に人間の雨が止まらず降り注ぐ。実の所……舞い上げられた人間達の殆ほとんどは急激な気圧変動に晒さらされたせいで既に死亡しているのだが、そんな事には省吾は気付かない。気付けない。ただ悲鳴を漏らしながら立ち尽くし祈る様に両手を差し伸べるだけだった。

　だがその手の上に今も尚なお、人間が降り注ぐ。

　熟れた果実の様に潰つぶれて弾はじけ散る。



　おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお――!!



　全身を人間達の体液で赤黒く染めながら〈イコノクラスト〉は慟どう哭こくした。



　　　

　人体の雨に濡ぬれながら咆ほう吼こうする擬神。

　その姿を冷徹に観察しながら『代行者パニツシヤー』四番体は最後の一項目の調査を開始する。

　同時に既に入手した〈イコノクラスト〉の情報全てを他ほかの残り十二体の『代行者』へと奇き蹟せき通信で送る。此こ処こまでは『代行者』の目もく論ろ見み通りである。

　最後の一項目について測定を行う為――『代行者』四番体は急速に自らの身体を変質させ始める。

　球体は大きく上下に歪ゆがみ下端が大地に着床。

　変形は絶え間なく続き――ぞわぞわと伸張する『根』が大地に食い込み、大地を構成する物質の存在子イグジスを書き換え、自らの体内へとそれらを取り込んでいく。

　上端も同じく間断無い変形作業と共に無数の方向へと分岐。

　取り込んだ物質を補強に使いながら上へ上へと伸びていく。

　それは――まるで漆黒の大樹であった。

　先の竜巻よりも更に巨大な闇やみ色いろの樹木が大地に根を張り、天空に向けて枝を広げ、恐ろしい速度で成長していく。

　上へ。上へ。更に上へ。

　成長を続けていく『代行者』四番体。

　梢こずえは――やがて空の『限界』へと辿たどり着いていた。

　ソロン全土を包む巨大な界面力場へと。

　それはソロンという世界の外辺でありソロンをソロンとして保つための器である。言うまでもなく――これを創り出したのは五百年前に死した神だ。その外側には絶対的な孤独をもたらす虚無が創世以前の状態で残っていると言われているが、未まだ確かめた者は居ない。

　梢こずえはその界面力場をも突き抜ける。

『代行者パニツシヤー』四番体はその虚無の中に己の先端を伸ばしていく。

　いや――其そ処こを『虚無』と表するのは間違いではあるだろう。

　光は無い。空気も無い。だがそこには物質として固定される以前の粒子が希薄ながらも大量に浮遊している。存在子イグジスすら持たない――生のままの物質の源。熱量と物質の端境に在るもの。

　かつて神はその意志を以もつてこの粒子に意味を――即ちその定義たる『存在子』を打ち込んで物質を作り、それを更に編み上げて世界を、ソロンを創り上げたと言われている。

　此こ処こに浮遊しているのはその際に消費されなかった粒子――いわば余剰分だ。

　それらは存在の意味を与えられる瞬間を今も待ち続けている。

　そこに四番体は枝を伸ばしたのだ。

　四番体は自らの内の呪じゆ詛そ記述を書き換えながら――自らを存在子として枝先から放散しながらそれらの粒子に存在意義を与えていく。形の無いものに形を与え意味の無いものに意味を与えていく。

　その代償に四番体は摩耗し消耗し今や存在を消滅させつつあるが……そもそも『代行者』には何の感慨も無い。ただの呪詛の塊かたまりである『代行者』は己の死を怖おそれない。生きてさえいないものが死ぬ事をも怖れる筈はずが無い。

　やがて。

　虚空で無数の小さな渦が生まれた。

　それらは――かつて神がソロンを作ったのと同様に原初の星の形である高熱のガス雲となり、しかしすぐに冷えて物質として固定されていく。それらはやがて小さな小さな、星と呼ぶには躊躇ためらいを覚える様な――岩の塊として成長し始めた。

　そして――



　　　

　赤き血と肉塊で埋め尽くされた平原の上で省吾は――〈イコノクラスト〉は立ち尽くしていた。

　その両手も人の血で赤く染まっている。

（なんで……）

　なんでこうも簡単に人が死んでいくのか。

　なんで彼等は死ななくてはならなかったのか。

　彼等の人生に意味は在ったのか。実りは在ったのか。幸せは在ったのか。今此こ処こで死ぬ事に意味は在ったのか。死んでもきちんとかれらの生に意味は在ったのか。それとも何の意味も無い無駄な犠牲であったのか。

　解わからない。何も。

　考えたくない。何も。

『目標が姿を大きく変えていきます！』

　ハーチェッタの声に促され――省吾はのろのろと視線を『代行者パニツシヤー』に向けた。

　そこに省吾が見た黒い球体はない。代わりに空まで届く巨大な樹きが在った。

　何い時つの間に――と訝いぶかしむ気力すら今の省吾には無い。

　ただ遙はるかな空の高みにまで伸びていく巨大な、馬ば鹿かげた程に巨大な黒い樹を見上げて呟つぶやいた。

（なんなんだよ……お前はなんなんだよ……なにがしたいんだよ……！）

　かつてメリニは言った。

　この世界において『代行者』達は台風や地震などの天災と同じものとして考えられていると。それは一種の自然災害であり人間が人間としてこの世界に生きる以上、避け得ぬ定めの一つとして認識されていると。

　ならばその行動を理解しようとするのは間違いかもしれない。

　省吾が地震や台風を憎んだりはしない様に『代行者』を憎むのも筋違いなのかもしれない。そしてそれと戦う省吾が、人々の死に責任を感じる事は無いのかもしれない。

　全ては不可抗力だ。

　だから――でも――

（…………？）

　黒い大樹が――枯れていく。

　まるで塗装が剥はがれるかの様にぱらぱらと大樹を構成する黒い被膜が剥はく離りして……崩れていく。その向こうには何も無い。大樹はまるで中身の無い『皮』だけであったかの様に、ひび割れ、崩れ、枯葉の様に大地に舞い落ちながら――やがてはそれらの破片すらも消滅していく。

　省吾の感覚で言えば……山よりも巨大な樹木が消え去るのに要した時間は一分にも満たなかった。

（終わった……のか？）

　束つかの間まそんな安あん堵どを覚える省吾。

　しかし――

『ショウゴ様！　上空を――』

　メリニの声に従い――省吾は大樹の更に上、遙かな空の彼方かなたを見上げた。

（…………なんだ……？）

　空に何かが浮かんでいる。

　いや――降ってくる。遙はるかな蒼そう穹きゆうの彼方かなたから何かが落ちてくる。あまりの距離の開きにそれが接近してくるのが一瞬解わからなかっただけだ。

　だが――

『何よこれっ!?』

　ペルテアの悲鳴じみた声。

『飛来物体の予測される総質量は――〈イコノクラスト〉の約千倍です』

　さすがにセネカの声にも緊張の震えが在る。

（……なんだって……？）

　省吾は反射的に〈イコノクラスト〉の周囲を見回した。

　大量の赤黒い人体のなれの果てが散らばる草原。

　その向こうに残るギムナカスの街。

　見れば――

（……まだ……）

　竜巻の被害を逃れた人々の姿も在る。恐らく死んだ人々の数に較くらべれば数十分の一、いや数百分の一程度かもしれないが――恐らく未まだ百人以上の人々の姿がギムナカスの街に散見される。

　駄目だ。此こ処こにそんな――大質量の物体が落ちてきたら皆、衝撃波で吹っ飛ばされて死ぬ。その程度の事は省吾にも解った。

（……どうする……？）

　無論――直撃を喰くらえば〈イコノクラスト〉とて無事では有り得ないだろう。

　再び省吾は頭上の飛来物体に視線を転じる。

　巨大な――あまりに巨大な隕石。

　それが大気の摩擦で轟ごう々ごうと燃えながら真まっ直すぐ省吾の方に向かって落ちてくる。

　破壊するしかない。

　破片の雨が降り注ぐのは避けられまいが――それは何とか防御用の奇き蹟せき力場で弾はじく事が出来るかもしれない。先まずはあの大質量の猛威を砕かねばなるまい。

（あの隕石を破壊する！　〈破神の弓〉を使う！）

『……御意！』

　メリニが応じてくる。

　同時に省吾が意識の中の武装一覧から遠隔攻撃用の武器を選択。

　彼の言葉を引き金とし、姫ひめ巫み女こ達の許可を得て八種の奇蹟兵装の内の一つ、奇蹟兵器〈破神の弓〉が高速起動を開始する。

『〈破神の弓〉生成開始！』

『第二聖遺物、活性率正常値を維持！』

『〈破神の弓〉起動！』

　突き出された〈イコノクラスト〉の右腕の一部が展開。

　肩の大型擬神装置を覆っている装甲が開き、突き出ていた擬ぎ神しん杖じようが一斉に後方へと向く。

　同時に手首に備わっていた巨大な歯車状のものが高速回転を始める。

　右腕の上に形成されていく半透明の砲身。

　省吾の知る単位で言えば先端直径二メートル、全長二十メートルにも達するそれが大気を押し退のけながら迫り来る禍星へとその砲口を向ける。

『照準調整術式展開！』

『反動制御術式展開！』

　省吾の――〈イコノクラスト〉の眼は星だけを見据えている。

　細かな照準を意識する必要は無い。微調整は姫ひめ巫み女こ達や〈イコノクラスト〉に搭載された奇き蹟せき術式の担当だ。彼はただ迫り来る大質量の脅威だけを見据えていればいい。

（……砕け散れ！）

　叫び声と共に省吾は意識の中で引き金を引いた。

『〈破神の弓〉――撃発！』

　迸ほとばしる閃せん光こう。

　秩序的な指向性を持たない――つまりは『破壊』『混こん沌とん』に特化して存在子イグジスの記述そのものを無効化する光条が周囲の物質を破壊して電光をまとわりつかせながら伸びていく。

　光は――次の瞬間に目標の星に到達し、爆発した。

『着弾確認！』



    

  
    
      



    

  
    
      　喜悦を含むハーチェッタの声が告げる。

　今の一撃で敵の攻撃を粉砕したと確信しているのだろう。

　だが――

『大質量飛来物、未まだ接近中！』

『〈破神の弓〉着弾により質量の約八割が消失。残り部分は落下を続けています！』

　たとえ二割だとしても元が途方も無い大きさなのだ。完全に消滅させない限り安心は出来ない。

（くそっ――！）

　すぐさま砲身を飛来する星の破片へと向けるが。

（――え？）

〈イコノクラスト〉の腕の上で大砲は沈黙したままだった。

（なんだ？　どうしたんだ？）

『〈破神の弓〉は一定以上の出力で一度撃てば、連射出来ないんです！』

　とハーチェッタ。

『現在、聖光誘導回路を論理洗浄中！　聖光再充じゆう填てんと回路再起動まで後十秒は――』

（早く、早くしてくれっ!!）

『先の様な出力は必要無いわ――出力を四割で固定、連射速度の向上を』

『解わかってる！』

『余剰聖光を迂う回かい路にて供給！』

『回路緊急接続完了！』

『〈破神の弓〉発射準備完了！』

（くそおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!!）

　省吾は声にならない咆ほう吼こうを発しながら、迫り来る隕石の破片に向けて〈破神の弓〉を連射した。

　少しでも被害を少なくする為に。落下してくる破片を可能な限り多く消し飛ばす為に。

　そして――



　　　

『代行者パニツシヤー』達が最も望んだ情報は〈イコノクラスト〉の持つ力そのもの――つまり奇き蹟せき術による最大出力がどれ程のものなのかという事だった。

　四番体は自らの存在記述全てを消費して攻撃力に特化させた。

　神が最も力を発揮したのは孤独に耐え切れずソロンを作った時である。奇蹟の力はその時に最大限に発揮される。擬ぎ神しん杖じようはそれ故に『聖体』を真空被曝させる為の機構を持っている訳だし――これは神の影である『代行者』とて同じだ。

　故に――『代行者』四番体は自らをソロン外部の虚空に被曝させ、最高効率で奇蹟を発動、大質量攻撃という非常に『測定し易やすい』攻撃手段に自らを特化させた。

　まさしくそれは一撃必殺の威力を持つものだ。

　果たしてこれをどれだけ〈イコノクラスト〉は食い止める事が出来るのか。それが最大の要調査事項であったのだ。

　防御力場を展開するにしても熱量や衝撃波で隕石そのものを破壊するにしても……『代行者パニツシヤー』一体を費やして創り上げられた圧倒的質量という脅威を無害化する為には尋常でない奇き蹟せきの力が必要となる。

　だが……まさしく渾こん身しんの一撃故に『代行者』四番体自身がこの攻撃の結果を測定し報告する事は出来ない。

　故に……

〈イコノクラスト〉より遙はるかに上空。

　界面力場の向こう側。

　四番体が貫いた穴を塞ふさぎながら、『代行者』五番体は全てを観察していた。

　これで基本的な〈イコノクラスト〉の情報は揃そろった。

　後は残り十二体の力を使って最も効果的な戦術を行使するだけだ。

　四番体が消滅した事への喜悦も悲嘆も憤怒も無く。

　自存する呪じゆ詛その集積体は悠然と虚無の領域を去っていった。



　　　

『聖せい廟びよう』内――五氏族会議議事室。

〈レネゲイド〉の最高意志決定機関たる五人の族長が円卓を囲んでいた。

　四番目の『代行者』を排除したという報告を受けてはいるが――彼等の間に漂う空気は決して英雄の凱がい旋せんを喜ぶものではない。むしろ重苦しい緊張感が最高権力者達の間に横たわっている。

「〈イコノクラスト〉は？」

「現在飛行船団が回収中です」

　バルドの問いにネロが答える。

「目立った損傷は無し。ギムナカスの街はほぼ壊滅状態ですが――生存者が数百名残っている様です」

「生存者はこちらで確保している」

　パルマスが言う。

「難民という事で近くの街に移動させる事になるだろうが……その前に奇蹟術で記憶処置を施す事も可能だ。ラヴィゾンの街の事も在る。〈イコノクラスト〉の悪評が立ってしまっては困るからな」

「それはルースポリテ家にお任せしよう」

　バルドは頷うなずいて言う。

「我々が今考えるべき最大の問題は――今回の『代行者パニツシヤー』の異常な行動だ」

「確かに」

　タイロイドが応じる。

「まるで〈イコノクラスト〉の性能を試しているようだった」

「いや……間違いなく試していたのだろう」

　バルドの言葉で一同の間に漂う空気が重さを増す。

「明らかに『代行者』達は〈イコノクラスト〉を単なる現場の『障害』ではなく『敵』として認めた上で結託して行動を開始したという事だ」

「つまり……次からは何らかの対〈イコノクラスト〉戦術や戦略を練った上で我等に対抗してくるという事になりましょうな」

　ラヴィゾンの街でも初戦を参考にした行動を『代行者』達は採っていたが――強行偵察や示威偵察ともとれる今回の『代行者』の行動は、明らかに後に続く『代行者』の為の情報収集である。

　つまり……今後『代行者』全体の行動が変わってくる可能性も在るのだ。

「やはり他ほかの奇き蹟せき兵装の完成を急がせるべきでしょうね」

　タイロイドが言う。

「後は――救世主の対応だが」

　ゼブロンが呟つぶやく様に言う。

「救世主の方は問題あるまい？」

　パルマスが酷薄な笑みを浮かべる。

「カリンという小娘を我等が押さえている以上、ショウゴ・カシバは我等に刃向かう事は出来ない。それは今回の出撃によって証明された」

　省吾が一度は〈イコノクラスト〉への搭乗を拒否し、その上で花梨という人質の存在を示唆されて〈イコノクラスト〉の御者室に戻ったという報告は他の者達も受けている。

　だが――

「逆に言えば我等は決して味方ではないと救世主殿に自ら示してしまった様なものだが」

　呟く様な口調でゼブロンが言う。

「…………」

　その言葉に表情を――僅わずかながらも――動かしたのはネロとバルドだけで、パルマスとタイロイドはさして興味を引かれた様子も無かった。権力者として人の上に立つ事に慣れた人間は、しばしば他人を単純化した枠に填はめて理解しがちだが、彼等も省吾の事など御し易やすい小僧程度にしか考えていないのだろう。

　ある意味ではそれは正しい。

　だが省吾は単なる小僧であると同時に異世界人であり〈イコノクラスト〉の重要部品だ。

　その意味をゼブロンもバルドもネロもそれなりに理解しているという事である。

「それよりも奇き蹟せき兵装の開発についてだが。予算配分について現在は――」

　タイロイドが新たな議題を提示する。

「それはおかしい。物資も人員も限られている。マブロ家は無駄な費用を費やし過ぎる」

「そもそも研究開発とは無駄の集積の中から有効なものを見つける作業で――」

　相変わらずの小競り合いを続けるパルマスとタイロイド。

　最高権力者達の話し合いは未まだしばらく続く模様だった。



　　　

　メリニ達が現場に到着した際――省吾は御者室には居なかった。

　彼の身体を御者席に拘束する為の革帯ベルトの何本かが輪を作ったままになっていた。どうも汗や吐と瀉しや物で滑って腕の片方が抜けてしまったらしい。自由になった腕で彼は他ほかの拘束帯を残らず外し、非常用のハッチから抜け出したのだろう。

〈イコノクラスト〉の巨体は手足を折り畳み、地に額を擦り付ける様な恰かつ好こうで止まっていた。恐らくそこから装甲の継ぎ目や各種点検孔に手足を掛けて地面に降りたのだ。

「ショウゴ様！　ショウゴ様!?」

　メリニ達は回収作業を他の者に任せ――省吾を探した。

　そして……

「ショウゴ様！　ショウゴさ――」

「メリニ！」

　ペルテアが呼ぶ。

　彼女が指差す先に――省吾の姿は在った。

　彼は廃墟と化した街の真ん中で呆ぼう然ぜんと佇たたずんでいた。

　半日も前まではごく当たり前に人々が暮らしていた筈はずの場所に、しかしもう今は何の営みも見る事は出来ない。ただただ静せい謐ひつな滅びが充満し――動くものも他に見えない風景の中で救世主は枯れ木の様にただ黙然とそこに在った。

「ショウゴ様！」

　駆け寄るメリニとペルテア。

　だが――声は聞こえているであろうに省吾は振り返りもしない。

「ショウゴ……様……？」

　駆け寄って――彼の前に回ったメリニは絶句した。

　恐ろしく憔しよう悴すいした省吾がそこには居た。

　一日にも満たない時間で此こ処こまで人間が変わるものか――そう思わずには居られない程の変化が彼の顔には在った。吐瀉物で異臭を放っている事や、汚れている事を差し引いても、今の彼は死を間際に控えた重病人の様にしか見えない。眼は落ちくぼみ頬ほおはこけ、拘束帯を外す時にでも傷付けたのか、掌てのひらからは血が滴っている。

「…………」

　さすがのメリニとペルテアも声が掛けられない。

　そして――

「……ああ」

　ようやく気付いた様子で省吾は二人に眼を向けた。

　メリニとペルテアは思わず身を固くする。

「迎えに来てくれたのか。御苦労様」

　朗ほがらかに微笑する省吾。

　まるで死者が微笑ほほえみかけてくるかの様な凄せい惨さんさがそこには在った。

「……じゃあ……帰ろうか……」

　言って省吾はふらふらと一歩踏みだし……

「…………」

　そのまま棒の様に倒れた。

「ショウゴ様!?　ショウゴ様!!」

　駆け寄るメリニとペルテア。二人の声を聞きつけてアフィニエやハーチェッタ、セネカも駆け寄ってくる。

　メリニは吐と瀉しや物の異臭も気にせず省吾を抱き上げる。

「ショウゴ様!!　ショウゴ様!!　しっかりなさってください――」

「セネカ！　救護班呼んで!!」

　ペルテアの言葉に駆け寄りつつあったセネカはその場に立ち止まり、擬ぎ神しん杖じようを掲げて通信用奇き蹟せき術を展開し始める。

　そして――

「ショウゴ様！　ショウゴ様!!」

　気絶した省吾を抱き上げながら呼びかけるメリニ。

　悲鳴じみた彼女の声が――黄昏たそがれ色の廃墟に長々と響き渡った。







『イコノクラスト！　ＥＰＩＳＯＤＥ03　抑　The oppression　圧』

完



    

  
    
      次回予告



　己の置かれた状況に耐えられなくなった省しよう吾ごは〈レネゲイド〉の元から無理矢理に逃げ出す。言葉すら解わからない世界で彷徨さまよう彼を助けたのは穏やかな微笑ほほえみを示す一人の少女だった。だが運命の皮肉はささやかな善意ですらも残酷な事実へと変化させていく――



　次回『イコノクラスト！　ＥＰＩＳＯＤＥ04　殉　suicidal act　教』



　――信じる者は屠ほふられる。



    

  
    
      
あとがき



　某月某日。

　大阪は某所の猫キャバ（たくさんの猫がおねーさんの代わりに接待してくれる楽園）にて生後三ヶ月の子猫を前にでれでれになる業界人およそ十数名（含む大御所）。

　そんな中――設定考証その他で本書のサポートに入ってくれている照下土竜氏と。



　猫を撫なでながら土竜くん一言。

「うむ。脊せき柱ちゆうが柔らかい」

「……猫撫でてそんな感想最初に言うのはお前だけや」

「いや、可愛いと思ってますよ？」←とって付けた様に

「ところでデビュー作出てたね」

「お渡ししようと持ってきました」←おもむろに取り出すハードカバー

「うわ。ハードカバーだ。なんか遠い国の人みたいだ。うお、いただけるんすか！　じゃあこれを保存用にして、読む用を一冊、飾る用を一冊、トレード用（？）を一冊買って合計三冊、買わせていただくッスよ！」←ハードカバーを前にして卑屈になる元講師

「……やめてください」←困る木ぼく訥とつな元生徒



　はい。そーゆー訳で「イコノクラスト」三巻目であります。

　前回に引き続いて主人公が酷ひどい目に遭います。どんどこあいます。更に加速中です。先輩小説家の某氏に「小説なんてどれだけ主人公を追い詰めて酷い目に遭わせるかだよね。うりゃ」と言われたりしたのでもう遠慮無く。

　とはいえ肉体的にそう酷い事にはなってませんが。

『癒いやし』？　ええと宗教用語はちょっと苦手で←違



　今回はペルテアが表紙。

　別に毎回姫ひめ巫み女こだの何だのを表紙にするという取り決めがある訳ではないんですが、まあ何となくそーゆー事に編集部ではなっている様です。さて、本作が不人気で打ちきられるまで、あるいは順当にシリーズ完結するまでに、省しよう吾ごは表紙になる事が出来るのか!?　←多分無理

　ペルテアは書き手としては好きなキャラなので表紙の完成が楽しみで御座いますな。



　そういえば今回より諸事情から絵師様がＯＫＡＭＡ氏よりｋｙｏ氏に変わっておりまする。妖精じみたＯＫＡＭＡ氏の姫巫女達も美しくて良いのですが、ｋｙｏ氏の描かれる肉感的な姫巫女達も意外な側面が見えたりして萌もえます。特に次の巻では……げふげふ。

　何はともあれ。

　ＯＫＡＭＡ様、ご多忙の中、今までありがとう御座いました。

　ｋｙｏ様、よろしく御願い致します。



　ではでは――また次の巻で！



二〇〇五／五／二八

ＢＧＭ：‥『rise』（ｂｙ origa ＆ 菅野よう子）

榊一郎





    

  
    
      　著者

　榊一郎（さかき・いちろう）

　　１９６９年11月23日、大阪生まれ。

　　自ら「軽小説屋」を名乗る、ライトノベル界を代表するベストセラー作家。

　　主な著作に『スクラップド・プリンセス』シリーズ、『ストレイト・ジャケット』シリーズ、『君の居た昨日、僕の見る明日』シリーズ（すべて富士見ファンタジア文庫）、『まじしゃんず・あかでみい』シリーズ（ファミ通文庫）、『神曲奏界ポリフォニカ』シリーズ（ＧＡ文庫）ほか多数。

　　最新作に『神曲奏界ポリフォニカ　まぁぶる』（ＧＡ文庫）がある。

　　公式ＨＰ：‥「うごうご榊くん」

　　http://www.ugougo.net/



　設定協力

　照下土竜（ひのした・もぐら）

　　１９８２年11月10日、高知生まれ。

　　専門学校卒業後、榊一郎に師事。

　　独特の世界構築力に定評がある。

　　『ゴーディーサンディー』で第６回日本ＳＦ新人賞受賞。



　イラスト

　Ｋｙｏ（きょう）

　　１９８５年１月22日富山生まれ。血液型はＡ型。

　　高校のときにＨＰを開設し、それと同時に絵を描き始める。

　　現在大学に通いながら、イラストの依頼も請けるようになる。

　　ゲームが好き。特に、アクション。

　　公式ＨＰ：‥「クロイチゴ」

　　http://www8.plala.or.jp/kyo_/
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